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野
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史
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ナ
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
續
南
方
隨
筆
」
は
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
十
一
月
に
岡
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。 

 

以
下
の
底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
を
視
認
し
た
。
今
回
の
分
は

こ
こ
か
ら
（
本
文
冒
頭
部
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
）
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
、
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文

庫
」
に
あ
る
、
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
十
巻
（
初
期
文
集
他
）
一
九
七

三
年
刊
）
を
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
疑
問
箇
所
は
所
持
す
る
平
凡

社
「
南
方
熊
楠
選
集
４
」
の
「
続
南
方
随
筆
」（
一
九
八
四
年
刊
・
新
字
新
仮
名
）
で
校
合
し
た
。 

 

注
は
文
中
及
び
各
段
落
末
に
配
し
た
。
彼
の
読
点
欠
や
、
句
点
な
し
の
読
点
連
続
に
は
、
流
石
に
生
理

的
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
向
後
、
「
選
集
」
を
参
考
に
、
段
落
・
改
行
を
追
加
し
、
句
読

点
や
記
号
を
私
が
勝
手
に
変
更
し
た
り
、
入
れ
た
り
す
る
。
漢
文
部
（
紛
（
ま
が
）
い
物
を
含
む
）
は
後

に
推
定
訓
読
を
〔 

〕
で
補
っ
た
。
な
お
、
欧
文
の
雑
誌
名
や
一
般
名
詞
・
固
有
名
詞
等
の
コ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
・
マ
ー
ク
は
、
縦
書
に
す
る
と
、
上
手
く
表
記
さ
れ
な
い
の
で
、
省
略
し
た
。
ま
た
、
こ
ち
ら
で
は
、

私
の
段
落
末
の
注
の
後
を
一
行
空
け
と
し
、
私
の
注
を
読
ま
ず
に
、
読
み
進
め
ら
れ
る
方
の
た
め
に
便
宜

を
図
っ
て
お
い
た
。 

 

本
篇
は
今
ま
で
以
上
に
、
熊
楠
流
の
勝
手
な
送
り
仮
名
欠
損
が
著
し
い
。
ブ
ロ
グ
で
は
、
そ
の
一
部
を
、

《 

》
で
推
定
の
歴
史
的
仮
名
遣
の
読
み
を
添
え
た
が
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
一
括
版
で
は
、
私
の
そ
の
補
塡
が

「
五
月
蠅
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
多
か
ろ
う
か
ら
し
て
、
《 

》
で
挿
入
し
た
部
分
は
、
基
本
、
削
除
し
、

原
型
に
戻
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
読
み
始
め
ら
れ
る
と
、
如
何
に
熊
楠
の
原
文
章
が
ひ
ど
く
読
み
難
い
か

が
お
判
り
戴
け
る
は
ず
で
あ
る
う
。
読
み
が
不
明
・
不
審
な
箇
所
は
、
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
南
方
熊

楠
」
で
、
全
五
回
で
分
割
し
た
ブ
ロ
グ
版
の
補
塡
読
み
と
注
を
ご
覧
に
な
れ
ば
、
恐
ら
く
、
殆
ん
ど
明
ら
か

に
な
る
も
の
と
思
う
。
逆
に
、
本
本
文
を
私
の
注
も
飛
ば
し
て
読
ん
だ
場
合
、
ま
ず
、
全
部
を
正
し
く
読
め

る
方
は
極
め
て
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
熊
楠
は
殆
ん
ど
の
難
読
の
固
有
名
詞
（
地
名
そ
の
他
）
に
さ
え
ル
ビ

を
振
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
実
際
の
底
本
は
読
点
が
甚
だ
少
な
く
、
記
号
の
仕
様
も
殆
ん
ど
な

い
状
態
で
、
さ
ら
に
加
え
て
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
底
本
を
見
れ
ば
、
一
目
瞭
然
な
の
で
あ

る
。 

 

な
お
、
「
鷲
石
」
は
、「
し
う
せ
き
」
（
し
ゅ
う
せ
き
）
で
、
そ
の
正
体
の
最
も
有
力
な
対
象
物
は
褐
鉄
鉱

（
リ
モ
ナ
イ
ト
：lim

o
n

ite

）
で
、
ウ
ィ
キ
の
「
褐
鉄
鉱
」
に
よ
れ
ば
、
『
吸
着
水
や
毛
管
水
を
含
ん
だ
針

鉄
鉱
（
ゲ
ー
サ
イ
ト
、α

-F
eO

O
H

）
、
ま
た
は
鱗
鉄
鉱
（
レ
ピ
ド
ク
ロ
サ
イ
ト
、γ

-F
eO

O
H

）
の
一
方

ま
た
は
両
者
の
集
合
体
で
あ
り
、
鉱
物
名
と
し
て
は
褐
鉄
鉱
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
』
と
あ
り
、
『
天
然

の
錆
で
あ
る
』
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
『
団
塊
状
で
内
部
に
空
洞
の
あ
る
も
の
を
鳴
石
、
壷
石
と
い
』
う
と

あ
る
物
が
、
以
下
で
語
ら
れ
る
「
鷲
石
」
で
あ
る
（
空
洞
中
に
は
水
を
持
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
）
。
壺

齋
散
人
（
引
地
博
信
）
氏
の
サ
イ
ト
「
日
本
語
と
日
本
文
化 

壺
齋
閑
話
」
の
「
鷲
石
考
：
南
方
熊
楠
の

世
界
」
に
、
『
鷲
石
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
と
り
あ
え
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
て
い
る
。
中
国
に
は
鷲
石

そ
の
も
の
の
伝
承
は
な
い
が
、
そ
れ
と
似
た
よ
う
な
話
は
あ
る
。
禹
余
糧
』
（
う
よ
り
ょ
う
：
以
下
の
本
文

に
も
出
る
。
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
う
よ
り
や
う
」。
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、『
日
本
や
中

国
に
見
ら
れ
る
岩
石
の
一
種
。
小
さ
い
石
が
酸
化
鉄
と
結
合
し
た
も
の
。
中
に
空
所
が
あ
っ
て
粘
土
を
含
む
。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/981768
https://dl.ndl.go.jp/pid/981768/1/215
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata10.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata10.htm
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A4%90%E9%89%84%E9%89%B1
https://japanese.hix05.com/Minakata/minakata111.eagle.html
https://japanese.hix05.com/Minakata/minakata111.eagle.html
https://japanese.hix05.com/Minakata/minakata111.eagle.html


ハ
ッ
タ
イ
石
、
岩
壺
な
ど
多
く
の
呼
び
名
が
あ
る
』
と
あ
る
。
引
用
元
で
も
以
下
で
解
説
が
続
く
）『
中
国

で
は
、
鷲
石
に
相
当
す
る
石
は
禹
余
糧
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
む
か
し
禹
王
が
会
稽
の
地
で
宴
会
を
催
し
た

時
、
余
っ
た
食
料
を
江
中
に
捨
て
た
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
化
石
と
な
っ
た
の
で
禹
余
糧
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
野
蘭
山
に
よ
れ
ば
』
、
『
こ
の
石
は
「
は
な
は
だ
硬
く
、
黄
黒
褐
色
に
し

て
、
打
ち
破
れ
ば
鉄
色
あ
り
。
そ
の
内
空
虚
に
し
て
、
細
粉
満
て
り
」
と
い
う
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
い

う
鷲
石
と
同
じ
な
わ
け
だ
が
、
中
国
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
異
な
り
、
こ
れ
を
鷲
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
人
に
は
、
鷲
を
性
と
結
び
つ
け
る
と
い
う
発
想
が
な
か
っ
た
た
め
か
も
し

れ
な
い
』。
『
中
国
人
も
、
こ
の
石
の
形
が
母
胎
に
子
を
宿
す
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
催
生
安

産
の
霊
物
と
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
異
な
り
、
こ
れ
を
昔
の
聖
人
が
食
い
残
し
た
食
物
と
結
び
つ

け
た
こ
と
か
ら
、
長
生
し
て
仙
人
に
な
れ
る
特
効
薬
と
考
え
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
成
分
の

鉄
が
栄
養
源
と
て
相
当
に
働
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
広
い
薬
効
を
結
び
つ
け
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
鷲
石

を
も
っ
ぱ
ら
セ
ッ
ク
ス
や
繁
殖
と
結
び
つ
け
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
働
く
範
囲
が
多
少

ず
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
ろ
う
』
と
言
及
さ
れ
て
お
ら
れ
る
）
『
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
だ
。
日
本
で
は
孕

石
と
い
う
も
の
が
ほ
ぼ
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
こ
で
熊
楠
は
こ
れ
ら
の
伝
承
に
潜
ん
で
い
る
共
通

点
と
相
違
点
を
摘
出
す
る
こ
と
に
取
り
掛
か
る
わ
け
だ
』
。『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
鷲
石
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

は
、
扁
平
な
形
状
の
石
の
よ
う
な
も
の
で
、
内
部
に
空
洞
が
あ
り
、
そ
こ
に
小
石
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
子
を
孕
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
人
間
の
出
産
と
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
石

の
正
体
は
褐
鉄
鉱
で
、
鷲
が
巣
く
う
よ
う
な
洞
窟
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
鷲
と
結
び
つ
い
て
鷲
石

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
鷲
石
に
、
出
産
や
そ
の
ほ
か
の
効
用
が
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
』
と
あ
る
。
以
上
の
引
用
文
中
に
出
る
「
孕
石
」
は
、
以
下
の
南
方
熊
楠
の
序
文
に
も
出

る
が
、「
は
ら
み
し
」
と
読
み
、
や
は
り
、
石
の
中
に
空
洞
部
分
が
あ
っ
て
、
小
さ
な
石
を
持
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
「
子
持
ち
石
」
と
も
言
い
、
「
鷲
石
」
の
よ
う
に
（
以
上
の
通
り
、
壺
齋
散
人
氏

は
同
一
と
さ
れ
る
）
安
産
等
の
お
守
り
と
さ
れ
た
。
本
文
で
も
南
方
熊
楠
が
考
察
す
る
よ
う
に
、
あ
る
形

状
・
性
質
・
様
態
に
見
え
る
対
象
物
が
、
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
そ
う
し
た
似
た
も
の
を
有
す

る
全
く
別
な
対
象
物
と
強
い
親
和
性
と
共
時
性
を
持
つ
と
考
え
る
民
俗
社
会
の
感
応
性
、
所
謂
、
フ
レ
ー
ザ

ー
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
類
感
呪
術
」
で
あ
る
。 

 

本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
一
括
版
は
二
〇
二
三
年
六
月
十
二
日
に
公
開
し
た
。］ 
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鷲 

石 
考 

  
 

 
 

 
 

 

第
一 

鷲
石
に
就
て 

  
 

 
 

 
 

 

第
二 

禹
餘
糧
等
に
就
て 

  

是
は
一
九
二
三
年
三
月
十
日
ロ
ン
ド
ン
發
行
『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ス
』
十
二
輯
十
二
卷
一
八

九
頁
に
出
た
質
問
に
對
し
、
七
月
二
十
一
日
、
二
十
八
日
、
八
月
四
日
、
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十
五
日

の
同
誌
上
に
載
た
熊
楠
の
答
文
を
、
本
書
の
爲
に
自
ら
復
譯
し
た
者
で
あ
る
。
但
し
、
大
意
を
と
る
。
又

『
性
之
硏
究
』
拙
文
「
孕
石
の
こ
と
」
よ
り
取
た
所
も
あ
る
。
爰
に
は
便
宜
上
、
「
鷲
石
に
就
て
」
・
「
禹

餘
糧
等
に
就
て
」
の
二
篇
に
分
ち
述
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
と
次
の
「
第
一
編 

鷲
石
に
就
て
」
の
「
質
問
」
の
本
文
部
分
と
「
應
答
」
一

ペ
ー
ジ
ま
で
は
、
底
本
で
は
、
本
文
行
間
が
他
に
比
し
て
有
意
に
広
い
が
、
再
現
し
な
い
。
な
お
、
こ
こ

に
出
る`N

o
tes a

n
d
 Q

u
eries`

の
当
該
年
の
そ
れ
は
、
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
も
、
画
像
化
が
行
わ
れ
て
い

な
い
（
リ
ン
ク
先
は
英
文`W

ik
iso

u
rce`

の
同
誌
の
「In

tern
et arch

iv
e

」
に
リ
ン
ク
し
た
リ
ス
ト
）
の
で
、

視
認
出
来
な
い
。 

「
孕
石
の
こ
と
」
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
、
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠

全
集
」
第
三
巻
（
雑
誌
論
考
Ⅰ
）
一
九
七
一
年
刊
）
の
ペ
ー
ジ
・
ナ
ン
バ
ー
『(4

9
7
)

』
に
、
「
孕
石
の
こ

と
」
（
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
一
月
・
十
二
月
発
行
『
性
之
研
究
』
第
二
巻
第
二
号
及
び
三
号
発
表
）

と
し
て
読
め
る
（
二
部
構
成
）。］ 

   
 

 

第
一
編 

鷲
石
に
就
て 

  
 

 
 

質 

問 
 

龍 

動 

キ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ー
・
チ
ャ
ム
バ
ー
ス 

 
 

 

一
六
三
三
年
附
で
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
が
ニ
ゥ
キ
ャ
ッ
ス
ル
女
伯
に
出
し
た
狀
は
、
史
料

手
筆
調
査
會
第
十
三
報
に
收
め
、
出
板
さ
れ
た
。
其
内
に
「
予
は
、
又
、
貴
女
へ
、
鷲
石
一
つ
を
送
つ
た
。

是
は
、
出
產
の
節
、
腿
に
括
り
付
る
と
、
安
產
せ
し
む
。
」
と
あ
る
。
此
石
の
性
質
・
効
力
に
付
て
、
一

層
、
詳
知
し
た
し
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
龍
動
」
ロ
ン
ド
ン
。］ 

https://en.wikisource.org/wiki/Portal:Notes_and_Queries
https://en.wikisource.org/wiki/Portal:Notes_and_Queries
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm


   
 

 
 

 
應 

答 
 

 

日
本
紀
伊
田
邊 

 

南 

方 

熊 

楠 

  

此
答
文
は
、
主
と
し
て
、
大
正
九
年
東
京
刊
行
『
性
之
硏
究
』
二
號
と
三
號
に
出
し
た
拙
文
「
孕
石
の

事
」
と
、
予
の
未
刊
稿
「
燕
石
考
」
よ
り
採
り
成
し
た
物
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
孕
石
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
、
電
子
テ
ク
ス

ト
（
底
本
は
平
凡
社
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
三
巻
（
雑
誌
論
考
Ⅰ
）
一
九
七
一
年
刊
）
（
新
字
新
仮
名
）

の
、
ペ
ー
ジ
・
ナ
ン
バ
ー
『(4

9
7
)

』
の
「
孕
石
の
こ
と
」
で
読
め
る
。 

「
燕
石
考
」（
え
ん
せ
き
か
う
）
は
英
文
論
文`T

h
e O

rig
in

 o
f th

e S
w

a
llo

w
-S

to
n
e M

yth
` 

（「
燕
石
神
話
の

起
原
」
）
で
あ
る
が
、
平
凡
社
「
選
集
」
の
第
六
巻
、
及
び
、
河
出
文
庫
の
『
南
方
熊
楠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

の
「
Ⅱ 

南
方
民
俗
学
」
で
岩
村
忍
氏
の
訳
（
二
つ
は
同
一
）
で
読
め
る
。
こ
の
「
燕
石
考
」
及
び
「
燕

石
」
（
「
竹
取
物
語
」
の
「
燕
の
子
安
貝
」
を
始
め
と
し
て
、
比
定
対
象
物
は
複
数
あ
る
）
に
つ
い
て
は
、

「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜
（1

4

：
燕
）
」
の
私
の
注
で
少
し
く
引
用
に
形
で
述
べ
て
あ
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
の
複
数
の
比
定
物
の
内
で
は
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
（
腹
足
綱
直
腹
足
亜
綱

A
p
o
g
astro

p
o
d
a

下
綱
新
生
腹
足
上
目
吸
腔
目
高
腹
足
亜
目
タ
マ
キ
ビ
下
目
タ
カ
ラ
ガ
イ
超
科
タ
カ
ラ
ガ
イ

科 C
y
p
raeid

ae

）
の
他
に
、
有
力
な
一
つ
が
、
「
石
燕

せ
き
え
ん

」
で
、
こ
れ
は
二
枚
の
前
後
の
殻
を
持
つ
海
産
の
底

生
無
脊
椎
動
物
（
左
右
二
枚
の
殻
を
持
つ
斧
足
類
を
含
む
貝
類
と
は
全
く
異
な
る
生
物
）
で
あ
る
冠
輪
動
物

上
門
腕
足
動
物
門 B

ra
ch

io
p

o
d

a
 

に
属
す
る
腕
足
類
の
化
石
で
（
腕
足
類
の
知
ら
れ
た
現
生
種
で
は
、
舌

殻
綱
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
目
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
科
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
属
ミ
ド
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ L

in
g
u
la

 

a
n
a
tin

a
 

が
知
ら
れ
る
）
、
石
灰
質
の
殻
が
「
翼
を
広
げ
た
燕
（
つ
ば
め
）
に
似
た
形
状
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
の
呼
称
。
表
面
に
は
放
射
状
の
襞
が
あ
っ
て
、
内
部
に
螺
旋
状
の
腕
骨
が
あ
る
。
古
生
代
の
シ
ル
ル
紀

か
ら
二
畳
紀
に
か
け
て
世
界
各
地
に
棲
息
し
た
（
当
該
時
代
の
示
準
化
石
）
。
中
国
で
は
、
そ
の
粉
末
を

漢
方
薬
と
し
て
古
く
か
ら
用
い
た
。S

p
irifer

（
ラ
テ
ン
語
：
ス
ピ
リ
フ
ェ
ル
）
と
も
呼
ぶ
。 

］ 

 

此
石
を
古
希
臘
で
エ
ー
チ
テ
ー
ス
と
云
た
。
そ
の
意
譯
で
、
獨
語
の
ア
ド
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
。
露
語
の

オ
ー
リ
ヌ
イ
・
カ
ー
メ
ン
。
佛
語
の
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ー
グ
ル
。
西
語
の
ピ
エ
ド
ラ
・
デ
・
ア
ギ
ラ
。
皆
な
、

英
語
の
イ
ー
グ
ル
・
ス
ト
ー
ン
と
同
じ
く
、
「
鷲
石
」
の
義
だ
。
獨
語
で
、
又
、
ク
ラ
ッ
ペ
ル
・
ス
タ
イ

ン
、
露
語
で
グ
レ
ム
チ
イ
・
カ
ー
メ
ン
と
い
ふ
は
、
ガ
ラ
ガ
ラ
鳴
る
故
、「
ガ
ラ
ガ
ラ
石
」
の
意
だ
。 

 

西
曆
一
世
紀
に
成
つ
た
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
卷
十
の
三
章
に
、
鷲
に
六
種
あ
り
と
述
べ
、
四
章

に
、
其
内
、
四
種
は
、
巢
を
作
る
に
、
鷲
石
を
用
ゆ
。
此
石
は
、
藥
効
、
多
く
、
又
、
よ
く
火
を
禦
ぐ
。

其
質
、
恰
か
も
孕
ん
だ
樣
で
、
之
を
、
ふ
れ
ば
、
中
で
、
鳴
る
。
丁
度
、
子
宮
に
胎
兒
を
藏
む
る
如
く
、

石
中
に
小
石
あ
り
。
但
し
、
鷲
の
巢
よ
り
採
て
直
に
使
は
ね
ば
、
藥
效
な
し
、
と
記
す
。
又
、
委
細
を
三

六
卷
三
九
章
に
述
べ
て
曰
く
、
「
鷲
石
は
每
も
、
雌
雄
二
個
揃
ふ
て
、
鷲
巢
に
あ
り
。
是
れ
無
け
れ
ば
、

鷲
は
蕃
殖
せ
ず
。
隨
つ
て
、
鷲
は
、
一
產
二
子
よ
り
、
多
か
ら
ず
。
鷲
石
に
四
種
あ
り
。
第
一
、
ア
フ
リ

カ
產
は
、
柔
か
で
小
さ
く
、
其
腹
中
に
、
白
く
甘
い
粘
土
を
藏
む
。
そ
の
質
、
碎
け
易
く
、
通
常
、
女
性

http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata3.htm
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-3f21fa.html


の
物
と
、
み
な
さ
る
。
第
二
に
、
雄
な
る
物
は
、
ア
ラ
ビ
ア
產
で
、
外
見
、
沒
食
子
色
（
暗
褐
）
若
く
は

帶
赤
色
、
其
質
、
硬
く
、
中
に
あ
る
石
、
亦
、
堅
い
。
第
三
、
キ
プ
ル
ス
島
の
產
は
、
ア
フ
リ
カ
產
に
似

る
が
、
其
よ
り
大
き
く
、
扁
た
く
、
他
の
圓
き
に
異
な
り
、
内
に
は
、
好
き
色
の
砂
と
、
小
石
が
混
在
し
、

そ
の
小
石
は
、
指
で
摘
め
ば
、
碎
く
る
程
、
柔
か
い
。
第
四
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
タ
フ
イ
ウ
シ
ア
產
で
、

「
タ
フ
イ
ウ
シ
ア
鷲
石
」
と
呼
ぶ
。
川
底
よ
り
見
出
さ
れ
、
白
く
、
圓
く
、
内
に
カ
リ
ム
ス
て
ふ
一
石
を

藏
む
。
鷲
石
、
種
々
な
れ
ど
、
是
程
、
外
面
の
滑
か
な
は
、
な
い
。
是
等
の
鷲
石
、
孰
れ
も
牲
に
供
え
た

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
諸
獸
の
皮
に
包
み
、
妊
婦
や
、
懷
胎
中
の
牛
畜
に
佩
し
め
、
出
產
の
際
迄
、

除
か
ね
ば
、
流
產
を
防
ぐ
。
も
し
出
產
前
に
取
去
れ
ば
、
子
宮
、
落
脫
す
。
又
、
出
產
迫
れ
る
に
取
去
ず

ば
、
難
產
す
る
。」
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
誌
」
の
当
該
部
は
、
所
持
す
る
雄
山
閣
の
全
三
巻
の

全
訳
版
（
中
野
定
雄
他
訳
・
第
三
版
・
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
刊
）
で
確
認
し
た
。
熊
楠
は
「
卷
十
の

三
章
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
引
く
内
容
自
体
は
「
四
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
鷲
石
を
『
あ
る
人
は

ガ
キ
テ
ス
と
呼
ぶ
』
と
あ
る
。
「
三
六
卷
三
九
章
」
は
『
鷲
石
（
ア
エ
テ
ィ
テ
ス
）
』
の
項
で
、
『
タ
フ
イ

ウ
シ
ア
產
で
、
「
タ
フ
イ
ウ
シ
ア
鷲
石
」
と
呼
ぶ
』
の
部
分
は
『
タ
ピ
ウ
サ
種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
第

四
種
は
、
タ
ピ
ウ
サ
の
レ
ウ
カ
ス
島
に
産
す
る
。
タ
ピ
ウ
サ
と
い
う
の
は
、
イ
タ
カ
か
ら
レ
ウ
カ
ス
へ
船

で
行
く
と
き
』、
『
右
に
あ
る
地
区
だ
』
と
あ
る
。「
タ
ピ
ウ
サ
」
は
判
ら
な
い
が
、
「
イ
タ
カ
」
は
現
在
の

ギ
リ
シ
ャ
の
「
イ
タ
ー
キ
島
」
、
「
レ
ウ
カ
ス
」
は
「
レ
フ
カ
ダ
島
」
で
あ
る
か
ら
、
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
・
デ
ー
タ
の
こ
の
中
央
附
近
に
な
る
か
。
「
川
底
」
（
訳
本
で
は
『
渓
流
』
）
と
あ
る
か
ら
に
は
、
レ
フ

カ
ダ
島
の
内
陸
部
で
あ
ろ
う
か
。］ 

  

一
九
〇
五
年
板
、
ハ
ズ
リ
ッ
ト
の
「
諸
信
及
俚
傳
」
一
卷
に
云
く
、
鷲
石
は
臨
產
の
婦
人
に
奇
効
あ
り

と
信
ぜ
ら
れ
た
。
レ
ム
ニ
ウ
ス
說
に
、
左
腕
に
、
心
臟
よ
り
無
名
指
へ
動
脈
通
ふ
處
あ
り
、
其
邊
え
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
此
石
を
括
り
付
置
ば
、
い
か
な
孕
み
に
く
い
女
も
、
孕
む
。
孕
婦
に
左
樣
に
佩

び
し
む
れ
ば
、
胎
兒
を
强
く
し
、
流
產
も
、
難
產
も
、
せ
ず
、
又
、
自
ら
經
驗
し
て
保
證
す
る
は
、
產
婦

の
腿
に
、
之
を
當
れ
ば
、
速
か
に
安
產
す
、
と
。
ラ
プ
ト
ン
曰
く
、
孕
婦
の
左
臂
又
は
左
脇
に
鷲
石
を
佩

び
し
む
れ
ば
、
流
產
せ
ず
、
且
つ
、
夫
婦
、
相
好
愛
せ
し
む
。
又
、
難
產
の
際
、
之
を
腿
に
括
り
付
れ
ば
、

忽
ち
、
安
產
す
。
又
、
蛇
の
蛻
皮
を
腰
に
卷
付
て
も
、
安
產
す
、
と
。
是
は
、
東
西
に
、
例
、
多
き
、

「
似
た
物
は
、
似
た
患
を
救
ふ
。
」
と
い
ふ
療
法
で
、
眞
珠
が
魚
の
眼
玉
に
似
る
か
ら
、
眼
病
に
き
く
の
、

キ
ム
ラ
タ
ケ
は
陽
物
そ
つ
く
り
故
、
壯
陽
の
功
、
著
し
、
と
か
、
虎
や
狼
は
、
犬
よ
り
强
い
か
ら
、
そ
の

肉
や
骨
は
犬
咬
毒
を
治
す
と
か
、
黃
金
の
色
が
、
似
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
か
ら
、
黃
疸
に

妙
だ
、
等
、
信
ず
る
如
く
、
蛇
が
皮
を
ぬ
ぎ
、
穴
を
ぬ
け
る
の
が
、
赤
子
の
產
門
を
出
る
に
類
し
、
鷲
石

の
内
部
に
小
石
を
藏
せ
る
が
、
子
宮
に
胎
兒
を
藏
む
る
に
似
た
よ
り
の
迷
信
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
ハ
ズ
リ
ッ
ト
の
「
諸
信
及
俚
傳
」
』
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
・
書
誌
学
者
・
作
家
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
カ
ル
ー
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
（W

illiam
 C

arew
 H

azlitt 

一
八
三
四
年
～
一
九
一
三
年
）
著
の

F
a
ith

s a
n
d
 F

o
lklo

re

（「
信
仰
と
民
俗
学
」）。 

「
レ
ム
ニ
ウ
ス
」
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
で
作
家
の
レ
ビ
ヌ
ス
・
レ
ム
ニ
ウ
ス
（L

ev
in

u
s L

em
n
iu

s 

一
五
〇

https://www.google.com/maps/@38.611436,20.6100923,10.42z?entry=ttu


五
年
～
一
五
六
八
年
）
。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
当
該
書
の
こ
ち
ら
の
左
ペ
ー
ジ
の
左
に
あ
る Æ

tites 

の
項

が
そ
れ
。
「
ア
エ
タ
イ
ト
」
は
熊
楠
が
古
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
エ
ー
チ
テ
ー
ス
」
と
音
写
し
た
そ
れ
で
、
ギ

リ
シ
ャ
語
由
来
の
鉱
物
「
鷲
石
」
の
意
で
あ
る
。 

「
無
名
指
」
薬
指
の
異
名
。 

「
ラ
プ
ト
ン
」L

u
p
to

n
。
人
物
は
不
詳
だ
が
、
前
注
の
箇
所
の
、
す
ぐ
後
に
出
て
来
る
。 

「
キ
ム
ラ
タ
ケ
」
ま
ず
言
っ
て
お
く
と
「
キ
ノ
コ
」
で
は
な
い
。
葉
緑
素
を
欠
い
た
多
年
草
で
完
全
な
寄

生
植
物
に
し
て
高
山
植
物
で
あ
る
シ
ソ
目
ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
オ
ニ
ク
（
御
肉
）
属
オ
ニ
ク B

o
sch

n
ia

kia
 

ro
ssica

 

の
別
名
で
あ
る
。
奇
体
な
形
状
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
が
、
異
名
の
『
キ
ム
ラ
タ
ケ
は
、

「
黄
紫
茸
」
「
金
精
茸
」
と
書
い
て
「
き
む
ら
た
け
」
と
読
み
』
、
中
国
や
本
邦
で
『
強
壮
剤
と
し
て
利
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
』。『
ま
た
、「
を
か
さ
蕈
」「
お
か
さ
た
け
」
と
も
い
う
』
と
あ
っ
た
。］ 

  

一
五
六
八
年
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
板
、
マ
ッ
チ
オ
リ
の
「
藥
物
論
」
に
は
、
「
鷲
石
を
ふ
れ
ば
、
内
部
に
音

す
る
事
、
孕
め
る
が
如
く
、
其
腹
中
に
、
一
石
、
あ
り
。
之
を
產
婦
の
左
臂
に
佩
ぶ
れ
ば
、
流
產
を
防
ぐ
。

扨
、
愈
よ
、
臨
產
と
な
れ
ば
、
臂
か
ら
取
去
り
、
其
腿
に
括
り
付
る
と
、
安
產
す
る
。
此
石
、
又
、
盜
人

を
露
は
す
効
、
あ
り
。
パ
ン
に
之
を
そ
つ
と
入
て
、
食
し
む
る
に
、
盜
人
、
嚙
め
ど
も
、
嚥
み
下
す
、
能

は
ず
。
又
、
鷲
石
と
共
に
煮
た
物
を
も
、
嚥
み
能
は
ず
。
そ
の
粉
を
、
蜜
蠟
か
、
油
に
和
し
、
用
れ
ば
、

癲
癇
を
治
す
。
」
と
出
で
、
一
八
四
五
年
、
第
五
板
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
「
妖
怪
辭
彙
」
六

頁
に
は
、
『
鷲
石
を
、
孕
婦
の
腿
に
付
れ
ば
、
安
產
す
れ
ど
、
其
胸
に
置
ば
、
出
產
を
妨
た
ぐ
。
ジ
オ
ス

コ
リ
デ
ス
說
に
、
此
石
を
燒
た
粉
を
、
パ
ン
に
混
じ
、
嫌
疑
あ
る
人
々
に
食
せ
ば
、
少
し
で
も
其
粉
が
入

た
パ
ン
片
を
、
盜
人
は
、
嚥
み
能
は
ず
。
今
も
、
希
臘
人
は
、
呪
言
を
誦
し
て
、
右
樣
の
パ
ン
を
盜
人
穿

鑿
に
用
ゆ
。
』
と
筆
す
。
全
く
、
鷲
石
の
内
に
一
石
を
藏
す
る
と
、
盜
人
が
取
つ
た
物
を
懷
中
す
る
と
似

る
よ
り
、
此
石
、
よ
く
、
盜
人
を
み
出
す
と
信
じ
た
者
か
、
と
迄
は
書
た
物
の
、
な
ぜ
癲
癇
に
き
く
か
は
、

一
寸
、
解
き
難
い
。
先
は
、
氣
絕
し
た
患
者
が
囘
生
す
る
と
、
鷲
や
人
の
子
が
產
ま
れ
て
世
に
出
る
と
を
、

一
視
し
て
、
言
ひ
出
し
た
で
有
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
マ
ッ
チ
オ
リ
の
「
藥
物
論
」
』
イ
タ
リ
ア
の
医
師
・
博
物
学
者
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
ン
ド

レ
ア
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
マ
ッ
テ
ィ
オ
リ
（P

ietro
 A

n
d
rea G

reg
o
rio

 M
attio

li 

一
五
〇
一
年
～
一
五
七
七

年
）
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
医
学
に
関
す
る
著
作
に
加
え
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
』
「
ゲ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ア
」
『
な
ど
の
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
の
著
作
か
ら
イ
タ
リ
ア
語
へ
の
翻
訳
を
お
こ
な
っ
た
。
特

に
、
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
本
草
書
』
「
薬
物
誌
」
の
『
翻
訳
と
解
説
が
有
名
と
な
っ
た
』
一
五
四
四

『
年
に
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
エ
ル
の
ラ
テ
ン
語
訳
を
元
に
、
図
版
な
し
で
最
初
の
翻
訳
・
注
釈
本
が
出
版
さ

れ
』
、
一
五
四
八
『
年
に
』
は
『
増
補
版
の
解
毒
剤
に
関
す
る
著
作
が
加
え
ら
れ
』、
一
五
五
〇
年
と
一
五

五
一
年
に
も
『
増
補
版
が
出
版
さ
れ
た
』
。
一
五
五
四
『
年
に
は
』
「
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
著
書
へ
の
注

解
」（ C

o
m

m
en

ta
rrii in

 sex lib
ro

s P
ed

a
cii D

io
sco

rid
is 

）
が
『
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
広
く
流
布
さ

れ
て
い
た
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
エ
ル
の
注
釈
本
と
は
一
部
の
解
説
が
異
な
り
』
五
百
八
十
三
に
及
ぶ
『
木
版
画

が
添
付
さ
れ
た
』
と
あ
る
。
所
持
す
る
『
南
方
熊
楠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
「
Ⅱ 

南
方
民
俗
学
」
（
一
九

一
一
年
河
出
文
庫
刊
）
に
あ
る
長
谷
川
興
蔵
氏
の
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
藥
物
論
」
と
い
う
の
は
、
『
熊

https://archive.org/details/faithsandfolklo01hazlgoog/page/n20/mode/2up
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%8B%E3%82%AF


楠
は
恐
ら
く
内
容
に
即
し
て
、『
薬
物
論
』
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
』、
彼
が
従
っ
た
も
の
は
、
同
英
文
ウ

ィ
キ
に
あ
る
、
一
五
六
八
年
版
のI d

isco
rsi d

i m
. P

ietro
 A

n
d
rea

 M
a

tth
io

li sa
n
ese, m

ed
ico

 cesa
reo

, et 

d
el seren

issim
o
 p

rin
cip

e F
erd

in
a
n
d
o
 a

rch
id

u
ca

 d
A

u
stria

 &
c. n

elli sei lib
ri d

i P
ed

a
cio

 D
isco

rid
e 

A
n
a
za

rb
eo

 d
ella

 m
a
teria

 m
ed

icin
a
le. V

en
ezia

が
、
そ
れ
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、d

isco
rsi 

は

『
談
話
』
の
意
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。 

『
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
「
妖
怪
辭
彙
」』
フ
ラ
ン
ス
の
文
筆
家
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（J. 

C
o
llin

 d
e P

lan
cy 

一
七
九
四
年
或
い
は
一
七
九
三
年
～
一
八
八
一
年
或
い
は
一
八
八
七
年
）
が
一
八
一

八
年
に
初
版
を
刊
行
し
た T

h
e D

ictio
n
n
a
ire in

fern
a
l  

（「
地
獄
の
辞
典
」
）
と
思
わ
れ
る
。
］ 

  

一
八
八
五
年
第
三
板
、
バ
ル
フ
ォ
ー
ル
の
「
印
度
事
彙
」
一
に
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
鷲
石
が
治
療
に
効
あ

る
外
に
、
難
船
等
の
災
禍
を
禦
ぐ
と
說
た
と
あ
る
が
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
書
に
そ
ん
な
事
、
一
向
み
え
ず
。

暗
記
、
又
、
引
用
の
失
だ
ろ
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
以
下
同
じ
。
］
。
扨
、
『
ア
ラ
ビ
ア
人
、
之
を

ハ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ル
・
ア
カ
ブ
と
稱
へ
、
タ
マ
リ
ン
ド
果
の
核
に
似
た
れ
ど
、
中
空
で
、
鷲
の
巢
の
内
に
見

出
だ
さ
る
。
印
度
か
ら
鷲
が
持
つ
て
く
る
と
信
ず
。
』
と
述
た
儘
、
何
に
用
ゆ
と
、
か
き
居
ら
ぬ
が
、
必

竟
、
歐
人
同
樣
、
專
ら
、
產
婦
に
有
効
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
又
、
ア
ラ
ビ
ア
人
は
鷲
石
は
難
船
等

の
災
難
を
予
防
す
と
信
ず
る
の
で
有
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
バ
ル
フ
ォ
ー
ル
の
「
印
度
事
彙
」
』
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
外
科
医
で
東
洋
学
者
エ
ド

ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
バ
ル
フ
ォ
ア
（E

d
w

ard
 G

reen
 B

alfo
u
r 

一
八
一
三
年
～
一
八
八
九
年
：
イ
ン
ド

に
於
け
る
先
駆
的
な
環
境
保
護
論
者
で
、
マ
ド
ラ
ス
と
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
博
物
館
を
設
立
し
、
マ
ド
ラ
ス

に
は
動
物
園
も
創
設
し
、
イ
ン
ド
の
森
林
保
護
及
び
公
衆
衛
生
に
寄
与
し
た
）
が
書
い
た
イ
ン
ド
に
関
す

る

C
y
clo

p
aed

ia

（
百
科
全
書
）
の
幾
つ
か
の
版
は
一
八
五
七
年
以
降
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
手

間
取
っ
た
が
、
「In

tern
et a

rch
iv

e

」
の T

h
e C

yclo
p
a
ed

ia
 o

f In
d
ia

  

（
一
八
八
五
年
刊
第
一
巻
）
の
当
該

箇
所
は
こ
こ
の
右
ペ
ー
ジ
の
終
り
に
あ
るE

A
G

L
E

  S
T

O
N

E
S

の
項
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。 

「
タ
マ
リ
ン
ド
果
」
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
原
産
で
、
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ
州
な
ど
の
亜
熱
帯

及
び
熱
帯
各
地
で
栽
培
さ
れ
、
食
用
と
な
る
マ
メ
目
マ
メ
科
デ
タ
リ
ウ
ム
亜
科 D

etario
id

eae

タ
マ
リ
ン
ド

属
タ
マ
リ
ン
ド T

a
m

a
rin

d
u
s in

d
ica

 

の
果
実
。］ 

  

プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
三
七
卷
五
九
章
に
、
メ
ヂ
ア
よ
り
來
た
る
ガ
ッ
シ
ナ
デ
て
ふ
石
は
、
其
色
、

オ
ロ
ブ
ス
豆
の
如
く
で
、
花
紋
あ
り
、
此
石
を
振
へ
ば
、
子
を
孕
み
お
る
と
判
る
。
三
ケ
月
間
、
孕
む
と

あ
る
か
ら
、
其
丈
け
た
て
ば
、
石
が
子
を
產
む
の
だ
。
同
卷
六
六
章
に
は
、
ペ
ア
ニ
チ
ス
は
、
子
を
孕
む

石
で
、
婦
女
の
安
產
を
助
く
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
產
で
、
外
見
、
水
が
こ
り
固
ま
つ
た
樣
だ
、
と
載
す
。
孰
れ

も
、
構
造
、
鷲
石
に
似
乍
ら
、
鷲
に
係
る
話
の
な
い
品
ら
し
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
出
の
訳
書
で
は
、
『
メ
デ
ィ
ア
産
の
ガ
ッ
ツ
シ
ナ
デ
ス
は
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
の
色

を
し
て
お
り
、
』
（
中
略
）
『
こ
れ
は
妊
ん
で
い
て
、
そ
れ
を
振
る
と
支
給
の
中
に
石
は
い
っ
て
い
る
こ
と

を
示
す
と
い
わ
れ
る
ひ
と
つ
の
宝
石
で
あ
る
。
「
胎
児
」
が
発
育
す
る
の
に
三
カ
月
か
か
る
と
い
う
』
と

あ
っ
た
。
こ
の
「
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
」
（
矢
筈
豌
豆
）
は
、
マ
メ
目
マ
メ
科
ソ
ラ
マ
メ
属
オ
オ
ヤ
ハ
ズ
エ

https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/1010/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopaediaofind01balfuoft/page/1010/mode/2up


ン
ド
ウ
亜
種
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ V

icia
 sa

tiva
 su

b
sp

. n
ig

ra
 

で
、
我
々
が
異
名
の
「
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
」

（
烏
野
豌
豆
）
で
親
し
ん
で
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
原
産
地
は
オ
リ
エ
ン

ト
か
ら
地
中
海
に
か
け
て
の
地
方
で
あ
り
、
こ
の
地
方
で
の
古
代
の
麦
作
農
耕
の
開
始
期
に
は
エ
ン
ド
ウ

な
ど
と
同
様
に
栽
培
さ
れ
て
作
物
と
し
て
利
用
さ
れ
た
証
拠
が
考
古
学
的
資
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
若
芽
や
若
い
豆
果
を
食
用
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
熟
し
た
豆
も
炒
っ
て
食
用
に
で
き
る

が
、
そ
の
後
栽
培
植
物
と
し
て
の
利
用
は
ほ
ぼ
断
絶
し
て
今
日
で
は
雑
草
と
み
な
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。

熊
楠
の
「
オ
ロ
ブ
ス
豆
」
の
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
由
来
のo

ro
b
u
s

で
「
苦
い
レ
ン
ゲ
」（
マ
メ
科
マ
メ
亜
科

ゲ
ン
ゲ
属 A

stra
g
a
lu

s 

）
の
意
の
よ
う
で
あ
る
。］ 

  

鷲
石
の
外
に
も
、
色
々
の
物
を
、
種
々
の
鳥
が
用
い
て
、
繁
殖
の
助
け
と
す
る
話
、
多
い
。
其
役
目
の

異
同
に
隨
ひ
、
雜
と
分
類
し
て
說
か
う
。 

 

（
一
） 

卵
を
破
れ
ざ
ら
し
む
る
物 

一
八
八
〇
年
刊
行
『
ネ
ー
チ
ュ
ー
ル
』
二
二
卷
に
、
チ
ャ
テ
ル

が
引
た
如
く
、
『
フ
ィ
ロ
の
「
避
邪
方
」
に
云
く
、
鷲
は
巢
の
内
に
、
或
石
を
匿
し
お
き
、
其
卵
の
破
壞

を
防
ぐ
、
丁
度
、
燕
が
パ
ー
ス
レ
イ
の
頂
芽
を
以
て
、
子
を
護
る
如
し
。
其
石
を
、
孕
み
女
が
頸
に
付
れ

ば
、
子
は
安
々
と
產
れ
る
、
と
。
又
、
エ
リ
ア
ノ
ス
の
「
動
物
書
」
三
卷
二
五
章
に
云
く
、
甲
蟲
が
燕
の

卵
を
害
し
に
か
ゝ
る
と
、
燕
は
パ
ー
ス
レ
イ
の
小
枝
の
尖
を
投
て
、
以
て
、
之
を
防
ぐ
。』
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
‘ N

a
tu

re 

‘
の
当
該
部
は
「In

tern
et arch

iv
e

」
の
こ
ち
ら
の
右
ペ
ー
ジ
下
方

か
ら
始
ま
っ
て
次
の
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
、「
チ
ャ
テ
ル
」（C

H
A

T
E

L

）
氏
の
記
事 T

h
e S

to
n
e in

 th
e N

est o
f 

th
e S

w
allo

w

で
あ
る
こ
と
が
視
認
出
来
た
。
そ
れ
を
見
る
に
「
フ
ィ
ロ
」
はP
h
ile

な
る
人
物
で
、
そ
の
書

「
避
邪
方
」
は 

‘ R
em

ed
ies A

g
a
in

st S
o
rtileg

es 

‘
（「
諸
魔
法
に
対
す
る
処
方
類
」）
で
あ
り
、「
エ
リ
ア

ノ
ス
」
はÆ

lian
u
s

、
そ
の
書
名
「
動
物
書
」
は N

a
tu

ra
 A

n
im

a
l 

‘
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
則
ち
、「
エ

リ
ア
ノ
ス
」
は
「
ア
イ
リ
ア
ノ
ス
」
で
、
熊
楠
は
以
下
の
「
（
二
）」
で
は
「
ア
イ
リ
ア
ノ
ス
」
と
表
記
し

て
い
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
著
述
家
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
ス
・
ア
イ
リ
ア
ノ
ス
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：C

lau
d
iu

s 

A
elian

u
s 

一
七
五
年
頃
～
二
三
五
年
頃
）
の
こ
と
。
彼
の
「
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ル
ム
」
（
ラ
テ
ン
文
字
転

写
：G

esta
 R

ō
m

ā
n
ō
ru

m

）
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
於
け
る
代
表
的
な
ラ
テ
ン
語
で

書
か
れ
た
説
話
集
で
、
標
題
は
「
ロ
ー
マ
人
た
ち
の
事
績
」
を
意
味
す
る
が
、
「
ゲ
ス
タ
」
は
中
世
に
於

い
て
は
「
物
語
」
の
意
味
合
い
と
な
り
、
「
ロ
ー
マ
人
た
ち
の
物
語
」
と
訳
す
べ
き
か
。
古
代
ロ
ー
マ
の

伝
承
な
ど
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
扱
っ
て
い
る
範
囲
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

マ
か
ら
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
更
に
は
十
字
軍
が
齎
し
た
と
思
わ
れ
る
東
方
の
説
話
に
も
及
ん
で
い
る
。
題

材
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
亙
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
が
説
教
の
際
に
話
の
元
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
、
各
話
の
「
本
編
」
の
後
に
「
訓
戒
」
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
釈
編
が
附
さ
れ
て
あ
る

（W
ik

ib
o
o
k
s

の
同
書
に
拠
っ
た
）。
「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
「
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
」
に
よ
れ
ば
、
『
現
存
す
る
』
百
十
一
『
冊
の
写
本
数
か
ら
『
ゲ
ス
タ
・

ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
は
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ヴ
ォ
ラ
ギ
ネ
の
』
「
黄
金
伝
説
」
と
『
並
ぶ
人
気
を
博
し
た
書
物

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
』
が
、
『
聖
人
伝
を
纏
め
た
』
そ
れ
『
と
異
な
る
点
は
題
材
で
』
、
「
ゲ
ス
タ
・

ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
」
に
は
『
若
干
の
聖
人
伝
に
加
え
、
伝
説
、
史
話
、
逸
話
、
動
物
譚
、
笑
話
、
寓
話
、
ロ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%8F%E3%82%BA%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%A6
https://archive.org/details/nature221880lock/page/458/mode/2up
https://ja.wikibooks.org/wiki/%E3%82%B2%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%A0
https://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja/incunabula/005
https://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja/incunabula/005


マ
ン
ス
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
物
語
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
ど
の
話
の
後
に
も
教
訓
解

説
』
『
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
の
豊
か
さ
故
に
』
本
書
は
『
後
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
』
「
ヴ
ェ
ニ

ス
の
商
人
」
、『
さ
ら
に
は
芥
川
龍
之
介
に
至
る
ま
で
影
響
を
与
え
た
』
。『
ラ
テ
ン
語
で
印
刷
さ
れ
た
』
本

書
は
一
四
七
二
年
に
『
ケ
ル
ン
で
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
様
々
な
増
補
、
改
変
が
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
』
、

本
書
に
は
『
決
ま
っ
た
物
語
数
と
い
う
も
の
は
な
い
』
。
『
写
本
は
』
十
三
『
世
紀
頃
に
編
ま
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
印
刷
本
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
』
百
八
十
一
『
話
が
定
本
と
な
り
、
さ
ら

に
編
者
に
よ
っ
て
各
話
が
改
変
さ
れ
た
り
、
数
十
話
が
付
け
加
え
ら
れ
た
り
し
た
ら
し
い
』
と
あ
っ
た
。

以
上
の
引
用
に
出
た
芥
川
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
４
２ 

／ 

昭
和
二
（
一
九

二
七
）
年
二
月
（
全
） 

十
六
通
」
の
「
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
二
月
十
六
日
・
田
端
発
信
・
秦
豐
吉

宛
」
の
中
に
言
及
が
あ
り
、
ま
た
、
「
芥
川
龍
之
介 

手
帳
１
２ 

《
１
２―

１
９
／
１
２
－
２
０
》
」
の

「
《
１
２―

２
０
》
」
に
も
記
載
が
あ
る
の
で
、
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
以
下
、
欧
文
文
献
の
著
者
や
書
名
、

及
び
、
神
話
・
歴
史
上
の
神
や
人
物
は
、
注
を
始
め
る
と
、
異
様
に
手
間
が
か
か
り
、
ち
っ
と
も
電
子
化
が

進
ま
な
く
な
る
た
め
、
私
が
ど
う
し
て
も
躓
い
た
も
の
、
是
非
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
語
り
た
く
感
じ
た
も
の
、

そ
し
て
、
注
し
な
い
と
後
が
読
め
な
い
も
の
以
外
は
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
も
判
ら
な
い
場
合
は
、
注
す
る
こ

と
を
あ
っ
さ
り
や
め
る
こ
と
と
す
る
（
既
に
先
行
し
て
熊
楠
が
引
用
し
て
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
例
外
的
に

記
す
）。
私
が
判
っ
て
い
る
も
の
も
、
原
則
、
注
し
な
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

「
パ
ー
ス
レ
イ
」
原
文

p
arsley

で
、
こ
れ
は
、
所
謂
、「
パ
セ
リ
」、
セ
リ
目
セ
リ
科
オ
ラ
ン
ダ
ゼ
リ
属
又

は
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ツ
バ
属
オ
ラ
ン
ダ
ゼ
リ P

etro
selin

u
m

 crisp
u
m

 

の
こ
と
で
あ
る
。］ 

  

（
二
） 

塞
が
れ
た
巢
を
開
通
す
る
物 

オ
ー
ブ
レ
イ
の
說
に
、
サ
ー
・
ベ
ン
ネ
ッ
ト
・
ホ
ス
キ
ン
ス

の
園
丁
が
、
試
し
に
、
啄
木
鳥
の
巢
の
入
口
の
孔
を
、
斜
め
に
釘
を
打
つ
て
、
遮
り
、
其
巢
の
あ
る
木
の

下
に
淸
淨
な
布
を
廣
げ
お
く
と
、
數
時
間
へ
ぬ
内
に
、
鳥
が
、
釘
を
除
き
、
其
時
、
用
い
た
葉
が
、
布
の

上
に
留
ま
り
有
た
。
世
に
傳
ふ
、
ヒ
メ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
は
、
斯
る
障
碍
物
を
除
く
の
功
あ
り
、
と
（
一
九
〇

〇
年
板
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
テ
イ
ロ
ー
ル
の
「
ス
ト
リ
オ
ロ
ジ
ー
」、
一
五
三
頁
）
。
猶
太
說
に
、
ソ
ロ
モ

ン
王
、
音
を
立
ず
に
金
石
を
掘
り
出
だ
さ
ん
と
て
、
鬼
神
の
敎
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
に
よ
り
、

ガ
ラ
ス
板
で

鴉

は
し
ぶ
と
が
ら
す

（
又
、
シ
ギ
と
も
、
鷲
と
も
云
）
の
巢
を
葢
ふ
と
、
鴉
、
還
つ
て
、
其
卵
を
護
る
能

は
ず
、
飛
去
て
、
智
石
（
シ
ャ
ミ
ル
）
を
持
來
つ
て
、
ガ
ラ
ス
を
破
つ
た
。
是
は
、
鐵
も
力
及
ば
ぬ
堅
い

物
を
、
容
易
に
切
り
開
く
力
、
あ
り
。
又
、
ア
イ
リ
ア
ノ
ス
は
、
漆
喰

し
つ
く
ひ

で
、
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
鳥
の
巢
を
ぬ
り

こ
め
お
く
と
、
忽
ち
、
ポ
ア
草
を
持
來
り
、
漆
喰
に
あ
て
、
之
を
破
り
開
き
、
子
に
餌
を
與
ふ
、
と
言
た
。

「
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ル
ム
」
に
は
、
駝
鳥
が
、
同
じ
こ
と
を
す
る
、
と
見
ゆ
（
ベ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ー
ル
ド

の
「
中
世
志
怪
」
、
一
六
章
）
。
日
本
に
も
「
譚
海
」
一
一
に
、
「
ギ
ヤ
マ
ン
（
金
剛
石
）
と
云
物
、
水
晶

の
如
く
、
堅
く
て
、
玉
の
樣
な
る
物
な
り
。
オ
ラ
ン
ダ
人
、
持
來
る
。
又
、
常
に
、
ギ
ヤ
マ
ン
を
、
オ
ラ

ン
ダ
人
、
無
名
指
に
、
か
ね
の
環
を
掛
け
て
、
挾
み
持
て
、
刀
劍
の
代
り
に
用
る
な
り
。
石
鐵
の
類
、
何

に
て
も
堅
き
物
を
、
こ
の
ギ
ヤ
マ
ン
に
て
磨
る
時
は
、
微
塵
に
碎
け
ず
と
い
う
こ
と
、
な
し
云
々
。
全
體
、

ギ
ヤ
マ
ン
と
云
は
、
鳥
の
名
な
る
由
。
此
鳥
、
雛
を
生
じ
た
る
を
み
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
其
雛
を
取
り
て
、

鐵
に
て
拵
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
た
る
籠
に
入
れ
置
く
。
時
に
、
親
鳥
、
雛
の
鐵
籠
に
あ
る
を

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-c0c129.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-c0c129.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/02/post-5435.html


見
て
、
頓
て
、
此
玉
を
含
み
來
り
、
鐵
の
籠
を
破
り
、
雛
を
伴
て
飛
去
る
。
其
落
し
置
た
る
玉
ゆ
え
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
、
鳥
の
名
を
呼
で
、
ギ
ヤ
マ
ン
と
い
う
こ
と
と
ぞ
。
此
物
、
オ
ラ
ン
ダ
人
も
何
國

に
あ
る
物
と
云
事
を
知
ず
、
と
云
り
」
と
記
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ヒ
メ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
」
シ
ダ
植
物
の
一
種
で
、
維
管
束
植
物
門
大
葉
植
物
亜
門
大
葉

シ
ダ
綱
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
（
花
鑢
）
亜
綱
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
科
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
（
姫
花
蕨
）
属
ヒ
メ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ 

B
o
trych

iu
m

 lu
n
a
ria

 

。
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
北
ア
メ
リ
カ
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の
極
地
附
近
に
分
布
し
、

本
邦
で
は
、
北
海
道
か
ら
本
州
中
部
以
東
の
高
山
・
亜
高
山
に
稀
れ
に
植
生
す
る
。 

『
ベ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ー
ル
ド
の
「
中
世
志
怪
」
、
一
六
章
』
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
の
牧
師
に
し
て
、
考

古
学
者
・
民
俗
学
者
。
聖
書
学
者
で
あ
っ
た
セ
イ
バ
イ
ン
・
ベ
ア
リ
ン
グ
＝
グ
ー
ル
ド
（S

ab
in

e B
arin

g
-

G
o
u
ld 

一
八
三
四
年
～
一
九
二
四
年
）
が
一
八
六
六
年
に
刊
行
し
たC

u
rio

u
s M

yth
s o

f th
e M

id
d
le A

g
es 

（
「
中
世
の
奇
妙
な
神
話
譚
」
）
。
一
八
七
七
年
版
を
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
「
十
六
章
」
は
、
こ
こ
か
ら
。 

『
「
譚
海
」
一
一
に
、「
ギ
ヤ
マ
ン
（
金
剛
石
）
と
云
物
、…

…

」
事
前
に
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
『
津

村
淙
庵
「
譚
海
」
』
で
「
譚
海 

卷
之
十
一 

ギ
ヤ
マ
ン
の
事
」
と
し
て
、
フ
ラ
イ
ン
グ
し
て
電
子
化
し

て
お
い
た
。
必
要
と
思
わ
れ
る
読
み
は
、
そ
ち
ら
で
附
し
て
あ
る
。］ 

  

（
三
） 

卵
を
暖
む
る
物 

支
那
人
は
、
鸛こ

う

と

鵲
か
さ
ゝ
ぎ

が
、
礜
石
で
、
卵
を
暖
め
孵
す
と
い
ふ
（「
博
物
志
」

四
。
「
本
草
綱
目
」
十
）
。
日
本
で
も
、
「
善
光
寺
道
名
所
圖
會
」
五
に
、
鶴
が
卵
を
孵
す
に
、
朝
鮮
人
參

で
暖
め
る
と
い
ふ
。
支
那
人
は
、
礜
石
の
性
、
熱
く
、
昔
し
、
之
を
埋
め
た
地
は
、
乾
い
て
、
植
物
、
生

ぜ
ず
、
と
信
じ
、
明
朝
に
、
南
京
の
乞
食
、
其
少
量
を
嚥
で
、
冬
、
寒
を
禦
ぎ
、
春
に
成
る
と
、
數
千
人
、

死
ん
だ
と
い
ふ
（
「
本
草
綱
目
」
十
。
「
五
雜
俎
」
五
）
。
だ
か
ら
、
鳥
が
そ
れ
で
卵
を
孵
す
と
云
た
の
だ
。

人
參
が
物
を
溫
む
る
と
の
信
念
に
就
て
は
、「
本
草
綱
目
」
一
二
、
「
大
英
百
科
全
書
」
十
一
板
一
二
卷
、

其
條
。
一
八
七
二
年
板
、
ラ
イ
ン
ド
「
植
物
界
史
」
五
二
九
頁
。
一
八
八
四
年
板
、
フ
レ
ン
ド
「
花
及
花

傳
」
二
卷
六
二
八
頁
を
み
よ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
礜
石
」
多
数
の
死
者
が
出
た
と
い
う
の
で
お
判
り
か
と
思
う
が
、
こ
れ
は
砒
素
を

含
ん
だ
鉱
物
の
一
つ
で
、
猛
毒
。
鼠
殺
し
な
ど
に
使
わ
れ
た
。 

「
博
物
志
」
三
国
時
代
の
魏
か
ら
西
晋
に
か
け
て
の
政
治
家
で
文
人
の
張
華
（
二
三
二
年
～
三
〇
〇
年
）

の
書
い
た
幻
想
的
博
物
誌
に
し
て
奇
聞
伝
説
集
。
全
十
巻
。
以
上
の
「
鸛
」
の
そ
れ
が
、
「
中
國
哲
學
書

電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
の
画
像
の
こ
こ
の
、
後
ろ
か
ら
二
行
目
で
視
認
出
来
る
。 

『「
本
草
綱
目
」
十
』「
金
石
之
四
」
の
「
礜
石
」
の
記
載
。「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
同
巻
の[0

3
2
-2

4
a]

以

下
を
見
ら
れ
た
い
。「
鸛
」
は
そ
こ
に
、
三
度
、
出
る
。
そ
の[0

3
2
-2

6
a]

に
続
い
て
「
特
生
礜
石
」
が
立
項

さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
「
集
解
」
の
中
に
。『
𢎞
景
曰
舊
説
鵲
』
（☜

）『
巢
中
者
佳
鵲
常
入
水
冷
故
取
以
壅
卵

令
熱
今
不
可
得
』
と
あ
る
。 

『
「
善
光
寺
道
名
所
圖
會
」
五
に
、
鶴
が
卵
を
孵
す
に
、
朝
鮮
人
參
で
暖
め
る
と
い
ふ
』
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
二
十
一
巻
（
一
九
七
八
年
信
濃
史
料
刊
行
会

編
刊
）
同
書
第
五
巻
の
中
に
神
鳥
と
し
て
の
鶴
の
挿
絵
が
あ
り
、
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
当
該
内
容
が
記

さ
れ
て
あ
る
の
を
視
認
出
来
る
。 

https://archive.org/details/curiousmythsmid07barigoog/page/n400/mode/2up
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23832066/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23832066/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/05/post-d0b04a.html
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81620&page=45
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=81620&page=45
https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/032
https://dl.ndl.go.jp/pid/9537787/1/192
https://dl.ndl.go.jp/pid/9537787/1/192
https://dl.ndl.go.jp/pid/9537787/1/192


『
明
朝
に
、
南
京
の
乞
食
、
其
少
量
を
嚥
で
、
冬
、
寒
を
禦
ぎ
、
春
に
成
る
と
、
數
千
人
、
死
ん
だ
と
い

ふ
（
「
本
草
綱
目
」
十
。
「
五
雜
俎
」
五
）
』
前
者
で
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
が
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計

劃
」
の
「
五
雜
俎
」
の
電
子
化
の
「
第
五
卷 

人
部
」
に
、
「
京
師
謂
乞
兒
爲
花
子
、
不
知
何
取
義
。
嚴

寒
之
夜
、
五
坊
有
鋪
居
之
、
内
積
草
秸
、
及
禽
獸
茸
毛
、
然
每
夜
須
納
一
錢
於
守
者
、
不
則
凍
死
矣
。
其

饑
寒
之
極
者
、
至
窖
乾
糞
土
而
處
其
中
、
或
吞
砒
一
銖
、
然
至
春
月
、
糞
砒
毒
發
必
死
。
計
一
年
凍
死
、

毒
死
不
下
數
千
。
而
丐
之
多
如
故
也
。
」
と
あ
る
の
が
（
ガ
イ
ド
・
ナ
ン
バ
ー
「5

4

」）
確
認
出
来
た
。］ 

  

（
四
） 

一
旦
失
な
ふ
た
活
力
を
囘
復
す
る
物 

「
甲
子
夜
話
」
一
七
に
、
お
江
戶
靑
山
新
長
谷
寺
の

屋
上
に
鸛
が
巢
を
構
へ
た
の
を
、
和
尙
の
不
在
に
、
寺
男
が
、
其
卵
を
盜
み
煮
食
は
ん
と
し
た
。
處
へ
、

和
尙
、
歸
り
、
雌
雄
そ
ろ
ふ
て
、
庭
に
立
て
訴
ふ
る
體
に
、
和
尙
、
僕
を
糺
し
て
、
仔
細
を
知
り
、
煮
た

卵
を
み
る
に
、
熟
し
居
た
。「
こ
れ
を
、
還
さ
ば
、
心
を
慰
む
に
足
ら
ん
。」
と
て
、
巢
に
戾
し
や
る
と
、

三
、
四
日
の
間
だ
、
一
つ
の
鸛
、
み
え
ず
、
然
る
に
、
な
に
か
、
草
を
啣ふ

く

ん
で
歸
り
來
り
、
其
卵
、
遂
に
、

孵
つ
た
。
其
草
の
實
、
地
に
落
ち
て
生
ぜ
し
を
み
る
と
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
後
も

同
じ
。
］
だ
つ
た
、
と
記
す
。「
本
草
綱
目
」
の
淫
羊
藿
は
イ
カ
リ
ソ
ウ
で
、
能
く
、
精
氣
を
益
し
、
筋
骨

を
堅
く
し
、
眞
陽
不
足
者
宜
ㇾ
之
、
久
服
之
使
下

人
好
爲
二

陰
陽
一

有
上
ㇾ

下
子
、
嘗
有
二

淫
羊
一

、
一
日
百
遍

合
、
蓋
食
二

此
草
一

故
名
。
〔
眞
陽
の
足
ら
ざ
る
者
は
、
之
れ
を
宜よ

し
と
す
。
久
し
く
服ぶ

く

す
れ
ば
、
人
を
し

て
、
好
ん
で
、
陰
陽
を
爲な

し
、
子
、
有
ら
し
む
。
嘗
つ
て
、
淫
羊
有
り
、
一
日

い
ち
じ
つ

に
、
百
遍
、
合が

ふ

す
。
蓋け

だ

し
、

此
の
草
を
食
せ
る
な
れ
ば
、
故
に
名
づ
く
。
〕
と
あ
る
。
又
、
夫
絕
陽
無
ㇾ
子
、
女
人
絶
隂
無
ㇾ
子

〔
丈
夫

じ
や
う
ぶ

の
絕
陽
に
し
て
、
子
、
無
き
も
の
、
女
人

に
よ
に
ん

の
絕
陰
に
し
て
、
子
、
無
き
も
の
〕
に
、
功
、
有
り
と
。

鸛
、
蓋
し
、
是
を
以
て
す
る
か
、
と
靜
山
侯
は
言
た
。
男
女
を
暖
た
め
て
、
子
、
有
し
む
る
か
ら
、
卵
を

も
、
暖
め
、
雛
に
孵
ら
し
む
る
と
心
得
た
の
だ
。
今
も
件
の
寺
に
、
か
の
草
と
傳
說
を
傳
え
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
マ
マ
。］
、
先
年
、
三
村
淸
三
郞
氏
が
、
其
葉
を
、
寺
僧
よ
り
買
ひ
、
予
に
贈
ら
れ
た
。
歐
州
に
も
、

和
漢
產
と
別
だ
が
、
此
屬
の
草
、
數
種
あ
り
。
其
一
つ
、
ボ
リ
ガ
ラ
・
ア
ル
ピ
ヌ
ム
を
、
英
語
で
バ
レ

ン
・
ヲ
ー
ル
ト
、
不
生
殖
草
と
い
ふ
。
和
漢
產
と
反
對
で
、
之
を
食
へ
ば
、
一
件
を
遂
行
し
能
は
な
く
な

る
と
い
ふ
よ
り
、
名
づ
け
た
と
承
は
る
。
氷
洲
人
は
、
鴉
の
卵
を
煮
熟
し
て
も
、
親
鴉
が
、
或
る
黑
石
も

て
、
よ
く
復
活
せ
し
む
と
信
じ
、
蘇
格
蘭
に
も
同
說
あ
り
。
今
の
希
臘
人
、
亦
、
鷲
が
伏
せ
お
る
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
卵
を
、
取
て
煮
た
後
、
其
巢
に
返
し
お
け
ば
、
親
鳥
が
ジ
ョ
ル
ダ
ン
河
へ
飛
び
往

き
、
一
小
石
を
齎
し
、
歸
つ
て
巢
に
納
め
て
、
卵
を
孵
す
、
と
、
い
ひ
、
其
石
を
採
つ
て
、
邪
視
を
避
け
、

種
々
の
病
を
治
す
。
之
を
「
緩ゆ

る

め
石
」
と
呼
で
、
屢
ば
、
鍍
金
し
て
珍
藏
す
、
と
（
ベ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ー

ル
ド
「
中
世
志
怪
」
一
六
章
。
一
九
〇
一
年
八
月
と
、
一
九
〇
四
年
八
月
、
龍
動
發
行
、『
マ
ン
』）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
甲
子
夜
話
」
の
そ
れ
は
、
先
行
す
る
南
方
熊
楠
の
「
鴻
の
巢
」
の
注
に
必
要
で
あ

っ
た
た
め
、
既
に
「
フ
ラ
イ
ン
グ
単
発 

甲
子
夜
話
卷
之
十
七 

１
９ 

新
長
谷
寺
鸛
の
事
幷
い
か
り
草

の
功
能
」
と
し
て
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
ま
ず
は
見
ら
れ
た
い
。 

「
淫
羊
藿
」
「
イ
カ
リ
ソ
ウ
」
は
、
モ
ク
レ
ン
亜
綱
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
目
メ
ギ
科
イ
カ
リ
ソ
ウ
（
錨
草
）
属
イ

カ
リ
ソ
ウ E

p
im

ed
iu

m
 g

ra
n
d
iflo

ru
m

 v
ar. th

u
n
b
erg

ia
n
u
m

 

。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
和
名
』
『
「
錨

草
」
』
で
、
『
花
の
形
が
和
船
の
錨
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
』。
『
茎
の
先
が
』
三
『
本
の
葉
柄
に
分

https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=13640
https://ctext.org/wiki.pl?if=gb&chapter=13640
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/04/post-2dba28.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/04/post-2dba28.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%BD%E3%82%A6


か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
』
三
『
枚
の
小
葉
が
つ
く
た
め
、
三
枝
九
葉
草
（
さ
ん
し
く
よ
う
そ
う
）
の
別
名
が

あ
る
』
。『
地
方
に
よ
っ
て
、
カ
グ
ラ
バ
ナ
、
ヨ
メ
ト
リ
グ
サ
と
も
よ
ば
れ
』
、
『
中
国
』
で
の
『
植
物
名
は

淫
羊
藿
（
い
ん
よ
う
か
く
）
』
と
あ
り
、
『
花
言
葉
は
、
「
あ
な
た
を
離
さ
な
い
」
で
あ
る
』
と
あ
っ
た
。

『
薬
効
は
、
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
（
陰
萎
）
、
腰
痛
の
ほ
か
』
、
『
補
精
、
強
壮
、
鎮
静
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
効
用

が
あ
る
と
さ
れ
る
』
。『
全
草
は
淫
羊
霍
（
い
ん
よ
う
か
く
、
正
確
に
は
淫
羊
藿
）
と
い
う
生
薬
で
精
力
剤

と
し
て
有
名
で
あ
る
』
。
『
淫
羊
霍
と
は
』
、
五
～
六
『
月
頃
の
開
花
期
に
』
、
『
茎
葉
を
刈
り
取
っ
て
天
日

干
し
に
し
た
も
の
で
、
市
場
に
流
通
し
て
い
る
淫
羊
霍
は
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
の
他
に
も
、
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ

ウ
、
キ
バ
ナ
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
海
外
品
の
ホ
ザ
キ
ノ
イ
カ
リ
ソ
ウ
（
ホ
ザ
キ
イ
カ
リ
ソ
ウ
）
も
同
様
に
使
わ

れ
る
』
が
、
『
本
来
の
淫
羊
霍
は
中
国
原
産
の
同
属
の
ホ
ザ
キ
ノ
イ
カ
リ
ソ
ウ E

. sa
g
itta

tu
m

』
『（
常
緑
で

花
は
淡
黄
色
）
で
』
、
『
名
は
』
、
『
ヒ
ツ
ジ
が
こ
れ
を
食
べ
て
精
力
絶
倫
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
に
よ
る
』
。

『
イ
カ
リ
ソ
ウ
の
茎
葉
に
は
有
効
成
分
と
し
て
は
イ
カ
リ
イ
ン
と
い
う
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
配
糖
体
と
、
微
量

の
マ
グ
ノ
フ
ィ
リ
ン
と
い
う
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
な
ど
が
含
ま
れ
、
苦
味
の
成
分
と
も
な
っ
て
い
る
』。
『
充
血

を
来
す
作
用
が
あ
り
、
尿
の
出
を
良
く
す
る
利
尿
作
用
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

『
「
本
草
綱
目
」
の
淫
羊
藿
』
同
書
の
「
淫
羊
藿
」
で
あ
る
が
、
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
「
卷
十
二
下
」

の
「
草
之
一
」
の[0

3
7
-2

5
b
]

以
下
で
あ
る
が
、
見
て
戴
く
と
判
る
の
だ
が
、
熊
楠
は
、
例
に
よ
っ
て
漢
文

原
文
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
し
て
お
り
、
ソ
リ
ッ
ド
に
は
こ
の
引
用
部
は
存
在
し
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
但
し
、
同
書
の
述
べ
て
い
る
内
容
を
改
変
は
し
て
い
な
い
。 

「
三
村
淸
三
郞
」
市
井
の
書
誌
学
者
三
村
竹ち

く

清せ
い

（
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
～
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）

年
）
の
本
名
。
号
の
そ
れ
は
、
彼
が
京
橋
八
丁
堀
で
竹
問
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
。
後
に
屋
代
弘

賢
や
曲
亭
馬
琴
の
そ
れ
を
真
似
て
、
『
新
耽
奇
会
』
を
作
ち
、
珍
し
い
も
の
を
持
ち
寄
っ
て
集
い
、
そ
の

図
録
「
新
耽
奇
漫
録
」
を
纏
め
て
い
る
。 

「
ジ
ョ
ル
ダ
ン
河
」
中
東
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
。］ 

  

全
體
、「
こ
の
鷲
石
と
は
何
物
か
」
と
尋
ぬ
る
に
、「
大
英
百
科
全
書
」
一
一
板
一
六
卷
に
あ
る
通
り
、

其
純
正
品
は
、
褐
鐵
鑛
の
團
塊
、
中
空
で
砂
礫
を
蓄
へ
、
ふ
れ
ば
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
鳴
る
物
だ
。
ポ
ス
ト
ク

と
リ
レ
イ
が
、
英
譯
本
プ
リ
ニ
ウ
ス
「
博
物
志
」
三
六
卷
三
九
章
の
註
に
、
鷲
石
は
、
粘
土
を
混
じ
た
鐵

石
の
圓
塊
で
、
或
は
、
中
空
、
或
は
、
内
に
、
他
の
石
、
又
、
少
し
の
水
、
又
、
或
る
礦
物
末
を
藏
む
る

と
あ
る
の
が
、
普
通
品
で
、
不
純
の
褐
鐵
鑛
だ
。
日
本
に
も
、
大
有
り
だ
が
、
た
ゞ
之
を
鷲
と
連
ね
た
話

は
、
な
い
。
古
來
、
本
草
家
や
玩
石
家
が
、
漢
名
「
太
一
餘
糧
」
、
和
名
「
ス
ヾ
イ
シ
」、
又
、
漢
名
「
禹

餘
糧
」
、
和
名
「
イ
シ
ナ
ダ
ン
ゴ
」
と
し
た
兩
品
が
、
尤
も
歐
州
の
鷲
石
に
恰
當
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か

ふ
た
う
」
（
現
代
仮
名
遣
「
こ
う
と
う
」
）
は
過
不
足
な
く
一
致
・
相
当
す
る
こ
と
。
］
し
、
漢
名
「
卵
石

黃
」
、
和
名
「
饅
頭
石
」
と
い
ふ
は
、
や
ゝ
似
て
、
非
な
る
者
ら
し
い
。
歐
州
の
鷲
石
に
種
々
あ
る
如
く
、

支
那
で
も
「
太
一
餘
糧
」
と
「
禹
餘
糧
」
の
區
別
、
判
然
た
ら
ず
。
因
て
、
漫
に
此
樣
な
石
を
「
太
一
禹

餘
糧
」
と
呼
だ
と
、
「
本
草
綱
目
」
に
み
え
る
。
『
性
之
硏
究
』
第
一
卷
第
六
號
二
三
二
頁
に
、
「
鷲
石
」

を
「
孕
石
」
と
書
き
有
た
に
就
て
は
、
本
話
の
最
末
に
拙
見
を
述
よ
う
。
一
八
七
四
年
、
パ
リ
板
、
ス
ブ

ラ
ン
と
チ
エ
ー
ル
サ
ン
の
、
「
支
那
藥
材
篇
」
に
も
、
既
に
、
予
輩
、
浙
江
沿
岸
地
方
よ
り
得
た
「
禹
餘

https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/037
https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/037


糧
」
て
ふ
物
は
、
西
洋
で
「
鷲
石
」
と
云
る
ゝ
「
水
酸
化
鐵
」
で
、
大
き
さ
、
鴨
卵
ほ
ど
で
、
中
空
に
、

多
く
、
小
石
粒
あ
り
、
下
痢
を
止
む
る
に
藥
用
さ
る
、
と
あ
る
。 

 

斯
る
物
を
、
鷲
に
引
合
し
た
古
歐
人
の
心
が
、
知
れ
ぬ
樣
だ
が
、
全
く
解
說
な
き
に
非
ず
。
此
田
邊
町

の
北
、
三
哩
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
約
四
・
八
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
］
斗
り
、
岩
屋
山
の
頂
に
近
く
、
岩
洞

中
に
觀
音
像
を
安
置
し
、
參
詣
、
斷
ず
。
洞
の
内
外
の
岩
壁
、
自
然
に
棚
を
重
ね
た
狀
を
な
し
、
鷲
が
巢

ふ
に
恰
好
だ
。
此
岩
壁
と
岩
棚
に
、
無
數
の
小
石
を
含
み
あ
り
。
何
れ
も
楕
圓
で
、
較
や
扁
た
く
、
空
な

る
腹
内
に
、
黃
土
、
滿
つ
。
「
饅
頭
石
」
と
稱
ふ
。
此
饅
頭
石
を
包
ん
だ
岩
が
軟
ら
か
い
か
ら
、
風
雨
で

さ
ら
さ
れ
て
、
饅
頭
石
、
離
れ
出
で
、
或
は
、
洞
底
に
、
或
は
、
棚
上
に
、
時
々
、
落
留
ま
る
。
信
心
の

輩
、
拾
ひ
歸
つ
て
記
念
と
し
、
佛
壇
抔
に
納
め
、
不
信
心
の
者
は
、
硯み

づ

滴い
れ

に
作
り
、
又
、
小
兒
の
玩
物
と

し
、
或
は
、
中
の
黃
土
を
𤲿
の
具
に
試
み
た
が
、
う
ま
く
行
ぬ
と
、
き
く
。
此
近
處
に
、
鷲
を
み
る
こ
と
、

全
く
な
き
に
非
ね
ば
、
鷲
が
、
此
岩
棚
に
巢
く
ひ
し
こ
と
も
、
な
し
と
限
ら
ず
。
果
し
て
鷲
が
巢
つ
た
な

ら
、
か
の
饅
頭
石
が
、
多
少
、
其
巢
内
に
見
出
さ
れ
た
事
も
有
う
。
扨
、
ボ
ス
ト
ッ
ク
及
び
リ
レ
イ
英
譯
、

プ
リ
ニ
ウ
ス
十
卷
四
章
註
に
、
鷲
石
、
乃
ち
、
「
含
鐵
子
持
ち
石
」
の
片
塊
が
、
た
ま
に
は
、
鷲
の
巢
の

中
よ
り
見
出
だ
さ
る
ゝ
は
、
有
り
得
べ
き
こ
と
だ
、
と
言
ひ
お
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］、
凡
て
、

人
間
の
判
斷
は
、
必
し
も
、
一
々
、
正
確
嚴
峻
な
論
理
を
踏
む
を
、
ま
た
ず
、
多
く
は
、
眼
前
の
遭
際
に

誘
は
れ
、
左
右
さ
れ
る
。
既
に
以
て
、
ベ
ー
ン
先
生
の
「
論
理
書
」
に
も
、
數
日
間
、
或
る
地
に
滯
在
中
、

晴
天
斗
り
、
續
い
た
ら
、
其
地
は
、
年
中
、
晴
天
の
み
で
あ
る
樣
心
得
た
人
、
多
く
、
彼
地
は
、
い
つ
も

天
氣
の
よ
い
所
な
ど
、
よ
く
い
ふ
物
、
と
說
か
れ
た
。
其
と
齊
し
く
、
當
初
、
此
石
を
鷲
石
と
名
づ
け
た

地
が
、
上
述
、
田
邊
近
所
の
岩
屋
山
の
如
く
、
自
然
に
、
鈴
石
、
多
く
あ
る
岩
山
に
、
鷲
が
巢
く
ひ
、
其

巢
の
内
に
、
偶
然
、
鈴
石
を
見
出
だ
す
事
、
一
度
な
ら
ず
、
阿
漕
の
浦
の
た
び
重
な
り
て
注
意
す
る
と
、

其
石
中
に
、
又
、
小
石
を
藏
せ
る
を
見
て
、
石
が
子
を
孕
ん
だ
物
と
誤
認
し
、
延
て
、
鷲
が
、
此
石
に
、

其
卵
を
孵
す
力
、
あ
り
、
と
知
て
、
巢
に
持
ち
込
ん
だ
と
、
合
點
し
た
ゞ
ろ
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ

マ
。］。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
岩
屋
山
の
頂
に
近
く
、
岩
洞
中
に
觀
音
像
を
安
置
」
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
稲

成
町
に
あ
る
「
岩
屋
観
音
」
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
）。
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
画
像
の
、

こ
れ
と
か
、
こ
れ
、
或
い
は
、
こ
れ
や
、
こ
れ
を
見
る
と
、
熊
楠
が
言
っ
て
い
る
崖
面
の
特
異
な
楕
円
状

の
穴
群
が
確
認
出
来
る
。
な
お
、
サ
イ
ト
「A

N
D

 L
O

C
A

L

」
の
『
和
歌
山
県
・
田
辺
市 

絶
景
と
厳
か

な
境
内
「
岩
屋
山 

観
音
堂
（
観
音
寺
）
」
へ
行
っ
て
き
た
。
』
に
よ
れ
ば
、
『
こ
こ
は
今
か
ら
約
』
八
百
五

十
『
年
ほ
ど
前
、
那
智
山
の
滝
で
苦
行
さ
れ
た
文
覚
上
人
が
そ
の
後
、
牟
婁
地
方
を
ま
わ
ら
れ
た
時
、
一

夜
の
夢
に
霊
感
を
お
ぼ
え
て
岩
屋
山
に
立
ち
寄
ら
れ
、
そ
し
て
、
大
岩
窟
に
念
持
仏
の
聖
観
世
音
像
を
お

ま
つ
り
し
ま
し
た
』
。
『
こ
れ
が
観
音
密
寺
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
』
お
り
、
『
そ
の
後
は
、
仏
徳
高
い

厄
除
け
寺
と
し
て
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た
が
、
昔
、
小
栗
判
官
兼
次
が
、
当
山
に
参
籠
し
』
、

『
観
音
霊
夢
に
よ
る
お
護
り
を
う
け
た
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
古
く
か
ら
熊
野

信
仰
に
つ
な
が
る
霊
場
と
し
て
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
』
。
『
今
も
な
お
、

『
岩
屋
山
』
の
名
で
親
し
ま
れ
』
、
『
健
康
長
寿
、
交
通
安
全
、
学
芸
成
就
を
願
っ
て
お
参
り
す
る
人
々
が

後
を
立
ち
ま
せ
ん
。
特
に
、
ひ
き
岩
群
に
設
け
ら
れ
た
新
西
国
』
三
十
三
『
番
霊
場
を
巡
れ
ば
、
そ
の
眺

https://www.google.com/maps/place/%E5%B2%A9%E5%B1%8B%E8%A6%B3%E9%9F%B3/@33.7504,135.3619488,8346m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x60070980a3d4e871:0xb4143f5923b7555b!8m2!3d33.7656174!4d135.3748222!16s%2Fg%2F11btrrvq8t?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%B2%A9%E5%B1%8B%E8%A6%B3%E9%9F%B3/@33.7653921,135.3753203,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipNdgTISFuSet03kTxGjzGrB5zIjAMjN8oZRcbun!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNdgTISFuSet03kTxGjzGrB5zIjAMjN8oZRcbun%3Dw203-h270-k-no!7i3024!8i4032!4m7!3m6!1s0x60070980a3d4e871:0xb4143f5923b7555b!8m2!3d33.7656174!4d135.3748222!10e5!16s%2Fg%2F11btrrvq8t?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%B2%A9%E5%B1%8B%E8%A6%B3%E9%9F%B3/@33.765604,135.374849,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipOA7WyH_zUUGltQrM-xAmjQZomXqBwdj1Tv9Z5-!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipOA7WyH_zUUGltQrM-xAmjQZomXqBwdj1Tv9Z5-%3Dw203-h114-k-no!7i5333!8i3000!4m7!3m6!1s0x60070980a3d4e871:0xb4143f5923b7555b!8m2!3d33.7656174!4d135.3748222!10e5!16s%2Fg%2F11btrrvq8t?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%B2%A9%E5%B1%8B%E8%A6%B3%E9%9F%B3/@33.7656174,135.3748222,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMMASAT6FwzILgEEM-T5DwzmYgDr4u4RWl5t1zn!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMMASAT6FwzILgEEM-T5DwzmYgDr4u4RWl5t1zn%3Dw203-h152-k-no!7i4032!8i3024!4m7!3m6!1s0x60070980a3d4e871:0xb4143f5923b7555b!8m2!3d33.7656174!4d135.3748222!10e5!16s%2Fg%2F11btrrvq8t?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%B2%A9%E5%B1%8B%E8%A6%B3%E9%9F%B3/@33.7656174,135.3748222,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipPav96bnocZoPmOjgthwG45QokQrLrLEWPFGNQI!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPav96bnocZoPmOjgthwG45QokQrLrLEWPFGNQI%3Dw203-h114-k-no!7i4640!8i2610!4m7!3m6!1s0x60070980a3d4e871:0xb4143f5923b7555b!8m2!3d33.7656174!4d135.3748222!10e5!16s%2Fg%2F11btrrvq8t?entry=ttu
https://andlocal.jp/1345
https://andlocal.jp/1345


め
は
絶
景
か
つ
雄
大
で
あ
り
、
大
自
然
の
静
け
さ
と
霊
気
た
だ
よ
う
寺
院
と
し
て
感
慨
そ
ぞ
ろ
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
高
山
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
天
正
年
間
』
、
『
豊
臣
勢
に
よ
る
熊
野
侵
攻
の
際
に
は
、
高
山
寺

の
尊
像
を
こ
こ
に
移
し
て
災
禍
を
ま
ぬ
が
れ
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
も
、
万
一
を
考
え
て
再
度
の
避
難
地

と
な
っ
た
』
と
あ
っ
た
（
最
後
に
『（
岩
屋
山
説
明
書
よ
り
）』
引
用
と
あ
る
）。］ 

  

此
樣
な
石
に
催
生
安
產
の
奇
効
あ
り
と
信
ず
る
に
は
、
必
し
も
、
そ
の
偶
然
、
鷲
巢
内
に
あ
る
を
見
る

を
須
た
ず
。
そ
は
、
和
漢
共
、
斯
る
石
を
右
樣
の
効
あ
る
物
と
信
じ
乍
ら
、
鷲
と
何
の
關
係
あ
り
と
說
か

ぬ
で
、
知
れ
る
。
蓋
し
、
支
那
人
は
、
烏
麥

か
ら
す
む
ぎ

が
、
至
つ
て
生
え
易
く
、
熟
し
て
落
ち
易
き
を
み
て
、
催
生

劑
と
し
た
如
く
、
饅
頭
石
の
内
に
、
土
や
砂
礫
を
藏
め
、
宛
然
、
母
の
體
内
に
子
あ
る
如
き
を
み
て
、
是

に
も
、
催
生
安
產
の
効
あ
り
と
、
し
た
の
だ
。
少
し
く
類
例
を
擧
ん
に
、
米
國
の
ズ
ニ
印
甸
の
女
は
、
產

に
臨
ん
で
、
生な

ま

で
豆
を
嚥
む
。
豆
が
、
や
す
や
す
と
喉
を
滑
り
下
る
樣
に
、
子
も
安
く
產
ま
る
ゝ
と
い
ふ

の
だ
。
ニ
ゥ
ギ
ネ
ア
の
コ
イ
タ
人
は
、
山
の
芋
の
收
穫
を
增
す
爲
め
、
畑
に
、
そ
の
種た

ね

芋
の
形
し
た
石
を

栽
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、
バ
ン
ク
ス
島
人
は
麪
包
果
を
殖
や
さ
ん
迚
、
呆
れ
る
程
、
此
果
に
酷

似
し
た
珊
瑚
石
を
植
る
（「
本
草
綱
目
」
十
。「
重
修
植
物
名
實
圖
考
」
一
。
一
九
一
九
年
十
一
月
『
マ
ン
』

八
六
項
。
一
九
一
四
年
板
、
バ
ー
ン
「
民
俗
學
必
携
」
二
四
頁
。
一
八
九
一
年
板
、
コ
ド
リ
ン
グ
ト
ン

「
ゼ
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
ン
ス
」
一
一
九
と
一
八
三
頁
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
烏
麥

か
ら
す
む
ぎ

」
単
子
葉
植
物
綱
イ
ネ
科
カ
ラ
ス
ム
ギ
属 A

ven
a
 

の
食
用
に
さ
れ
る
四
種
、

或
い
は
、
そ
の
代
表
種
で
あ
る
エ
ン
バ
ク A

ven
a
 sa

tiva
 

。 

「
ズ
ニ
印
甸
」
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
一
民
族
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
中
部
と
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
と

の
州
境
附
近
に
住
む
。
独
自
の
言
語
を
有
し
、
そ
の
起
源
や
初
期
の
歴
史
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
農
耕
を
主
な
生
業
と
し
、
銀
細
工
・
籠
細
工
な
ど
に
優
れ
て
い
る
。
社
会
は 

十
三
の
母
系
氏
族
か

ら
成
る
が
、
主
な
役
職
に
は
男
性
が
就
く
。
複
雑
な
儀
礼
体
系
を
有
し
、
男
性
が
神
乃
至
は
精
霊
に
扮
し

て
、
仮
面
や
衣
装
を
着
け
る
「
カ
チ
ー
ナ
踊
り
」
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
殆
ん
ど
が
現
代
社
会
に
同
化
さ

れ
て
し
ま
っ
た
（「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
コ
イ
タ
人
」
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
・
ギ
ニ
ア
の
中
部
地
方
、
ポ
ー
ト
・
モ
レ
ス
ビ
ー
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
・
デ
ー
タ
）
一
帯
の
乾
燥
し
て
痩
せ
た
海
岸
地
帯
に
住
ん
で
い
る
少
数
民
族
。
元
々
は
内
陸
部
に
住
み
、

海
岸
地
帯
の
部
族
と
交
易
に
携
わ
っ
て
い
た
。
白
人
と
接
触
後
、
海
岸
地
方
に
移
住
し
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
語
系
の
言
語
を
話
す
「
モ
ツ
族
」
と
共
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
、
彼
等
固

有
の
言
語
を
話
す
者
は
非
常
に
限
ら
れ
、
若
年
層
は
ト
ク
・
ピ
シ
ン
や
、
英
語
を
好
ん
で
話
す
傾
向
に
あ

り
、
村
で
の
生
活
も
文
化
面
も
コ
イ
タ
族
特
有
の
も
の
は
殆
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
（
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ

た
）。 

「
山
の
芋
」
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
・
ギ
ニ
ア
周
辺
で
知
ら
れ
る
古
い
芋
類
は
、
タ
ロ
イ
モ
（
単
子
葉
植
物
綱

オ
モ
ダ
カ
目
サ
ト
イ
モ
科 A

raceae

の
サ
ト
イ
モ
類
）・
ヤ
ム
イ
モ
（
単
子
葉
植
物
綱
ヤ
マ
ノ
イ
モ
目
ヤ
マ

ノ
イ
モ
科
ヤ
マ
ノ
イ
モ
属 D

io
sco

rea
 

の
ヤ
マ
ノ
イ
モ
類
）
で
あ
る
。
現
在
は
そ
れ
に
、
タ
ピ
オ
カ
の
原

料
と
し
て
知
ら
れ
る
、
キ
ン
ト
ラ
ノ
オ
目
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
イ
モ
ノ
キ
属
キ
ャ
ッ
サ
バ 

 M
a
n
ih

o
t 

escu
len

ta
 

も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
後
に
南
米
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
木
本
低

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%91%E3%83%97%E3%82%A2%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%AE%E3%83%8B%E3%82%A2+%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%93%E3%83%BC/@-8.4046631,145.4990704,7.88z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x6859e8afbf0e9eaf:0xdaf0e50d8e9c127a!2z44OR44OX44Ki44OL44Ol44O844Ku44OL44Ki!3b1!8m2!3d-6.314993!4d143.95555!16zL20vMDVxa3A!3m5!1s0x690230d41c5692ab:0x3fa6b481889f98c4!8m2!3d-9.4438004!4d147.1802671!16zL20vMGZzMHY?entry=ttu
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%82%A4%E3%82%BF%E6%97%8F


木
で
あ
り
、
狭
義
の
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
芋
」
類
と
は
、
ち
ょ
っ
と
ズ
レ
が
あ
る
。 

「
バ
ン
ク
ス
島
人
」
バ
ン
ク
ス
諸
島
（
現
在
の
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
の
北
部
に
あ
る
群
島
）
の
先
住
民
。 

「
麪
包
果
」
常
緑
高
木
で
ポ
リ
ネ
シ
ア
原
産
の
ク
ワ
科
パ
ン
ノ
キ
属
パ
ン
ノ
キ A

rto
ca

rp
u
s a

ltilis 

の
実
。

当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
ほ
ど
よ
く
熟
し
た
実
を
調
理
し
た
と
き
』
に
は
、
『
焼
き
た
て
の
穀
物
の
パ
ン
』

『
の
よ
う
な
触
感
』
が
あ
り
、
風
味
は
『
じ
ゃ
が
い
も
に
似
て
い
る
』
と
あ
っ
た
。 

『
一
八
九
一
年
板
、
コ
ド
リ
ン
グ
ト
ン
「
ゼ
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
ン
ス
」
一
一
九
と
一
八
三
頁
』
メ
ラ
ネ
シ
ア

の
社
会
と
文
化
の
最
初
の
研
究
を
行
っ
た
英
国
国
教
会
の
司
祭
兼
人
類
学
者
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
ン

リ
ー
・
コ
ド
リ
ン
ト
ン
（R

o
b
ert 

H
en

ry
 

C
o
d
rin

g
to

n 

一
八
三
〇
年
～
一
九
二
二
年
）
の

T
h
e 

M
ela

n
esia

n
s : stu

d
ies in

 th
eir a

n
th

ro
p
o
lo

g
y a

n
d
 fo

lklo
re  

（「
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
：
人
類
学
と
民
間
伝
承
の

研
究
」
）
。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
の
当
該
部
が
読
め
、
指
示
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
、
こ
こ
と
、
こ
こ
。

前
の
部
分
に
は
石
の
霊
性
が
語
ら
れ
て
あ
り
、
後
の
部
分
で
は
、
珊
瑚
石
が
パ
ン
の
実
に
驚
く
ほ
ど
似
て

い
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。］ 

 

そ
こ
で
、
鷲
石
を
、
石
が
子
を
孕
ん
だ
物
、
又
、
鷲
が
子
を
孵
す
爲
め
、
巢
へ
持
込
だ
、
と
解
し
て
、

妊
婦
に
佩
び
し
め
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
で
は
「
ネ
し
め
」
で
あ
る
が
、
意
味
不
明
な
の
で
、
「
選
集
」

で
訂
し
た
。
］
、
試
る
に
、
利
く
場
合
も
、
有
る
。
扨
は
、
產
婦
に
偉
効
あ
り
と
判
斷
し
、
評
判
高
ま
る
に

付
て
は
、
催
生
安
產
と
、
殆
ん
ど
、
同
功
一
體
な
る
、
卵
を
暖
た
め
る
の
、
卵
の
破
壞
を
禦
ぐ
の
、
煮
拔

か
れ
た
の
を
、
再
活
せ
し
む
る
の
と
、
雜
多
の
奇
驗
も
、
此
石
に
附
會
さ
る
ゝ
は
、
知
れ
切
つ
た
成
行
き
。

人
間
に
取
て
も
、
此
石
の
お
蔭
で
、
妻
が
安
產
す
れ
ば
、
新
產
婦
は
、
一
生
の
大
厄
を
免
れ
て
、
命
、
維

れ
、
新
た
也
。
萬
機
改
造
し
て
、
特
樣
の
妙
趣
、
あ
な
、
に
へ
や
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
な
」
は
感

動
詞
だ
が
、
参
道
の
「
穴
」
を
掛
け
、
「
に
へ
や
う
」
は
「
煮
え
や
う
」
か
。
］
、
ま
し
て
、
女
な
ど
の
企

て
及
ば
ぬ
備
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］、
多
し
。
去
ば
、
後
漢
の
安
世
高
譯
出
「
佛
說
明
度
五
十
校

計
經
」
に
云
く
、
佛
言
。
是
人
譬
如
二

婬
泆
女
一

、
上
頭
姪
決
自
可
、
已
妊
身
不
ㇾ
知
下

胞
胎
兒
在
二

腹
中
一

日
大
上

、
幾
所
婬
泆
、
妬
女
爲
二

復
婬
泆
一

自
可
、
至
二

兒
成
就
一

、
十
月
當
ㇾ
生
、
兒
當
ㇾ
轉
未
ㇾ
轉
、
當

ㇾ
生
未
ㇾ
生
、
其
母
腹
痛
、
自
慙
自
悔
當
ㇾ
墮
、
痛
時
妬
女
啼
聲
聞
第
七
天
、
「
伊
也
土
言
布
乃
仁
私
多

可
羅
土
漸
土
宇
美
」
、
兒
生
巳
後
其
母
痛
愈
、
便
復
念
二

淫
泆
一

、
「
禰
太
布
利
で
夫
仁
佐
波
流
公
事
工
み
」
、

便
不
ㇾ
念
ㇾ
慙
不
ㇾ
念
ㇾ
痛
、
便
婬
泆
如
ㇾ
故
、
「
阿
太
々
女
氏
吳
奈
土
足
遠
佛
津
可
美
」、
如
ㇾ
是
苦
不

ㇾ
可
ㇾ
言
、
妬
女
亦
不
ㇾ
能
三

自
覺
二

苦
痛
一

。
「
於
是
夫
茂
嬶
阿
殿
比
女
波
自
米
駝
土
薄
加
遠
伊
比
」
〔
佛
、

言
は
く
、
「
是
の
人
は
、
譬
へ
ば
、
婬
泆
妬
女

い
ん
い
つ
と
ぢ
よ

の
ご
と
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
婬
泆
」
淫み

だ

ら
な
男
女
関

係
。］。
上
頭

と
し
わ
か

く
し
て
、
淫
泆
を
、
自

み
づ
か

ら
可
と
す
。
す
で
に
姙
身

み

ご

も

る
も
、
胞
胎
兒

は

う

た
い

じ

の
、
腹
の
中
に
在
つ
て
、

日
に
大お

ほ

き
に
な
る
を
知
ら
ず
、
幾
所

い
く
ば
く

の
淫
泆
、
妬
女
、
復ま

た
、
淫
泆
を
爲な

す
を
自
ら
可
と
す
。
兒こ

の
成
就

す
る
に
至
れ
ば
、
十
月

と

つ

き

に
し
て
當ま

さ

に
生
む
べ
し
。
兒
、
當
に
轉
ず
べ
く
し
て
、
未い

ま

だ
轉
ぜ
ず
、
當
に
生
ま

る
べ
く
し
て
、
未
だ
生
ま
れ
ず
。
其
の
母
、
腹
痛
し
て
、
自
ら
慙は

ぢ
、
自
ら
悔く

ゆ
。
墮お

つ
る
に
當
り
て
、

痛
む
時
、
妬
女
の
啼
く
聲
は
、
第
七
天
に
聞
こ
ゆ
。
「
い
や
と
言
ふ
の
に
、
し
た
か
ら
と
、
や
つ
と
、
う

み
。
」
。
兒
、
生
ま
れ
已
然

を

は

り
て
後の

ち

、
其
の
母
、
痛
み
、
癒い

ゆ
れ
ば
、
便

す
な
は

ち
、
復
た
、
婬
泆
を
念お

も

ふ
。
「
ね

た
ふ
り
で
、
夫

を
つ
と

に
、
さ
は
る
、
公
事

く

じ

だ
く
み
。」。
便
ち
、
慚は

ぢ

を
念
は
ず
、
痛
み
を
念
は
ず
。
便
ち
、
復
た
、

淫
泆
な
る
こ
と
、
故も

と

の
ご
と
し
。
「
あ
た
た
め
て
、
く
れ
な
と
、
足
を
、
ぶ
つ
つ
か
み
。
」
。
是か

く
の
ご
と

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%82%B9%E8%AB%B8%E5%B3%B6/@-14.1786877,158.9211849,4.96z/data=!4m6!3m5!1s0x6ef1276af74dfce7:0x9bfcd80448e9c870!8m2!3d-13.9938908!4d167.6815458!16zL20vMDZqZmdr?entry=ttu
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%8E%E3%82%AD
https://archive.org/details/melanesiansstudi00codruoft/page/118/mode/2up
https://archive.org/details/melanesiansstudi00codruoft/page/182/mode/2up


き
苦
し
み
、
言
ふ
ぺ
か
ら
ざ
る
に
、
妬
女
は
亦
、
自
ら
苦
痛
を
覺さ

と

る
能
は
ず
。
是こ

こ

に
於
い
て
、
夫

を
つ
と

も

「
嬶

か
か
あ

殿
、
ひ
め
は
じ
め
だ
、
と
、
ば
か
を
い
ひ
。
」
。
〕
妻
が
安
產
、
夫
は
大
悅
、
苦
ん
で
、
泣
き
、
產
ん

で
、
苦
を
忘
れ
、
世
に
ト
シ
ゴ
を
、
引
つ
切
り
な
く
う
む
す
ら
、
少
な
か
ら
ず
。
隨
つ
て
、
孕
ん
で
は
、

鷲
石
を
佩
び
て
、
安
產
、
產
ん
で
後
は
、
之
を
帶
び
て
、
夫
妻
相
好
愛
す
。
是
ほ
ど
結
構
な
事
な
く
、
鷲

石
ほ
ど
、
重
寶
な
物
、
な
し
、
と
信
ず
る
に
及
ん
だ
の
だ
。 

 

中
世
歐
州
で
、
普
く
讀
ま
れ
た
「
動
物
譬
喩
譚
（
フ
ィ
シ
ヨ
ロ
グ
ス
）
」
原
本
の
第
十
九
譬
喩
は
、
ヴ

ュ
チ
ュ
ー
ル
が
、
石
の
内
に
、
又
、
石
を
放
在
す
る
者
を
以
て
安
產
す
る
話
だ
。
ヴ
ュ
チ
ュ
ー
ル
は
、
種

屬
、
多
般
で
、
支
那
に
も
有
て
、
鵰
と
名
づ
く
。
高
飛
で
有
名
な
南
米
ア
ン
デ
ス
山
の
コ
ン
ド
ル
、
亦
、

此
類
だ
。
何
れ
も
、
多
少
、
禿
頭
故
、
「
博
物
新
編
」
に
は
「
禿
鷲
」
と
譯
し
た
。
鷲
と
近
類
だ
か
ら
、

鷲
石
の
話
を
、
禿
鷲
が
安
產
を
得
ん
爲
め
用
ゆ
る
石
に
振
替
た
の
だ
。
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
三
十

卷
四
七
章
、
亦
、
孕
女
の
足
下
に
、
禿
鷲
の
羽
を
置
け
ば
、
出
產
を
早
め
る
、
と
言
た
。
一
六
四
八
年
、

ボ
ノ
ニ
ア
板
、
ア
ル
ド
ロ
ヴ
ァ
ン
ジ
の
「
礦
物
集
覽
」
四
卷
五
八
章
に
、
大
ア
ル
ベ
ル
ツ
ス
か
ら
引
て
述

た
、
禿
鷲
體
内
に
生
ず
る
ク
ヮ
ン
ド
リ
な
る
頑
石
は
、
詳
說
を
缺
き
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］

が
、
禿
鷲
の
安
產
石
で
有
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
動
物
譬
喩
譚
（
フ
ィ
シ
ヨ
ロ
グ
ス
）
」
フ
ィ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
（
ラ
テ
ン
語
転
写
： 

 

P
h
ysio

lo
g
u
s 

）
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
聖
書
と
並
ん
で
広
く
読
ま
れ
た
教
訓
本
。
表
題
は
ギ
リ
シ
ア

語
で
「
自
然
を
知
る
者
・
博
物
学
者
」
の
意
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
五
世
紀
ま
で
に
訳
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
版

が
流
布
し
た
。
参
照
し
た
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
、
植
物
、
鉱
物
の
容
姿
、
習
性
、

伝
承
が
語
ら
れ
、
こ
れ
に
関
連
し
て
宗
教
上
、
道
徳
上
の
教
訓
が
、
旧
約
聖
書
や
新
約
聖
書
か
ら
の
引
用

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
ラ
テ
ン
語
版
は
、
の
ち
に
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
読
ま
れ
る
動

物
寓
意
譚
』「
ベ
ス
テ
ィ
ア
リ
ウ
ム
」『（B

estiariu
m

）
の
原
型
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
』
と
あ
る
。 

「
ヴ
ュ
チ
ュ
ー
ル
」
「
種
屬
、
多
般
で
、
支
那
に
も
有
て
、
鵰
と
名
づ
く
。
高
飛
で
有
名
な
南
米
ア
ン
デ

ス
山
の
コ
ン
ド
ル
、
亦
、
此
類
だ
。
何
れ
も
、
多
少
、
禿
頭
」
「
禿
鷲
」
「
鷲
と
近
類
」
熊
楠
は
民
俗
史
上

の
そ
れ
を
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で
の
謂
い
は
鳥
類
学
上
か
ら
は
、
当
時
の
時
点
で
も
、
既
に
し
て
誤

り
が
多
過
ぎ
る
。
ま
ず
、
「
ヴ
ュ
チ
ュ
ー
ル
」
は
英
語:v

u
ltu

re

で
、
腐
肉
を
漁
る
猛
禽
類
を
広
く
指
す
俗
称

で
あ
っ
て
、
特
定
の
鳥
の
種
名
で
は
な
く
、
ハ
ゲ
ワ
シ
類
や
コ
ン
ド
ル
類
を
指
す
。
そ
の
「
ハ
ゲ
ワ
シ
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
タ
カ
科 A

ccip
itrid

a
e

の
多
系
統
の
科
を
指
す
。
分
類
学
的
に
な
か
な
か
決
定
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
現
行
で
は
、
タ
カ
科
の
ハ
ゲ
ワ
シ
亜
科 A

eg
y
p

iin
a

e

及
び
ヒ
ゲ
ワ
シ
亜
科 G

y
p

a
etin

a
e

に
属
す
る
種
に
「
ハ
ゲ
ワ
シ
」
類
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
で
は
、
中
国
語
で
そ
れ
を
指
す
と
熊

楠
の
言
っ
て
い
る
「
鵰
」（
現
代
仮
名
遣
「
ち
ょ
う
」）
は
、
実
際
に
は
何
を
指
す
か
と
言
え
ば
、
タ
カ
目
タ

カ
亜
目
タ
カ
上
科
タ
カ
科 A

ccip
itrid

a
e 

に
属
す
る
鳥
の
内
で
、
オ
オ
ワ
シ
（
タ
カ
科
オ
ジ
ロ
ワ
シ
属
オ
オ

ワ
シ 

H
a
lia

eetu
s 

p
ela

g
icu

s

）
・
オ
ジ
ロ
ワ
シ
（
タ
カ
科
オ
ジ
ロ
ワ
シ
属
オ
ジ
ロ
ワ
シ 

H
a
lia

eetu
s 

a
lb

icilla

）・
イ
ヌ
ワ
シ
（
タ
カ
科
イ
ヌ
ワ
シ
属
イ
ヌ
ワ
シ A

q
u

ila
 ch

ry
sa

eto
s

）・
ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ
（
タ
カ
科

ウ
ミ
ワ
シ
属
ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ H

a
lia

eetu
s leu

co
cep

h
a
lu

s

）
等
の
よ
う
に
、
比
較
的
大
き
め
の
種
群
を
漠
然

と
指
す
通
俗
通
称
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
教
義
に
日
本
で
「
鵰
」
は
何
に
当
て
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
本

邦
に
も
棲
息
す
る
大
型
で
あ
る
タ
カ
科
ク
マ
タ
カ
属
ク
マ
タ
カ N

isa
etu

s n
ip

a
len

sis 

、
漢
字
表
記
で
「
角

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B7%E3%82%AA%E3%83%AD%E3%82%B4%E3%82%B9


鷹
」「
熊
鷹
」「
鵰
」
が
そ
れ
な
の
で
あ
る
。
中
文
ウ
ィ
キ
の
同
種
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、「
鷹
鵰
」
が
当
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ク
マ
タ
カ
で
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
「
ク
マ
タ
カ
」
は
熊
楠
の

言
う
よ
う
な
「
コ
ン
ド
ル
」
類
及
び
訳
語
の
「
禿
鷲
」
類
と
は
「
同
類
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
コ
ン
ド
ル

は
タ
カ
目
コ
ン
ド
ル
科
コ
ン
ド
ル
属
コ
ン
ド
ル V

u
ltu

r g
ryp

h
u

s 

で
あ
っ
て
、
以
上
の
意
味
限
定
か
ら
、
コ

ン
ド
ル
は
絶
対
に
「
鵰
」
で
は
な
い
し
、
ち
ょ
っ
と
禿
げ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、
現
行
の
狭
義
の
分

類
学
上
の
狭
義
の
二
科
の
「
ハ
ゲ
ワ
シ
」
類
と
も
、
当
然
の
ご
と
く
、
全
然
、
同
類
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
か
ら
ト
ル
コ
・
中
央
ア
ジ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
・
中
国
東
北
部
に
分
布
し
、
本
邦

に
は
迷
鳥
と
し
て
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
各
地
で
記
録
が
あ
る
タ
カ
科
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
属
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ 

A
eg

yp
iu

s m
o
n
a
ch

u
s 

は
頭
部
に
羽
毛
が
な
く
、
灰
色
の
皮
膚
が
露
出
し
て
い
る
見
た
目
で
確
か
に
正
統
に

「
禿
げ
た
鷲
」
で
あ
り
、
嘴
も
太
く
、
鉤
状
に
な
っ
て
い
て
先
端
部
が
黒
い
と
い
う
、
如
何
に
も
な
、
正

統
な
「
鵰
」
に
属
す
る
種
（
♂
で
全
長
一
～
一
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
翼
開
長
二
・
五
〇
～
二
・
九
〇
メ
ー

ト
ル
で
、
本
邦
で
記
録
さ
れ
た
タ
カ
科
の
鳥
の
中
で
最
大
で
あ
る
）
が
お
り
、
こ
の
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
の
旧

和
名
は
非
常
に
困
っ
た
こ
と
に
実
は
「
ハ
ゲ
ワ
シ
」
だ
っ
た
と
い
う
悩
ま
し
い
過
去
の
事
実
も
あ
る
の
で

あ
る
。 

『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
三
十
卷
四
七
章
、
亦
、
孕
女
の
足
下
に
、
禿
鷲
の
羽
を
置
け
ば
、
出
產
を

早
め
る
、
と
言
た
』
前
掲
訳
書
で
も
『
ハ
ゲ
タ
カ
の
羽
』
と
な
っ
て
い
る
。
問
題
な
い
。
広
義
の
「
ハ
ゲ

タ
カ
」
に
該
当
す
る
現
生
種
は
二
十
三
種
お
り
、
タ
カ
科
ハ
ゲ
ワ
シ
亜
科

A
eg

y
p
iin

ae

に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
十
六
種
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。］ 

  

爰
で
、
鷲
を
性
慾
と
蕃
殖
に
關
し
て
有
勢
の
物
と
し
た
話
が
、
諸
方
に
少
な
か
ら
ぬ
に
付
て
述
べ
置
う
。

先
づ
、
古
希
臘
の
傳
說
に
、
ト
ロ
イ
王
ト
ロ
ス
の
子
ガ
ニ
メ
デ
ス
、
艷
容
無
双
で
、
大
神
ゼ
ウ
ス
、
之
に

執
心
の
餘
り
、
鷲
を
し
て
、
取
て
天
上
せ
し
め
、
之
を
酒
つ
ぎ
役
の
寵
童
と
し
、
神
馬
二
匹
を
、
其
父
に

償
ふ
た
と
い
う
事
で
、
歐
州
の
美
術
品
に
古
來
大
鷲
が
こ
の
少
年
を
捉
つ
て
天
上
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

ロ
ー
マ
で
少
年
の
美
奴
酒
の
酌
を
勤
め
る
を
、
ガ
ニ
メ
デ
ス
、
そ
れ
か
ら
轉
じ
て
、
カ
タ
ミ
ツ
ス
と
呼
で

よ
り
、
英
語
で
男
色
を
賣
る
者
を
カ
タ
マ
イ
ト
と
い
ふ
（
ス
ミ
ス
「
希
﨟
羅
馬
傳
記
神
話
辭
彙
」
二
、
及

び
「
ヱ
ブ
ス
タ
ー
大
字
書
」
）。
ツ
ラ
キ
ア
生
れ
の
名
娼
ロ
ド
ピ
ス
は
、
曾
て
動
物
訓
話
作
者
イ
ソ
ッ
プ
と

共
に
、
サ
ミ
ア
人
ヤ
ド
モ
ン
の
奴
た
り
。
後
ち
、
サ
ミ
ア
人
ザ
ン
デ
ス
の
奴
と
な
り
、
埃
及
の
大
港
ナ
ウ

ク
ラ
チ
ス
で
、
藝
妓
商
賣
を
し
た
。
一
日
、
此
女
、
浴
す
る
間
に
、
鷲
が
き
て
、
其
靴
一
つ
を
摑
み
去
り
、

埃
及
王
が
裁
判
し
お
る
前
に
落
し
た
。
王
、
其
事
の
奇
に
し
て
、
其
靴
の
美
し
き
に
迷
ひ
、
持
主
を
尋
ね

て
息
ず
、
遂
に
此
女
を
探
り
當
て
、
后
と
し
た
。
ロ
ド
ピ
ス
は
「
頰
赤
」
の
義
で
、
わ
が
邦
で
は
、
川
柳

に
も
「
頰
赤
の
匂
比
囊
で
防
ぐ
也
」
と
有
て
好
評
な
ら
ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
好
評
で
な
ら
ぬ
」
の

意
。
］
。
北
印
度
で
韋
紐
神
は
金
鷲
に
乘
る
と
信
じ
、
翼
あ
る
美
童
像
も
て
其
鷲
を
表
は
す
所
が
、
希
臘
の

ガ
ニ
メ
デ
ス
に
似
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
（
一
八
四
八
年
發
行
『
ベ
ン
ガ
ル
皇
立
亞
細
亞
協
會

雜
誌
』
一
七
卷
五
九
八
頁
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
韋
紐
神
」
「
選
集
」
の
ル
ビ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
ヴ
イ
シ
ユ
ニ
ユ
じ
ん
」
で
あ
る
。
］ 

 

https://zh.wikipedia.org/wiki/%E9%B7%B9%E9%B5%B0


 
南
印
度
の
ト
ダ
人
、
傳
ふ
ら
く
、
老
媼
ム
ラ
ッ
チ
の
頭
に
、
鷲
が
留
ま
り
、
其
よ
り
、
此
婆
、
孕
み
、

男
兒
を
擧
た
の
が
、
コ
ノ
ド
ル
ス
族
の
先
祖
、
と
。
「
羅
摩
衍
」
に
高
名
な
、
猴
王
ハ
ヌ
マ
ン
の
緣
起
に
、

ア
ヨ
ジ
ャ
ー
王
ダ
シ
ャ
ラ
タ
、
子
な
き
を
憂
ひ
、
牲
を
供
え
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
禱
る
に
、

牲
火
中
に
、
神
、
顯
は
れ
、
天
食
パ
ノ
ヤ
ス
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
神
の
食
物
の
名
か
。
］
を
授
け
て
、
其

三
妃
に
頒
た
し
む
。
其
時
、
一
妃
の
分
を
、
鷲
が
掠
め
去
て
、
ア
ン
ジ
ャ
ニ
女
の
手
に
落
す
。
此
女
、
亦
、

子
な
き
を
悲
し
み
、
苦
行
中
だ
つ
た
。
今
、
天
食
を
得
て
、
甚
だ
、
喜
び
、
之
を
食
ふ
と
、
忽
ち
、
孕
ん

で
、
ハ
ヌ
マ
ン
を
生
だ
、
と
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
南
印
度
の
「
ト
ダ
」
人
』
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
に
あ
る
ニ
ー
ル
ギ
リ

丘
陵
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
居
住
す
る
少
数
民
族
ト
ダ
族
。 

「
羅
摩
衍
」「
選
集
」
の
ル
ビ
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
と
読
む
。］ 

  

所
謂
、
金
鷹
は
佛
經
の
金
翅
鳥
で
、
佛
說
に
、
昔
し
、
ビ
ナ
レ
城
に
、
タ
ム
バ
、
治
世
の
時
、
釋
尊
の

前
身
、
金
翅
鳥
王
に
生
ま
れ
、
年
、
若
し
。
一
日
、
少
年
に
化
し
て
ビ
ナ
レ
に
往
き
、
王
と
博
戲
す
る
を
、

宮
女
蘿
等
、
其
美
貌
に
見
と
れ
、
王
后
に
語
る
。
他
日
、
化
少
年
、
又
、
往
つ
て
、
王
と
博
戲
す
る
時
、

后
、
盛
裝
し
て
入
て
見
る
。
少
年
、
亦
、
王
后
の
麗
容
に
驚
き
、
忽
ち
、
象
牙
の
英
語
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：iv

o
ry

。
以
下
の
「
相
惚

あ

ひ

ぼ

れ
」
と
の
洒
落
。
］
で
相
惚
れ
と
き
た
。
鳥
王
、
乃
ち
、
暴
風
を
起
し
、
天

地
晦
冥
、
宮
人
、
愕
き
、
走
り
出
る
に
乘
じ
、
后
を
摑
ん
で
、
自
分
が
住
む
龍
島
に
つ
れ
行
て
、
之
と
淫

樂
し
續
く
。
王
、
其
樂
人
サ
ツ
ガ
を
し
て
、
遍
く
海
陸
に
后
を
搜
さ
し
む
。
サ
ツ
ガ
、
海
商
の
船
に
乘
つ

て
、
金
島
に
渡
る
。
船
中
の
徒
然
を
慰
む
る
爲
め
、
商
人
ど
も
サ
ツ
ガ
に
奏
樂
を
勸
め
る
と
、
易
い
御
用

な
れ
ど
、
予
が
海
上
で
奏
樂
し
た
ら
、
魚
、
驚
い
て
、
船
を
破
る
べ
し
、
と
い
ふ
。
一
向
、
信
ぜ
ず
に
、

强
い
ら
れ
、
止
を
得
ず
、
絃
を
鳴
す
に
、
魚
類
、
大
騷
ぎ
し
、
其
内
の
大
怪
魚
一
つ
、
飛
揚
つ
て
、
船
に

落
ち
、
二
つ
に
破
り
了
る
。
鳥
王
は
、
后
を
盜
ん
で
、
飽
く
迄
、
之
と
淫
樂
し
乍
ら
、
知
ら
ぬ
顏
し
て
、

每
度
、
ビ
ナ
レ
王
と
博
戲
に
ゆ
く
。
此
時
も
、
丁
度
、
其
方
へ
行
た
留
守
中
で
、
后
は
技
癢
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
自
分
の
技
量
を
見
せ
た
く
て
、
う
ず
う
ず
す
る
こ
と
。
］
の
至
り
に
堪
ず
と
有
て
、
所
詮
、
女
房

に
や
も
ち
や
な
さ
る
ま
い
抔
と
、
う
な
り
つ
ゝ
海
濱
に
出
步
く
内
、
本
夫
に
仕
へ
た
樂
工
が
、
船
板
を
便

り
に
此
島
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
流
れ
寄
た
處
へ
、
行
合
ひ
、
事
情
を
聞
き
、
猴
に
か
き
付
れ

た
ん
ぢ
や
な
い
が
、
逢
た
か
つ
た
と
、
抱
伴
れ
て
宮
中
に
歸
り
、
十
分
、
保
養
し
、
本
復
せ
し
め
、
美

裝
・
美
食
に
手
を
盡
し
て
、
之
と
淫
樂
し
、「
斯
り
け
る
處
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
亭
主
歸
り
け

り
」
の
警
句
を
忘
れ
ず
、
注
意
し
て
匿
し
お
き
、
鳥
王
、
出
で
行
け
ば
、
又
、
引
出
し
て
、
サ
ツ
ガ
と
歡

樂
し
た
。
斯
て
一
月
半
の
後
、
ビ
ナ
レ
の
海
商
、
薪
水
を
求
め
て
、
島
に
上
り
し
に
、
便
船
し
て
、
王
宮

に
戾
り
、
鳥
王
、
來
つ
て
、
タ
ム
バ
王
と
遊
ぶ
を
見
、
絃
を
皷
し
て
、
「
王
后
、
鳥
王
に
盜
ま
れ
、
海
島

に
あ
り
、
自
分
、
其
島
へ
漂
著
し
て
、
飽
く
迄
、
王
后
と
歡
會
し
た
。
」
事
を
謠
ふ
た
。
金
翅
鳥
王
、
之

を
聞
て
、
后
の
好
淫
、
厭
足
な
き
に
呆
れ
、
怒
り
去
て
、
后
を
伴
れ
來
て
、
タ
ム
バ
王
に
返
し
、
再
び
ビ

ナ
レ
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
來
な
ん
だ
、
と
あ
る
。
唐
譯
の
、
此
譚
は
、
こ
れ
と
、
大
分
、
差

ふ
。
商
船
、
難
破
し
て
、
商
主
、
死
し
、
其
妻
、
一
板
を
便
り
、
海
洲
に
漂
著
し
て
、
金
翅
鳥
王
の
妻
と

な
り
、
其
子
を
生
む
譚
、
あ
り
。
又
、
梵
授
王
が
、
妙
容
女
を
妃
と
し
、
其
貞
操
を
全
う
せ
し
め
ん
爲
め
、

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%82%BA/@12.2132917,74.0509953,6.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3ba895b9644c677d:0x15697615e474b2c3!8m2!3d11.3743885!4d76.7619796
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%8B%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%82%BA/@12.2132917,74.0509953,6.25z/data=!4m5!3m4!1s0x3ba895b9644c677d:0x15697615e474b2c3!8m2!3d11.3743885!4d76.7619796


金
翅
鳥
王
に
命
じ
て
、
晝
は
、
之
を
、
海
島
に
置
き
、
一
切
、
人
間
に
見
ら
れ
ざ
ら
し
め
、
夜
は
、
之
を
、

王
宮
に
伴
來
た
ら
し
め
、
天
に
在
て
は
願
わ
く
は
比
翼
の
鳥
と
契
り
し
内
、
速
疾
て
ふ
名
の
樂
工
が
、
サ

ツ
ガ
同
然
の
難
に
逢
て
、
其
島
に
上
り
、
王
妃
に
通
じ
、
共
に
、
鳥
王
を
欺
き
、
王
宮
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。
］
つ
れ
歸
り
、
姦
通
の
事
、
露
は
れ
て
、
阿
房
拂
ひ
に
な
り
、
賊
難
に
遇
て
、
妃
は
、
賊
魁

の
妻
に
な
り
、
情
夫
、
速
疾
を
殺
し
、
種
々
と
、
淫
婦
に
、
あ
り
た
け
の
醜
行
を
重
ね
た
後
ち
、
野
干
の

謀
に
遵
ひ
、
恆
河
に
浴
し
て
、
改
心
、
易
操
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。
］
し
た
と
稱
し
、
再
び
、

王
に
迎
へ
ら
れ
て
、
大
夫
人
と
成
た
次
第
を
述
べ
あ
る
。
其
か
ら
、
本
邦
の
羽
衣
傳
說
に
似
た
希
臘
の
神

話
、
有
て
、
女
神
ア
フ
ロ
ジ
テ
が
、
川
に
浴
す
る
を
、
其
甥
ヘ
ル
メ
ス
神
が
垣
間
見
、
鷲
を
し
て
其
衣
を

攘
め
去
し
め
、「
望
み
を
叶
へ
た
ら
、
返
し
や
る
。」
と
て
、
之
に
通
じ
た
と
い
ふ
。
セ
ス
ト
ス
市
の
少
女
、

鷲
を
育
つ
る
と
、
每
度
、
鳥
類
を
捉
へ
來
た
り
、
返
禮
し
た
。
少
女
、
死
し
て
、
屍
を
燒
く
火
中
に
、
鷲

が
投
身
し
て
、
殉
死
し
、
市
民
、
碑
を
建
て
、
之
を
旌
表
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
人
の
善
行
を
褒
め
て
、
世

に
広
く
示
す
こ
と
。
］
し
た
と
有
て
、
何
に
し
ろ
、
鷲
は
、
美
童
や
婦
女
ず
き
と
さ
れ
た
物
だ
（
一
九
〇

六
年
板
、
リ
ヴ
ァ
ー
ス
「
ト
ダ
人
篇
」
、
一
九
六
頁
。
一
九
一
四
年
、
孟
買
板
、
エ
ン
ト
ホ
ヴ
ェ
ン
「
グ

ジ
ャ
ラ
ッ
ト
民
俗
記
」
、
五
四
頁
。
カ
ウ
エ
ル
「
佛
本
生
譚
」
、
三
卷
三
六
〇
語
。
「
根
本
說
一
切
有
部
毘

奈
耶
雜
事
」
、
二
九
。
一
八
七
二
年
板
、
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
の
「
動
物
志
怪
」、
二
卷
一
九
七
頁
。
プ
リ
ニ
ウ

ス
「
博
物
志
」、
十
卷
六
章
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
リ
ヴ
ァ
ー
ス
「
ト
ダ
人
篇
」
、
一
九
六
頁
』
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
・
民
族
学
者
・

神
経
内
科
及
び
精
神
科
医
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ー
ル
ス
（
ハ
ル
セ
）
・
リ
ヴ
ァ
ー
ス
（W

illiam
 

H
alse R

iv
ers 

一
八
六
四
年
～
一
九
二
二
年
）
が
書
い
た
ト
ダ
族
の
民
族
誌

T
h
e T

o
d

a
s 

。
彼
は
一
九
〇

一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
六
ヶ
月
ほ
ど
、
ト
ダ
族
と
交
流
し
、
彼
ら
の
儀
式
的
社
会
的
生
活
に
関

す
る
驚
く
べ
き
事
実
を
調
べ
上
げ
、
本
書
は
イ
ン
ド
民
族
誌
の
中
で
も
傑
出
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
、
専

門
家
か
ら
も
人
類
学
的
な
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
守
護
聖
人
」
と
称
讃
さ
れ
た
（
英
文
の
彼
の
ウ
ィ

キ
に
拠
っ
た
）。
「In

tern
et arch

iv
e

」
で
原
本
が
読
め
、
こ
こ
が
当
該
部
。 

「
孟
買
」「
ボ
ン
ベ
イ
」。
］ 

  

鷲
と
子
孫
繁
殖
を
連
ね
た
信
念
は
古
羅
馬
に
在
た
。
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
帝
が
リ
ヴ
ィ
ア
・
ズ
ル
シ
ル
ラ
を

娶
つ
た
直
後
、
鷲
が
白
牝
鷄
を
后
の
前
垂
れ
に
落
し
、
其
牝
鷄
が
月
桂
枝
を
銜
み
居
た
。
卜
ふ
と
大
吉
兆

と
知
れ
、
其
枝
を
植
る
と
大
森
林
と
な
り
、
牝
鷄
を
畜
ふ
と
大
繁
殖
し
た
。
因
て
其
所
を
牝
鷄
莊
と
號
し

た
。
ネ
ロ
帝
の
末
年
、
其
鷄
、
皆
な
、
死
に
、
月
桂
林
は
萎
み
亡
せ
た
の
で
、
「
帝
統
、
絕
ゆ
べ
し
。
」
と

知
た
想
な
。
鷲
に
摑
み
去
れ
た
幼
兒
が
名
人
と
な
り
、
或
は
著
姓
の
祖
と
成
た
例
、
日
本
に
少
な
か
ら
ず
。

奈
良
大
佛
の
創
立
者
良
辯
僧
正
、
攝
州
高
槻
の
鷲
巢
見
氏
の
祖
等
だ
。
印
度
に
も
大
王
の
后
と
な
つ
た
太

陽
姬
（
ス
リ
ア
・
バ
イ
）
は
、
貧
な
牛
乳
搾
り
女
の
娘
で
、
一
歲
の
時
、
老
夫
婦
の
鷲
に
捉
去
ら
れ
、
其

巢
で
養
は
れ
た
と
い
ふ
。
（
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
、
二
卷
、
一
九
六
頁
。
「
元
亨
釋
書
」
本
傳
。
「
翁
草
」
三
。

一
八
六
八
年
板
、
フ
レ
ー
ル
「
デ
ッ
カ
ン
舊
日
譚
」
六
章
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
、
二
卷
、
一
九
六
頁
。」
こ
の
部
分
は
「
選
集
」
で
は
『
グ
ベ
ル
ナ

チ
ス
、
一
巻
一
九
六
頁
。
』
と
な
っ
て
い
る
の
で
、「In

tern
et arch

iv
e

」
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
第
二
巻
で
正

https://en.wikipedia.org/wiki/W._H._R._Rivers
https://en.wikipedia.org/wiki/W._H._R._Rivers
https://archive.org/details/todas01rivegoog/page/196/mode/2up


し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
確
か
に
、「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
家
の
繁
栄
の
瑞
兆
と
し

て
、
嘴
に
月
桂
樹
の
枝
を
く
わ
え
た
白
い
雌
の
鷲
鳥
、
リ
ヴ
ィ
ア
・
ド
ル
シ
ッ
ラ
の
膝
の
上
に
落
ち
、
そ
の

枝
が
植
え
ら
れ
、
鬱
蒼
と
し
た
月
桂
樹
の
森
林
と
成
っ
た
。
牝
鶏
は
非
常
に
多
く
の
子
孫
を
産
ん
だ
こ
と
か

ら
、
こ
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
別
荘
は
「
雌
鶏
別
荘
」（V

illa
 o

f th
e H

en

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
あ
っ
て
、「
ネ
ロ
の
生
涯
の
最
期
の
年
、
鶏
は
、
総
て
が
死
に
、
月
桂
樹
も
ま
た
、
総
て
枯
れ
た
。」
と
あ

る
か
ら
、
間
違
い
な
い
。
こ
の
平
凡
社
に
「
選
集
」
は
、
総
て
が
、
原
本
に
当
た
っ
て
厳
密
に
検
証
さ
れ
て

校
訂
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
今
ま
で
何
度
も
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
て
、
延
々
、
徒
労
の
探
索
を
さ
せ

ら
れ
た
り
し
た
経
験
が
あ
る
。
専
門
家
が
校
訂
編
集
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
覚
悟
さ
れ
た
方
が
よ
く
、
例

え
ば
、
総
て
の
漢
文
部
は
、
全
部
が
本
文
（
白
文
・
訓
点
附
漢
文
）
な
し
で
訓
読
さ
れ
て
あ
る
も
の
の
、
こ

の
訓
読
、
正
直
な
感
想
を
言
う
と
、
漢
文
の
苦
手
な
日
本
文
学
の
大
学
生
で
も
、
こ
う
は
決
し
て
読
ま
な
い

と
、
呆
れ
る
お
か
し
な
部
分
が
、
多
々
、
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
）
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。］ 

  

一
九
〇
九
年
板
、
ボ
ム
パ
ス
の
「
サ
ン
タ
ル
・
パ
ル
ガ
ナ
ス
民
談
」
、
九
六
章
は
、
雌
雄
の
禿
鷲
が
人

の
双
生
兒
を
養
ひ
、
二
兒
、
步
み
得
る
程
に
成
て
、
高
い
木
の
上
か
ら
、
地
に
下
し
、
『
「
カ
ー
ラ
ゆ
え

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］、
ア
サ
ン
の
下
に
殘
さ
れ
て
、
夫
婦
の
鷲
に
育
て
ら
れ
つ
る
」
巡
禮
に
御
報

謝
を
。
』
と
、
唄
を
敎
え
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
以
下
同
じ
。
］
。
蓋
し
、
其
母
、
カ
ー
ラ
果
を
集

め
に
行
て
、
林
中
で
双
生
兒
を
生
だ
が
、
折
角
、
取
つ
た
果
物
を
、
持
還
ら
ず
ば
、
明
日
が
過
さ
れ
ず
、

子
と
果
物
と
兩
持
ち
す
べ
き
力
も
、
な
し
。
「
儘
よ
。
食
ひ
さ
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
以
下
も
同

じ
。
多
発
す
る
。
］
す
れ
ば
、
子
は
、
又
、
出
來
る
。
運
さ
え
よ
く
ば
、
引
還
し
來
る
ま
で
、
活
き
お
れ
。
」

と
言
て
、
ア
サ
ン
の
葉
を
二
兒
に
被
せ
お
き
、
果
物
を
負
ひ
歸
つ
た
間
だ
に
、
禿
鷲
夫
婦
が
取
去
て
育
て

上
た
の
だ
。
扨
、
二
兒
が
ひ
よ
ろ
つ
き
乍
ら
、
件
の
唄
を
張
上
げ
、
村
に
入
て
乞
食
す
る
と
、
ち
つ
と
の

物
に
な
る
を
、
巢
に
持
歸
つ
て
、
生
活
し
た
。
禿
鷲
、
か
ね
て
、
二
兒
に
敎
え
て
、
其
親
の
住
村
え
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
以
下
も
同
じ
。
］
、
往
ざ
ら
し
め
た
。
一
日
、
二
兒
、
乞
食
に
出
で
、
「
な
ん
と
、

鷲
が
『
往
く
な
』
と
云
た
方
え
、
往
て
み
よ
う
で
な
い
か
。
」
と
、
相
談
、
決
し
て
、
彼
村
へ
往
き
、
唄

ひ
𢌞
り
、
生
み
の
兩
親
の
家
え
、
く
る
を
、
見
れ
ば
、
小
さ
い
巡
禮
、
「
ド
レ
ド
レ
、
御
報
謝
進
上
。
」
と
、

盆
に
、
し
ら
け
の
志
、
イ
ヨ
ー
と
、
懸
け
聲
迄
は
書
い
て
ゐ
な
い
が
、
其
母
親
が
、
お
弓
も
ど
き
に
出
て

聞
く
と
、
唄
は
根
つ
か
ら
吾
が
事
な
り
、
彌
よ
、
尋
ね
て
、
吾
子
と
知
れ
、
大
悅
び
で
、
夫
と
共
に
、
二

兒
を
大
籃
に
ふ
せ
お
い
た
體
、
恰
も
、
安
珍
を
道
成
寺
の
鐘
下
に
匿
し
た
如
し
。
禿
鷲
は
執
念
深
い
か
ら

ど
う
せ
只
は
お
く
ま
い
、
ド
ウ
モ
安
珍
な
ら
ぬ
と
案
じ
た
の
だ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
安
心
」
に
引
っ
掛

け
た
洒
落
。
］
。
果
し
て
、
禿
鷲
、
此
家
え
、
舞
ひ
來
た
り
、
屋
根
を
穿
つ
て
、
飛
び
入
り
、
籃
を
覆
へ
し

て
、
二
兒
を
捉
へ
た
。
父
母
も
、
「
や
ら
じ
。」
と
二
兒
を
執
へ
、
エ
イ
聲
出
し
て
引
合
ふ
た
の
で
、
二
兒

の
體
が
、
二
つ
に
割
れ
、
父
母
は
、
泣
く
泣
く
、
手
に
留
つ
た
半
分
の
屍
骸
を
、
火
葬
し
た
。
禿
鷹
も
、

片
割
れ
の
死
骸
を
持
歸
つ
た
が
、
自
分
が
育
て
た
者
を
、
食
ふ
に
忍
び
ず
、
火
葬
の
積
り
で
、
巢
に
火
を

掛
る
と
、
燒
け
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
屍
骸
か
ら
、
汁
が
迸
し
り
、
其
口
に
入
た
。
そ
れ
が

無
上
に
旨
か
つ
た
の
で
、
燒
い
て
し
ま
ふ
は
惜
い
物
と
、
殘
つ
た
屍
骸
を
引
出
し
て
食
た
の
が
、
こ
の
鳥
、

人
屍
を
食
ふ
濫
觴
だ
、
と
い
ふ
次
第
を
說
た
者
で
あ
る
。
誰
も
知
る
如
く
、
パ
ー
シ
ー
人
は
、
必
ず
、
其

https://archive.org/details/zoologicalmythol02gubeuoft/page/n209/mode/2up


屍
を
、
此
鳥
の
腹
に
、
葬
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
書
名
の
中
の
「
サ
ン
タ
ル
・
パ
ル
ガ
ナ
ス
」
は

S
an

tal P
arg

an
as

で
、
イ
ン
ド
東
北

部
の
地
方
名
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
ア
サ
ン
」
イ
ン
ド
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
を
原
産
と
し
、
熱
帯
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
植
生
す
る
高
木
落
葉

樹
で
あ
る
フ
ト
モ
モ
目
シ
ク
ン
シ
（
使
君
子
）
科

C
o
m

b
retaceae

モ
モ
タ
マ
ナ
（
桃
玉
菜
）
属
ク
チ
ナ
シ

ミ
ロ
バ
ラ
ンT

erm
in

a
lia

 a
la

ta
  

。
個
人
サ
イ
ト
「
タ
イ
の
植
物 

チ
ェ
ン
マ
イ
よ
り
」
の
同
種
の
ペ
ー
ジ

に
よ
れ
ば
樹
高
は
二
十
～
三
十
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
葉
は
単
葉
で
、
ほ
ぼ
対
生
し
、
長
さ
十
～
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
を
成
す
。
本
種
の
実
は
翼
果
で
、
五
つ
の
翼
を
有
す
る
。
但
し
、
『
大
き
く
』
、

『
あ
ま
り
遠
く
へ
は
飛
ば
な
い
で
、
樹
下
に
落
下
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
』
と
あ
り
、
「
そ
の
他
の
名
称
」

の
項
に
『
ヒ
ン
デ
ィ
－
語
・
ベ
ン
ガ
ル
語

A
san

』
、
『
英
名

A
san

、B
u
rm

a lau
rel

』
と
あ
っ
て
、
こ
の

「
ア
サ
ン
」
は
現
地
で
の
正
統
な
名
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
、『
仏
典
の
植
物 

タ
イ
語

H
P

に
は
本
樹
は
バ―

リ
語
名
ア
ッ
チ
ュ
ナ
と
』
あ
る
と
さ
れ
、『
そ
し
て
「
仏
典
の
植
物
」（
満
久
）
に
は
』

『
本
樹
は
梵
語
名
ア
サ
ナ
漢
訳
仏
典
名
－
阿
娑
那
（
あ
さ
な
）
と
』、
『
記
載
さ
れ
て
い
る
』
と
も
あ
っ
た
。 

「
お
弓
」
母
と
娘
の
関
係
か
ら
浄
瑠
璃
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
の
母
「
お
弓
」
（
娘
は
「
お
つ
る
」）
の
こ

と
だ
ろ
う
。 

「
パ
ー
シ
ー
人
」
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
、「
パ
ー
ル
シ
ー
」
「
パ
ー
ル
ス
ィ
ー
」
と
音
写
さ
れ
る
、
イ
ン
ド
に

住
む
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
信
者
を
指
す
語
。］ 

  

歐
・
亞
共
に
、
獸
畜
が
、
人
の
子
を
育
て
上
げ
た
譚
、
多
し
。
ア
タ
ラ
ン
タ
が
牝
鹿
に
、
シ
グ
ル
ド
が

牝
熊
に
、
ロ
ム
ル
ス
と
レ
ム
ス
の
双
兒
が
牝
狼
に
乳
せ
ら
れ
、
后
稷
が
牛
・
羊
に
養
は
れ
、
楚
の
若
穀
於

擇
が
牝
虎
に
育
て
ら
れ
た
抔
だ
（
コ
ッ
ク
ス
の
「
民
俗
學
入
門
」
、
二
七
五
頁
。
ス
ミ
ス
「
希
﨟
羅
馬
傳

記
辭
彙
」
。
「
琅
邪
代
醉
編
」
七
）
。
こ
ん
な
例
、
今
も
な
き
に
非
ざ
れ
ば
、
鷲
や
禿
鷲
が
食
ふ
積
り
で
捕

へ
去
た
人
の
兒
を
、
子
細
有
て
食
は
ず
、
其
内
、
慈
念
を
生
じ
て
、
養
ふ
處
を
、
人
が
見
付
け
、
救
ふ
て
、

己
れ
の
子
と
す
る
は
、
丸
で
無
い
事
で
な
い
と
惟
ふ
（
一
八
八
〇
年
板
、
ボ
ー
ル
の
「
印
度
藪
榛
生
活
」
、

四
五
七
頁
以
下
。
大
正
三
年
正
月
『
太
陽
』
、
拙
文
「
虎
に
關
す
る
史
話
と
傳
說
、
民
俗
」
第
四
節
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
後
の
資
料
は
「
選
集
」
の
も
の
を
参
考
に
し
て
追
補
し
て
あ
る
。
］
）。
此
一
事
は
、
「
鷲
が
、

人
間
繁
殖
に
關
し
、
力
あ
り
。
」
と
信
念
の
唯
一
の
源
因
た
ら
ぬ
迄
も
、
大
に
之
を
强
め
た
は
爭
ふ
べ
可

ら
ず
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ア
タ
ラ
ン
タ
」
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
女
性
の
英
雄
で
、
俊
足
の
美
貌
の
女

狩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
タ
ラ
ン
テ
ー
（
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：A

talan
ta

）
で
あ
ろ
う
が
、
当
該
ウ
ィ
キ
に

よ
れ
ば
、
彼
女
は
牝
熊
に
乳
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
ま
た
、
『
ア
タ
ラ
ン
テ
ー
は
』
『
カ
リ
ュ
ド

ー
ン
の
王
子
』『
メ
レ
ア
グ
ロ
ス
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
は
後
に
パ
ル
テ
ノ
パ
イ
オ
ス
を
産
み
』、

『
パ
ル
テ
ニ
オ
ン
山
に
捨
て
た
。
こ
の
と
き
』
、
『
テ
ゲ
ア
ー
王
ア
レ
オ
ス
の
娘
ア
ウ
ゲ
ー
も
ヘ
ー
ラ
ク
レ

ー
ス
の
子
を
捨
て
て
お
り
、
牧
人
た
ち
は
』
二
『
人
の
赤
子
を
拾
っ
て
養
育
し
、
前
者
を
ア
タ
ラ
ン
テ
ー

が
処
女
を
装
っ
て
パ
ル
テ
ニ
オ
ン
山
に
赤
子
を
捨
て
た
こ
と
か
ら
パ
ル
テ
ノ
パ
イ
オ
ス
と
名
づ
け
、
後
者

の
子
を
牝
鹿
』
（☜

）『
が
養
っ
て
い
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
テ
ー
レ
ポ
ス
と
名
づ
け
た
』
と
い
う
話
と
熊
楠

https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%AC%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%BB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3/@22.415248,83.775196,6z/data=!4m6!3m5!1s0x39f08c63774ab77f:0xb3ef548001dbbc5f!8m2!3d24.3116709!4d87.3810727!16zL20vMDJ6Z2Q4?entry=ttu
http://tplant.web.fc2.com/3sikunsi_kutinasi.html
http://tplant.web.fc2.com/3sikunsi_kutinasi.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%BF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%BC


は
混
同
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。 

「
シ
グ
ル
ド
」
不
詳
。
ゲ
ル
マ
ン
神
話
に
登
場
す
る
戦
士
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
（
ド
イ
ツ
語: S

ieg
fried

）
は

古
ノ
ル
ド
語
で
は
「
シ
グ
ル
ズ
」
（S

ig
u
rð

r

）
で
あ
る
が
、
彼
の
こ
と
か
。
し
か
し
、
彼
が
熊
に
乳
を
受

け
た
と
い
う
記
述
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
見
つ
か
ら
な
い
。 

「
后
稷
」
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
伝
説
上
の
周
王
朝
の
姫
姓
の
祖
先
。
中
国
の
農
業
の
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
い
る
。
姓
は
姫
、
諱
は
棄
、
号
は
稷
。
不
窋
の
父
。
后
稷
は
も
と
も
と
棄
』
『（
捨
て
ら
れ
し
者
）

と
い
う
名
で
あ
っ
た
が
、
農
業
を
真
似
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
帝
舜
が
、
農
業
を
司
る
者

と
い
う
意
味
の
后
稷
と
い
う
名
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
后
稷
の
一
族
は
引
き
続
き
夏
王
朝
に
仕
え
た

が
、
徐
々
に
夏
が
衰
退
し
て
く
る
と
、
お
そ
ら
く
は
匈
奴
の
祖
先
で
あ
る
騎
馬
民
族
か
ら
逃
れ
、
暮
ら
し

て
い
た
と
い
う
』
。
「
史
記
」
の
「
周
本
紀
」
に
『
よ
れ
ば
』
、
伝
説
の
聖
王
『
帝
嚳
』
（
こ
く
）
『
の
元
妃

（
正
妃
）
で
あ
っ
た
姜
嫄
』
（
き
ょ
う
げ
ん
）
『
が
、
野
に
出
て
』
、
『
巨
人
の
足
跡
を
踏
ん
で
妊
娠
し
』
、

一
『
年
し
て
子
を
産
ん
だ
。
姜
嫄
は
そ
の
赤
子
を
道
に
捨
て
た
が
』、
『
牛
馬
が
踏
も
う
と
せ
ず
、
林
に
捨

て
よ
う
と
し
た
が
』
、『
た
ま
た
ま
山
林
に
人
出
が
多
か
っ
た
た
め
』、
『
捨
て
ら
れ
ず
、
氷
の
上
に
捨
て
た

が
』
、
『
飛
鳥
が
赤
子
を
暖
め
た
の
で
、
不
思
議
に
思
っ
て
子
を
育
て
る
事
に
し
た
。
棄
と
名
づ
け
ら
れ

た
』
。
「
山
海
経
」
の
「
大
荒
西
経
」
に
『
よ
る
と
、
帝
夋
』
（
し
ゅ
ん
）
『
（
帝
嚳
の
異
名
と
み
な
す
説
が

有
力
）
の
子
と
さ
れ
る
』
。
『
棄
は
成
長
す
る
と
、
農
耕
を
好
み
、
麻
や
菽
を
植
え
て
喜
ん
だ
。
帝
の
舜
に

仕
え
、
農
師
を
つ
と
め
た
。
ま
た
后
稷
』
『
の
官
を
つ
と
め
、
邰
』
（
た
い
）
の
地
に
『
封
ぜ
ら
れ
て
、
后

稷
と
号
し
た
』。
「
魏
志
」
の
「
東
夷
伝
」
の
「
夫
餘
」
に
は
、
『
「
昔
、
北
方
に
高
離
の
国
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
の
王
の
侍
婢
が
妊
娠
し
た
。
〔
そ
の
た
め
〕
王
は
そ
の
侍
婢
を
殺
そ
う
と
し
た
。
〔
そ
れ
に
対

し
て
〕
侍
婢
は
、
『
卵
の
よ
う
な
〔
大
き
さ
の
〕
霊
気
が
わ
た
し
に
降
り
て
参
り
ま
し
て
、
そ
の
た
め
に

妊
娠
し
た
の
で
す
』
と
い
っ
た
。
そ
の
』
後
、
『
子
を
生
ん
だ
。
王
は
、
そ
の
子
を
溷
』
（
こ
ん
）『
（
便
所
）

の
中
に
棄
て
た
が
、
〔
溷
の
下
で
飼
っ
て
い
る
〕
豚
が
口
で
そ
れ
に
息
を
ふ
き
か
け
た
。
〔
そ
こ
で
今
度

は
〕
馬
小
屋
に
移
し
た
と
こ
ろ
、
馬
が
息
を
ふ
き
か
け
、
死
な
な
い
よ
う
に
し
た
。
王
は
天
の
子
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
母
に
命
令
し
て
養
わ
せ
た
。
東
明
と
名
づ
け
た
。
い
つ
も
馬
を
牧
畜
さ
せ

た
。
東
明
は
弓
矢
が
う
ま
か
っ
た
。
王
は
そ
の
国
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
東
明
を
殺
そ
う

と
し
た
。
東
明
は
南
に
逃
げ
て
施
掩
水
』
（
し
え
ん
す
い
）『
ま
で
や
っ
て
く
る
と
、
弓
で
水
面
を
た
た
い

た
。
〔
す
る
と
〕
魚
鼈
が
浮
か
ん
で
』
、
『
橋
を
つ
く
り
、
東
明
は
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
魚
鼈
』

（
ぎ
ょ
べ
つ
）
は
、
『
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
追
手
の
兵
は
渡
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
東
明
は
こ
う
し

て
夫
餘
』（
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
紀
元
後
五
世
紀
に
満
州
北
部
（
中
国
の
東
北
部
）
に
存
在
し
た
国
。
「
扶

餘
」
と
も
書
く
。
住
民
は
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
狩
猟
農
耕
民
族
で
、
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
半
ば
頃
ま
で
が
全

盛
期
で
，
東
満
州
・
北
朝
鮮
一
帯
に
発
展
し
た
が
、
後
、
高
句
麗
や
鮮
卑
（
せ
ん
ぴ
）
に
圧
迫
さ
れ
て
衰

え
、
四
九
四
年
、
勿
吉
（
も
つ
き
つ
）
に
滅
ぼ
さ
れ
た
）
『
の
地
に
都
を
置
き
、
王
と
な
っ
た
」
と
あ
る
』
。

一
方
、
「
史
記
」
巻
四
の
「
周
本
紀
」
に
は
、
『
「
周
の
后
稷
、
名
は
棄
。
其
の
母
、
有
邰
氏
の
女
に
し
て
、

姜
原
と
曰
う
。
姜
原
、
帝
嚳
の
元
妃
と
為
る
。
姜
原
、
野
に
出
で
、
巨
人
の
跡
を
見
、
心
に
忻
然
と
し
て

說
び
、
之
を
踐
』
（
ふ
）
『
ま
ん
と
欲
す
。
之
を
踐
む
や
、
身
』
、
『
動
き
、
孕
め
る
者
の
如
し
。
居
る
こ

と
』
、
『
期
に
し
て
』
、
『
子
を
生
む
。
不
祥
な
り
と
以
為
』
（
お
も
）
い
、
『
を
隘
巷
』
（
あ
い
こ
う
：
裏
通

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8E%E7%A8%B7


り
）
『
に
棄
つ
。
馬
牛
過
る
者
』
、
『
皆
な
』、
『
辟
』（
さ
）『
け
て
』、
『
踐
ま
ず
。
徙
』（
う
つ
）
『
し
て
』
、

『
之
を
林
中
に
置
く
。
適
會
』（
た
ま
た
ま
）
、『
山
林
』
、『
人
』
、『
多
し
。
之
を
遷
』
（
う
つ
）
『
し
て
』
、

『
渠
中
の
冰
上
』
（
溝
の
中
の
氷
が
張
っ
た
そ
の
上
）
に
『
棄
つ
。
飛
鳥
、
其
の
翼
を
以
て
』
、
『
之
を
覆

薦
』
（
ふ
く
せ
ん
：
覆
っ
て
敷
い
て
や
る
こ
と
）
『
す
。
姜
原
』
（
き
ょ
う
げ
ん
）『
以
て
』
、『
神
と
為
し
、

遂
に
收
養
し
て
長
ぜ
し
む
。
初
め
』
、『
之
を
棄
て
ん
と
欲
す
。
因
り
て
名
づ
け
て
棄
と
曰
う
」
と
』
あ
っ

て
、
『
牛
馬
が
避
け
、
鳥
が
羽
で
覆
っ
て
守
っ
た
、
と
い
う
后
稷
の
神
話
が
記
載
し
て
あ
る
。
内
藤
湖
南

は
、
夫
余
』
（「
夫
餘
」
と
同
じ
）
『
と
后
稷
の
神
話
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
此
の

類
似
を
以
て
、
夫
餘
其
他
の
民
族
が
、
周
人
の
旧
説
を
襲
取
せ
り
と
は
解
す
べ
か
ら
ず
。
時
代
に
前
後
あ

り
と
も
、
支
那
の
古
説
が
塞
外
民
族
の
伝
説
と
同
一
源
に
出
で
た
り
と
解
せ
ん
に
は
如
か
ず
」
と
い
い
、

同
様
の
神
話
が
、
三
国
時
代
の
呉
の
康
僧
会
が
訳
し
た
』
「
六
度
集
経
」
に
も
『
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
此
種
の
伝
説
の
播
敷
」
（
は
ふ
：
広
め
る
）『
も
頗
る
広
き
者
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
」
と
す
る
』
と
あ

る
。
熊
楠
は
「
牛
・
羊
に
養
は
れ
」
た
と
す
る
が
、
以
上
を
読
む
に―

―

鳥
に
養
わ
れ
た―

―

と
す
る
の

が
、
適
切
で
あ
る
。 

「
若
穀
於
擇
」
「
じ
ゃ
く
こ
く
お
た
く
」
（
現
代
仮
名
遣
）
と
読
ん
で
お
く
。
「
擇
」
の
字
は
不
審
だ
が
、

こ
れ
は
、
春
秋
時
代
の
楚
の
公
族
で
宰
相
（
令
尹
（
れ
い
い
ん
）
）
で
あ
っ
た
闘
穀
於
菟
（
と
う 

こ
く
お

と
／
と
う 

こ
う
お
と 

生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
闘
穀
於
菟
」
に
よ
れ
ば
、
は
『
姓

は
羋
』（
び
）、
『
氏
は
闘
、
諱
は
穀
於
菟
』（
「
穀
」
は
「
乳
」
の
、「
於
菟
」
は
「
虎
」
の
意
）
、
『
字
は
子

文
。
楚
の
君
主
の
若
敖
』
（
じ
ゃ
く
ご
う
）
『
の
子
の
闘
伯
比
の
子
。
清
廉
で
知
ら
れ
、
楚
屈
指
の
賢
相
と

い
わ
れ
る
。
以
下
、
子
文
の
名
で
記
す
』
。『
闘
伯
比
が
鄖
子
』
（
う
ん
し
）
『
の
娘
と
密
通
し
て
、
子
文
が

生
ま
れ
た
。
娘
は
子
文
を
雲
夢
沢
』
（
う
ん
む
た
く
：
注
に
『
現
在
の
洞
庭
湖
の
北
に
広
が
っ
て
い
た
沼

沢
地
の
名
前
。
現
在
は
上
流
か
ら
の
堆
積
物
に
よ
り
埋
没
し
、
江
漢
平
原
と
な
っ
て
い
る
』
と
あ
る
）

『
の
中
に
捨
て
た
が
、
狩
り
に
出
た
鄖
子
が
虎
に
育
て
ら
れ
た
』
（☜

）『
子
文
を
見
つ
け
、
娘
が
育
て
る

こ
と
を
許
し
た
と
さ
れ
る
』
。『
紀
元
前
』
六
六
四
『
年
、
令
尹
に
抜
擢
さ
れ
る
と
、
私
財
を
投
じ
て
楚
の

財
政
を
救
っ
た
。
成
王
は
、
貧
乏
で
食
い
つ
な
げ
な
く
な
っ
た
子
文
の
た
め
に
何
度
か
俸
禄
を
増
や
そ
う

と
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
子
文
が
下
野
し
、
取
り
消
す
と
戻
っ
て
き
た
の
で
、
遂
に
は
諦
め
た
と
い
う
。

代
わ
り
に
、
子
文
が
登
朝
す
る
た
び
に
』
、
『
肉
の
干
物
一
束
と
朝
飯
一
籠
が
贈
ら
れ
、
こ
の
習
慣
は
』
、

『
の
ち
に
楚
の
令
尹
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
』
。
『
弟
の
闘
子
良
の
子
の
闘
椒
（
子
越
）
が

生
ま
れ
た
際
に
』
は
、『
「
必
ず
こ
の
子
を
殺
し
な
さ
い
。
姿
は
熊
や
虎
の
よ
う
で
、
声
は
山
犬
や
狼
の
よ

う
で
あ
る
。
き
っ
と
我
々
、
若
敖
氏
に
害
を
な
す
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
が
、
子
良
は
聞
き
入
れ
な
か
っ

た
』
。
『
臨
終
の
際
に
は
一
族
を
集
め
て
「
子
越
が
政
治
を
執
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
楚
を
離
れ
て
難
を
逃

れ
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
遺
言
し
、
「
若
敖
氏
の
霊
魂
は
餓
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
泣
き
な
が
ら
、

若
敖
氏
の
滅
亡
を
予
言
し
た
』。
『
子
文
の
死
後
、
子
越
は
予
言
さ
れ
た
』
通
り
、『
名
君
荘
王
に
叛
い
て
』、

『
若
敖
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
。
し
か
し
、
荘
王
は
「
あ
の
子
文
の
家
系
が
途
絶
え
た
と
あ
っ
て
は
、
私
は
人

に
善
行
を
勧
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
と
言
っ
て
、
国
外
に
い
て
』
、『
乱
に
加
担
し
な
か
っ
た
一
族

の
闘
克
黄
に
跡
を
継
が
せ
た
』
と
あ
る
。 

『
コ
ッ
ク
ス
の
「
民
俗
學
入
門
」
、
二
七
五
頁
』
イ
ギ
リ
ス
の
民
俗
学
者
で
「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
」
譚
の
研

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%97%98%E7%A9%80%E6%96%BC%E8%8F%9F


究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
リ
ア
ン
・
ロ
ア
ル
フ
・
コ
ッ
ク
ス
（M

arian
 R

o
alfe C

o
x 

一
八
六
〇
年
～
一

九
一
六
年
：
女
性
）
の
「
民
俗
学
入
門
」。「In

tern
et arch

iv
e

」
の
当
該
原
本
の
こ
こ
。 

『
ス
ミ
ス
「
希
﨟
羅
馬
傳
記
辭
彙
」
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
辞
書
編
集
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
（S

ir 

W
illiam

 
S

m
ith 

一
八
一
三
年
～
一
八
九
三
年
）
の
「
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
伝
記
神
話
事
典
」

（D
ictio

n
a
ry o

f G
reek a

n
d
 R

o
m

a
n
 B

io
g
ra

p
h
y a

n
d
 M

yth
o
lo

g
y

）。 

「
琅
邪
代
醉
編
」
（
ろ
う
や
だ
い
す
い
へ
ん
：
現
代
仮
名
遣
）
は
明
の
官
吏
張
鼎
思

ち
ょ
う
て
い
し

の
類
書
。
一
六
七
五

年
和
刻
と
も
さ
れ
、
江
戸
期
に
は
諸
小
説
の
種
本
と
も
さ
れ
た
。 

『
ボ
ー
ル
の
「
印
度
藪
榛
生
活
」
、
四
五
七
頁
以
下
』
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
質
学
者
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
・
ボ

ー
ル
（V

alen
tin

e B
all 

一
八
四
三
年
～
一
八
九
五
年
）
が
一
八
八
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
し
た 

‘Ju
n
g
le life in

 In
d
ia

。「In
tern

et arch
iv

e
」
の
こ
ち
ら
で
原
本
の
当
該
部
が
視
認
出
来
る
。
狼
に
育
て
ら

れ
た
少
年
の
話
か
ら
入
っ
て
い
る
。 

『
大
正
三
年
正
月
『
太
陽
』、
拙
文
「
虎
に
關
す
る
史
話
と
傳
說
、
民
俗
」
第
四
節
』
「
青
空
文
庫
」
の
南

方
熊
楠
「
十
二
支
考 

虎
に
関
す
る
史
話
と
伝
説
民
俗
」
（
新
字
新
仮
名
）
の
「
（
四
）
史
話
」
が
読
み
易

い
で
あ
ろ
う
。
正
規
表
現
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第

一
巻 

『
十
二
支
考 

Ⅰ
』（
渋
沢
敬
三
編
一
九
五
一
年
乾
元
社
刊
）
の
こ
こ
か
ら
当
該
部
を
視
認
出
来
る
。］ 

  
 

 
 

第
二
篇 

禹
餘
糧
等
に
つ
い
て 

  

支
那
の
本
草
に
、
歐
人
の
所
謂
、
「
鷲
石
」
を
、「
禹
餘
糧
」
等
に
分
類
せ
る
其
區
劃
、
諸
家
各
說
を
異

に
し
て
、
判
然
せ
ず
。
小
野
蘭
山
が
「
本
草
啓
蒙
」
に
說
く
と
こ
ろ
、
尤
も
分
明
と
見
受
る
。
左
に
「
和

漢
三
才
圖
會
」
六
一
に
「
本
草
綱
目
」
に
出
た
諸
家
の
說
を
折
衷
合
考
し
て
摘
要
し
た
文
と
、
「
重
訂
本

草
啓
蒙
」
卷
六
な
る
蘭
山
の
說
を
寫
し
出
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
小
野
蘭
山
が
「
本
草
啓
蒙
」
に
說
く
と
こ
ろ
』
『
「
重
訂
本
草
啓
蒙
」
卷
六
な
る
蘭

山
の
說
』
事
前
に
『
小
野
蘭
山
述
「
重
訂
本
草
啓
蒙
」
巻
之
六
「
石
之
四
」
中
の
「
禹
餘
粮
」
・「
太
一
餘

粮
」・「
石
中
黃
子
」』
と
し
て
電
子
化
し
て
お
い
た
。 

『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
六
一
に
「
本
草
綱
目
」
に
出
た
諸
家
の
說
を
折
衷
合
考
し
て
摘
要
し
た
文
』
こ
ち

ら
も
、
先
行
し
て
『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
卷
第
六
十
一
「
雜
石
類
」
の
内
の
「
禹
餘
粮
」』
と
し
て
電
子
化

し
て
お
い
た
。
な
お
、
以
上
の
二
つ
で
注
し
た
も
の
は
、
こ
こ
で
は
、
原
則
、
省
略
す
る
の
で
、
必
ず
、

そ
れ
ら
を
見
ら
れ
た
い
。］ 

  

本
綱
、
禹
餘
粮
、
會
稽
山
中
多
出
、
彼
人
云
、
昔
禹
王
會
二

諬
于
此
一

、
棄
二

其
所
ㇾ
餘
食
於
江
中
一

、
而

爲
ㇾ
藥
、
則
名
二

禹
餘
粮
一

（
蒒
草
亦
名
二

禹
餘
粮
一

、
乃
草
實
也
、
同
名
異
物
也
。
）
生
二

池
澤
及
山
島
一

、

石
中
細
粉
如
ㇾ
麪
、
黃
色
如
二

蒲
黃
一

、
其
堅
凝
如
ㇾ
石
者
名
二

石
中
黃
一

、
其
未
ㇾ
凝
黃
濁
水
名
二

石
中
黃

水
一

、
而
三
者
一
物
。〔
「
本
綱
」、
『
禹
餘
粮
は
、
會
稽
山
の
中
に
、
多
く
出
づ
。
彼か

の
人
、
云
は
く
、
「
昔
、

禹
王
、
此
に
會
稽
し
て
、
其
の
餘あ

ま

る
所
の
食
を
、
江
中
に
棄す

つ
。
而
し
て
、
藥
と
爲な

る
。
」
と
。
則
ち
、

「
禹
餘
粮

う

よ

ら

う

」
と
名
づ
く
。
（
「
蒒し

草さ
う

」
も
亦
、
「
禹
餘
粮
」
と
名
づ
く
。
乃

す
な
は

ち
、
草
の
實み

な
り
。
同
名
異
物

https://archive.org/details/introductiontofo00coxmuoft/page/274/mode/2up
https://archive.org/details/junglelifeinindi00balluoft/page/456/mode/2up
https://www.aozora.gr.jp/cards/000093/files/526_28258.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/000093/files/526_28258.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941216/1/20
https://dl.ndl.go.jp/pid/2941216/1/20
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/06/post-c0aee6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/06/post-c0aee6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/06/post-c0aee6.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/06/post-01a673.html


な
り
。
）
池ち

澤た
く

及
び
山
島

さ
ん
た
う

に
生
ず
。
石
の
中
の
細さ

い

粉ふ
ん

、
麪

む
ぎ
こ

の
ご
と
く
、
黃
色
に
し
て
、
蒲ほ

黃わ
う

の
ご
と
し
。

其
の
堅
く
凝こ

り
た
る
ご
と
く
な
る
石
の
者
を
「
石
中
黃
」
と
名
づ
く
。
其
の
未
だ
凝
ら
ざ
る
黃き

な
る
濁
水

を
「
石
中
黃
水

せ
き
ち
ゆ
う
く
わ
う
す
い

」
と
名
づ
く
。
而
し
て
、
三み

つ

の
者
、
一
物
な
り
。』
と
。〕 

 

蘭
山
曰
く
、
『
禹
餘
糧
、
和
名
イ
シ
ナ
ダ
ン
ゴ
、
ハ
ッ
タ
イ
イ
シ
、
ハ
ッ
タ
イ
セ
キ
、
コ
モ
チ
イ
シ
。

舶
來
和
產
共
に
あ
り
。
舶
來
の
も
の
、
大
さ
、
一
、
二
寸
。
殼
の
厚
さ
、
一
、
二
分
ば
か
り
。
甚
だ
硬
く
、

黃
黑
褐
色
に
し
て
、
打
破
れ
ば
、
鐵
色
あ
り
。
其
内
、
空
虛
に
し
て
、
細
粉
、
盈
て
り
。
又
、
内
に
數
隔

あ
る
者
あ
り
、
藥
に
は
、
此
粉
を
用
ゆ
。
所
謂
、
「
糧
」
也
云
々
、
其
粉
、
白
色
或
は
靑
白
色
を
良
と
す
。

又
、
黃
色
・
黃
白
色
な
る
者
あ
り
。
和
產
は
、
和
・
能
・
甲
・
泉
・
日
・
薩
・
但
・
江
・
作
諸
州
、
筑

前
・
越
中
、
其
餘
、
諸
國
に
あ
り
。 

 

本
綱
、
太
一
餘
糧
、
又
名
二

石
腦
・
禹
哀
一

、
生
二

太
山
山
谷
一

、
其
石
形
、
片
片
層
疊
、
深
紫
色
、
中
有

二

黃
土
一

也
、
其
性
最
熱
、
冬
月
有
二

餘
粮
一

處
其
雪
先
消
。〔
「
本
綱
」
、
『
太
一
餘
糧
、
又
、
「
石
腦
」
・
「
禹

哀
」
と
も
名
づ
く
。
太
山
の
山
谷
に
生
ず
。
其
の
石
、
形
は
片
々
と
し
て
層
疊
を
な
し
、
深
紫
色
な
り
。

中
に
黃
土
有
り
て
、
其
の
性
、
最
も
熱
す
。
冬
月
、
餘
糧
の
有
あ
る
處
、
其
の
雪
、
先
づ
、
消
ゆ
。
』

と
。〕 

 

蘭
山
曰
く
、
『
太
一
餘
糧
、
イ
ワ
ッ
ボ
、
ツ
ボ
イ
シ
、
ヨ
ロ
イ
イ
シ
、
オ
ニ
ノ
ツ
ブ
テ
、
フ
ク
ロ
イ
シ
、

タ
ル
イ
シ
、
ス
ズ
イ
シ
。
舶
來
、
な
し
。
和
產
、
諸
國
に
あ
り
。
形
狀
、
大
小
、
一
な
ら
ず
。
大
な
る
者

は
斗
の
如
く
、
小
な
る
も
の
は
桃
栗
の
如
し
。
禹
餘
糧
の
形
に
似
て
、
外
面
、
黃
黑
褐
、
雜
色
、
質
、
粗

く
し
て
、
大
小
の
砂
礫
、
雜
は
り
、
粘
す
る
事
、
多
し
。「
雲
林
石
譜
」
に
『
外
多
粘
二

綴
碎
石
一

』
〔
外
に

多
く
碎く

だ

け
る
石
を
粘ね

ん

綴て
つ

す
〕
と
云
ふ
、
是
也
。
其
殼
、
堅
硬
、
打
破
る
時
は
、
鐵
の
如
く
、
光
、
有
り
。

裏
面
は
栗
殼
色
に
し
て
滑
澤
也
。
殼
内
は
、
空
し
く
し
て
、
粉
あ
り
。
黑
褐
色
な
る
者
、
多
し
。
又
、
黃

褐
色
な
る
者
も
あ
り
。
全
き
も
の
を
用
ひ
て
、
一
孔
を
穿
ち
、
粉
を
去
て
、
小
な
る
者
は
硯
滴
と
な
し
、

大
な
る
も
の
は
花
甁
と
な
す
。
凡
そ
禹
餘
糧
・
太
一
餘
糧
、
共
に
、
初
め
は
内
に
水
あ
り
、
後
、
乾
い
て
、

粉
と
な
り
、
久
き
を
へ
て
、
石
と
な
る
。
其
、
桃
・
栗
の
大
き
さ
に
し
て
、
内
に
石
あ
る
者
、
此
を
撼
か

せ
ば
、
聲
、
有
て
、
鈴
の
如
し
。
故
に
ス
ヾ
イ
シ
と
云
ふ
。
太
一
餘
糧
は
、
泉
・
紀
・
讃
・
和
、
諸
州
、

城
州
・
木
津
邊
の
山
に
あ
り
。
其
中
、
和
州
生
駒
山
に
最
も
多
し
。
名
產
也
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
硯
滴
」
は
「
選
集
」
を
参
考
に
、「
み
づ
い
れ
」
と
訓
じ
て
お
く
。 

「
花
甁
」
同
前
で
「
は
な
い
け
」
と
読
ん
で
お
く
。 

「
撼
か
せ
ば
」
同
前
で
「
う
ご
か
せ
ば
」
と
読
ん
で
お
く
。］ 

  

「
本
草
綱
目
」
卷
十
に
、
斆
曰
、
石
中
黃
幷
卵
石
黃
、
二
石
眞
相
似
、
其
石
中
黃
句
裏
赤
黑
、
黃
味
淡

微
跙
、
卵
石
黃
味
酸
、
个
箇
卬
卬
、
内
有
二

子
一
塊
一

、
不
ㇾ
堪
ㇾ
用
、
若
誤
餌
ㇾ
之
令
二

人
腸
乾
一

。
〔
斆こ

う

曰
は
く
、
『
石

中

黃

せ
い
き
ち
ゆ
う
わ
う

幷
び
に
卵
石
黃
は
、
二
石
、
眞

ま
こ
と

に
相
ひ
似
た
り
。
其
の
石
中
黃
は
、
句く

裏り

［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：
区
切
ら
れ
た
内
部
の
意
か
。
］
は
赤
黑
黃
に
し
て
、
味
、
淡
く
、
微か

す

か
に
跙し

よ

な
り
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。
］。
卵
石
黃
は
、
味
、
酸す

く
、
个
箇

こ

こ

に
卬
卬

こ
う
こ
う

と
し
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。

性
質
が
高
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
か
。
］
、
内
に
子こ

の
一
塊
、
有
れ
ば
、
用
ふ
る
に
堪
へ
ず
。
若も

し
、
誤
り
て
、

之
れ
を
餌く

ら

へ
ば
、
人
を
し
て
、
腸
を
乾か

は

か
し
む
。』
と
。〕 



 
蘭
山
曰
く
、
『
卵
石
黃
は
「
饅
頭
イ
シ
」・
「
ダ
ン
ゴ
石
」・「
ダ
ン
ゴ
岩
」・
「
土
ダ
ン
ゴ
」。
形
、
圓
に
し

て
、
大
抵
、
大
き
さ
、
五
、
六
分
よ
り
、
一
寸
許
り
に
至
る
。
又
、
長
き
者
も
あ
り
。
外
は
黃
白
色
に
し

て
、
細
土
を
固
め
た
る
が
如
く
、
柔
か
に
し
て
、
碎
け
易
し
。
中
心
に
黑
紫
色
の
餡
あ
り
て
、
鰻
頭
を
破

た
る
狀
の
如
し
。
豐
前
中
津
・
房
州
・
氷
上
郡
・
防
州
・
豫
州
・
奧
州
津
輕
・
伯
・
能
・
武
、
諸
州
、
甲

州
・
荒
井
村
、
其
他
、
諸
州
に
產
す
。 

 

雜
と
こ
ん
な
者
だ
が
、
蘭
山
說
も
、
一
寸
、
解
し
に
く
い
所
な
き
に
非
ね
ば
、
熊
楠
、
古
人
が
集
め
た

標
本
を
多
く
藏
す
る
に
、
見
比
べ
て
、
蘭
山
說
を
槪
要
し
て
申
さ
ば
、
禹
餘
糧
は
、
全
體
を
通
じ
て
、
同

質
の
堅
い
石
で
、
太
一
餘
糧
も
堅
い
が
、
多
く
の
小
石
と
砂
粒
が
混
在
せ
る
も
の
故
、
全
體
、
同
一
質
で

な
い
。
卵
石
黃
は
、
上
述
、
田
邊
附
近
、
岩
屋
山
の
「
饅
頭
石
」
等
で
、
石
が
柔
ら
か
く
、
脆
く
て
、
固

ま
つ
た
細
土
の
如
く
、
中
に
黑
紫
色
の
餡
あ
り
。
禹
餘
糧
も
太
一
餘
糧
も
、
未
成
の
物
は
中
に
黃
み
を
帶

び
た
濁
水
あ
り
、
之
を
「
石
中
黃
子
」
と
名
づ
け
、
三
升
迄
、
の
む
と
、
千
年
ま
で
生
き
延
び
る
、
と

「
抱
朴
子
」
十
に
出
づ
。
其
水
、
お
ひ
お
ひ
、
砂
、
又
、
細
土
と
な
る
を
、
「
石
黃
」
と
名
づ
け
る
。
彩

色
に
「
石
黃
」
と
い
ふ
は
是
れ
か
。
其
後
、
益
す
固
ま
つ
て
石
と
な
り
、
外
を
包
ん
だ
石
と
離
れ
て
、
外

の
石
を
ふ
れ
ば
、
ガ
ラ
ガ
ラ
、
鳴
る
を
、
日
本
で
「
鈴
石
」
と
名
く
。
「
譚
海
」
九
に
、
駿
州
富
士
郡
傳

法
村
住
、
吉
川
氏
の
先
祖
は
、
富
士
の
牧
狩
に
賴
朝
に
供
奉
し
た
そ
う
で
、
百
五
十
年
程
前
、
大
風
が
、

宅
後
の
大
木
の
楠
を
吹
倒
し
た
。
其
跡
よ
り
出
た
石
槨
を
開
く
と
、
徑
七
、
八
寸
ほ
ど
の
石
の
み
あ
り
。

其
石
、
眞
中
に
、
穴
、
有
て
、
内
に
丸
い
石
を
含
み
、
ふ
る
と
、
鈴
の
音
に
違
は
ず
、
「
鈴
石
」
と
號
し
、

秘
藏
し
、
事
あ
る
每
に
、
祈
れ
ば
、
驗
あ
り
。
近
年
は
、
石
の
靈
、
漸
く
薄
ら
い
だ
物
か
、
驗
、
稀
に
成

た
、
と
あ
り
。
惟
ふ
に
、
昔
し
は
、
鈴
石
の
、
よ
く
な
る
も
の
を
、
鈴
の
代
り
に
、
神
前
抔
で
用
ひ
、
年

久
し
く
成
て
、
ア
フ
リ
カ
人
の
フ
ィ
チ
シ
ュ
如
く
、
靈
、
有
て
、
人
を
助
く
、
と
信
じ
た
と
こ
ろ
も
、
日

本
に
有
た
ら
し
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
『
「
譚
海
」
九
に
、
駿
州
富
士
郡
傳
法
村
住
、
吉
川
氏
の
先
祖
は
、…

…

」
同
篇
は
事

前
に
「
譚
海 

卷
之
十
一 

駿
州
吉
川
吉
實
家
藏
鈴
石
の
事 

／
（
フ
ラ
イ
ン
グ
公
開
）
」
し
て
お
い
た
。

前
に
同
じ
く
そ
ち
ら
で
注
し
た
も
の
は
、
こ
こ
で
は
、
省
略
す
る
の
で
、
必
ず
、
そ
れ
ら
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
フ
ィ
チ
シ
ュ
」
音
写
が
不
審
だ
が
、
英
語
のw

itch

で
「
女
魔
術
師
」「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
こ
と
か
。］ 

  

禹
餘
糧
、
太
一
餘
糧
、
共
に
、
夏
の
禹
王
と
其
師
太
一
が
食
ひ
殘
し
た
穀
粉
の
化
石
と
見
立
て
の
名
だ
。

石
の
中
に
あ
る
砂
や
土
が
、
穀
の
粒
や
粉
に
似
居
る
か
ら
だ
。
他
に
草
を
も
禹
餘
糧
と
名
づ
く
、
と
あ
る
。

蒒
草
は
、
本
邦
の
本
草
家
が
海
濱
に
多
い
フ
デ
ク
サ
、
一
名
ハ
マ
ム
ギ
に
當
る
が
、
當
否
を
知
ら
ず
。
凡

そ
諸
邦
に
、
或
る
箇
人
の
飮
み
食
ひ
の
殘
分
が
、
化
石
し
、
若
く
は
、
不
斷
、
ふ
え
增
し
、
嫩
く
は
常
存

し
、
又
、
代
々
、
相
嗣
ぎ
生
じ
て
亡
び
な
い
と
信
ぜ
ら
る
ゝ
例
、
多
し
。
少
々
述
て
み
や
う
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
マ
マ
。］。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
蒒
草
は
、
本
邦
の
本
草
家
が
海
濱
に
多
い
フ
デ
ク
サ
、
一
名
ハ
マ
ム
ギ
に
當
る
が
、

當
否
を
知
ら
ず
」
『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
卷
第
六
十
一
「
雜
石
類
」
の
内
の
「
禹
餘
粮
」
』
で
注
し
た
が
、

こ
れ
は
言
っ
て
お
く
と
、
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
子
葉
類
植
物
綱
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
ス
ゲ
属
コ
ウ
ボ
ウ

ム
ギ C

a
rex

 k
o
b
o
m

u
g
i 

の
異
名
で
あ
り
、
「
筆
草
」（
フ
デ
ク
サ
）
は
コ
ウ
ポ
ウ
ム
ギ
の
異
名
で
あ
る
。
而

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/06/post-3024de.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/06/post-01a673.html


し
て
、
イ
ネ
科
の
多
年
草
で
あ
る
「
ハ
マ
ム
ギ
」
は
、
単
子
葉
植
物
綱
イ
ネ
科
エ
ゾ
ム
ギ
属
ハ
マ
ム

ギ E
lym

u
s d

a
h

u
ricu

s v
a
r. d

a
h

u
ricu

s 

で
あ
っ
て
、
全
く
の
別
種
で
あ
る
。］ 

  

一
八
五
二
年
カ
ル
カ
ッ
タ
刊
行
、
『
ベ
ン
ガ
ル
皇
立
亞
細
亞
協
會
雜
誌
』
第
廿
卷
二
四
四
頁
に
、
ヰ
ル

フ
ォ
ー
ド
大
佐
曰
く
、
印
度
、
タ
ム
ラ
チ
レ
ー
山
に
、
最
大
種
の
稷
の
大
き
さ
な
細
石
、
多
く
、
麁
挽
き

の
小
麥
粉
に
似
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］。
土
俗
、
傳
へ
い
ふ
、
昔
し
、
大
天
、
十
二
年
の
不
在

中
、
天
妃
、
每
日
、
食
を
調
の
へ
て
、
一
年
、
俟
つ
て
も
、
ま
だ
見
え
ぬ
、
十
年
、
俟
つ
て
も
、
ま
だ
見

え
ぬ
、
と
、
き
た
の
で
、
每
夜
、
捨
て
續
け
た
の
が
、
此
石
と
化
し
た
、
と
。
之
を
硏
ぎ
、
穴
あ
け
絲
を

貫
い
て
、
千
粒
、
一
ル
ピ
ー
の
割
で
、
賣
り
、
薄
黃
色
だ
か
ら
、
タ
ム
ラ
（
眞
鍮
）
と
呼
び
、
巡
禮
の
輩
、

至
つ
て
之
を
尊
ぶ
、
と
。
支
那
で
は
、
建
中
の
石
粟
は
、
諸
葛
武
侯
が
馬
を
飼
つ
た
殘
り
の
粟
の
化
す
る

と
こ
ろ
と
い
ひ
、
江
西
の
洞
中
の
石
田
に
あ
る
石
稻
も
似
た
者
ら
し
い
（「
淵
鑑
類
函
」
二
五
。
「
大
淸
一

統
志
」
二
〇
六
）
。
日
本
に
は
「
播
磨
風
土
記
」
に
、
天
日
槍
命
（
あ
ま
の
ひ
ぼ
こ
の
み
こ
と
）
、
韓
國
よ

り
來
り
、
到
二

於
宇
頭
川
底
一

而
乞
二

宿
處
於
葦
原
志
擧
乎
命
一

云
々
、
志
擧
乎
卽
許
二

海
中
一

、
爾
時
客
神

以
ㇾ
劍
攪
二

海
水
一

而
宿
ㇾ
之
、
主
神
卽
畏
二

客
神
之
盛
行
一

、
而
先
欲
ㇾ
占
ㇾ
得
ㇾ
國
、
巡
上
到
二

於
粒
丘

一

而
飡
ㇾ
之
。
於
ㇾ
此
有
二

口
落
粒
一

、
故
號
二

粒
丘
一

、
其
丘
小
石
皆
能
似
ㇾ
粒
。
〔
宇
頭

う

づ

の
川
底

か
は
じ
り

に
到
り

て
、
宿
處

や

ど

り

を
葦
原
志
擧
乎
命

あ
し
は
ら
の
し
こ
を
の
み
こ
と

に
乞
ふ
云
々
、
志
擧
乎
、
卽
ち
、
海
中
に
許
す
。
其
の
時
、
客
の
神
、
劍
を

以
つ
て
、
海
水
を
攪か

き
て
、
之
れ
に
宿
る
。
主

あ
る
じ

の
神
、
卽
ち
、
客
の
神
の
盛
ん
な
る
行
ひ
を
畏

か
し
こ

み
て
、

先
に
國
を
占
め
ん
と
欲
し
、
巡め

ぐ

り
上の

ぼ

り
て
「
粒

丘

い
ひ
ぼ
の
を
か

」
に
到
り
て
、
之
れ
を
飡く

ら

ふ
。
此
に
於
い
て
、
口
よ

り
、
粒

い
ひ
ぼ

、
落
つ
。
故か

れ

、「
粒
丘
」
と
名
づ
く
。
其
の
丘
の
小
石
、
皆
、
能
く
、
粒
に
似
た
り
。〕
粒
丘
は
イ

ヒ
ボ
ノ
ヲ
カ
と
訓
む
。
神
の
口
よ
り
落
た
飯
粒
が
化
石
し
た
の
だ
。
「
諸
國
里
人
談
」
三
に
は
、
周
防
の

氷
上
山
は
、
昔
し
、
每
年
二
月
十
三
日
、
「
北
辰
尊
星
の
祭
」
有
て
、
千
種
百
味
を
備
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。
］
、
日
本
第
一
の
靈
驗
あ
る
大
祭
だ
つ
た
。
「
運
の
祭
り
」
と
て
、
多
々
良
家
、
千
餘
歲
續
き

祭
つ
た
内
は
、
年
每
に
、
星
が
降
つ
た
。
天
文
十
八
年
よ
り
、
降
り
已
み
、
（
二
年
後
に
）
義
隆
、
亡
び
、

祭
は
斷
絕
し
た
。
昔
し
の
祭
供
、
土
石
と
成
て
、
地
に
埋
も
り
、
米
石
餠
・
土
饅
頭
あ
り
。
掘
出
し
て
、

流
行
病
を
防
ぎ
、
瘧
を
落
す
に
妙
な
り
、
と
見
ゆ
。
伊
賀
の
淨
福
寺
邊
に
、
大
き
な
集
合
岩
あ
つ
て
「
御

飯
石
」
と
呼
れ
、
異
僧
が
炊
い
だ
飯
の
化
石
と
い
ふ
。
信
濃
飯
綱
山
近
く
、
黴
菌
土
あ
つ
て
、
味
、
麥
飯

の
如
く
、
食
用
す
べ
し
。
「
餓
鬼
の
飯
」
と
呼
ぶ
。
越
中
新
川
郡
の
糟
岩
は
、
昔
し
、
長
者
、
酒
糟
を
捨

て
た
の
が
、
此
岩
と
成
た
と
て
、
神
と
崇
め
、
祭
禮
の
時
、「
南
無
糟
明
神
」
と
唱
ふ
る
由
。
（
藤
澤
君
の

『
日
本
傳
說
叢
書
』
伊
賀
の
卷
、
二
三
一
頁
。
同
、
信
濃
の
卷
、
五
九
頁
。「
越
中
舊
事
記
」
上
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
建
中
」
後
の
対
表
現
か
ら
地
名
と
し
か
思
わ
れ
な
い
の
で
、
調
べ
た
が
、
こ
の
地
名

は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
で
「
淵
鑑
類
函
」
の
第
二
十
五
巻
を
調
べ
た
と
こ

ろ
が
、
熊
楠
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。「
洞
一
」
の[0

3
0

-2
8
a

] 

及
び[0

3
0
-2

8
b

]

の
箇
所
を
見
ら
れ
た

い
が
、『
黔
中
郡
南
石
厓
屹
立
傍
有
石
洞
深
數
丈
相
傳
諸
葛
亮
征
九
溪
蠻
嘗
過
此
留
宿
洞
中
設
一
牀
懸
粟
一

握
以
秣
馬
後
遂
化
為
石
牀
石
粟
至
今
』
で
、
「
黔
中
」
が
正
し
い
。
現
代
仮
名
遣
で
「
け
ん
ち
ゅ
う
」
と
読

み
、
も
と
、
戦
国
時
代
の
楚
の
町
の
名
で
、
後
の
秦
代
に
な
っ
て
「
黔
中
郡
」
が
置
か
れ
た
。 

沅
江
中
流
に

位
置
し
、
現
在
の
湖
南
省
常
徳
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
の
西
に
相
当
す
る
。 

https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/030
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B9%96%E5%8D%97%E7%9C%81+%E5%B8%B8%E5%BE%B3%E5%B8%82/@29.370086,110.0933134,6.67z/data=!4m6!3m5!1s0x369c5776110edc2f:0x3135a44e94030fe4!8m2!3d29.0315799!4d111.69854!16zL20vMDkwYnB3?entry=ttu


「
イ
ヒ
ボ
ノ
ヲ
カ
」
底
本
で
は
「
イ
ヒ
ホ
ノ
オ
カ
」
で
あ
る
が
（「
選
集
」
は
歴
史
的
仮
名
遣
を
廃
し
て
い

る
た
め
「
イ
イ
ボ
ノ
オ
カ
」
で
話
に
な
ら
な
い
）、
所
持
す
る
岩
波
文
庫
「
風
土
記
」（
武
田
祐
吉
編
一
九
八

七
年
刊
）
の
「
播
磨
風
土
記
」
に
拠
っ
て
特
異
的
に
訂
し
た
。 

『
「
諸
國
里
人
談
」
三
に
は
、
周
防
の
氷
上
山
は
、…

…

』
「
諸
國
里
人
談
卷
之
三 

土
饅
頭
」
は
既
に
二

〇
一
八
年
に
電
子
化
注
し
て
い
る
の
で
、
見
ら
れ
た
い
。 

「
伊
賀
の
淨
福
寺
」
三
重
県
伊
賀
市
古
郡
に
あ
る
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・

デ
ー
タ
）。 

「
餓
鬼
の
飯
」
飯
綱
山
は
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
だ
が
、
こ
れ
は
、
長
野
県
小
諸
市
御

幸
町
の
天
然
記
念
物
「
テ
ン
グ
ノ
ム
ギ
メ
シ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
。
前
注
し
た
「
諸
國
里
人

談
卷
之
三 

土
饅
頭
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  

後
魏
の
楊
衒
之
の
「
洛
陽
伽
藍
記
」
五
に
、
宋
雲
と
惠
生
と
正
光
元
年
（
西
曆
五
二
〇
年
）
乾
陀
羅
國

に
入
り
、
肉
を
割
て
鴿
を
救
ふ
た
で
、
名
高
い
尸
毘
王
の
倉
の
燒
阯
を
み
る
に
、
焦
た
粳
米
、
今
に
在
り
、

一
粒
を
服
す
れ
ば
、
永
く
瘧
を
絕
つ
。
國
民
、
禁
日
を
須
て
之
を
取
る
、
と
あ
り
（
一
九
〇
六
年
板
、
ピ

ー
ル
「
佛
徒
西
域
記
」
、
第
一
卷
一
二
五
章
）。
印
度
よ
り
、
支
那
を
經
て
、
日
本
に
傳
へ
た
者
か
、
日
本
、

亦
、
昔
し
、
燒
け
た
倉
趾
か
ら
出
る
燒
米
石
が
熱
病
を
治
す
と
い
う
處
あ
り
（
『
鄕
土
硏
究
』
第
四
卷
第

三
號
、
中
川
氏
の
「
白
米
城
の
話
」）。 

 

「
山
州
名
跡
志
」
六
に
云
く
、
每
歲
六
月
十
九
日
の
夜
、
鞍
馬
寺
の
法
事
を
左
義
長
谷
で
行
な
ふ
。
古

は
、
正
月
、
左
義
長
の
如
く
、
竹
を
立
て
燒
た
り
。
中
頃
よ
り
、
松
明
の
如
く
し
て
、
燒
く
。
傳
て
云
ふ
、

多
門
天
は
、
人
道
の
衆
生
に
福
を
授
く
る
誓
ひ
有
て
、
其
福
、
滿
足
せ
り
。
然
し
、
衆
生
、
諸
煩
に
遮
ら

れ
て
得
る
に
由
な
し
。
故
に
、
徒
に
朽
る
を
以
て
、
燒
亡
し
給
ふ
。
其
相
を
擬
し
て
、
衆
生
に
み
せ
し
む

云
々
。
大
和
志
貴
山
、
亦
、
此
天
の
燒
き
玉
ふ
と
て
、
土
中
に
燒
米
あ
り
、
そ
こ
を
米
尾
と
い
ふ
、
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
「
山
州
名
跡
志
」
六
に
云
く
、
每
歲
六
月
十
九
日
の
夜
、…

…

』
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
京
都
叢
書
』
第
十
九
巻
（
増
補
・
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
刊
）
の
こ

ち
ら
で
当
該
部
が
視
認
出
来
る
（
右
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
左
義
長
谷
（
サ
ギ
チ
ヤ
ウ
ダ
ニ
）」
の
項
）。
上
野

本
文
中
の
読
み
は
、
一
部
を
そ
ち
ら
の
記
載
と
ル
ビ
に
従
っ
て
変
更
・
補
塡
し
た
。 

「
左
義
長
谷
」
前
注
の
リ
ン
ク
先
の
本
文
の
頭
に
こ
の
谷
の
位
置
を
「
樓
門
に
向
ふ
巽
の
嶺
に
在
り
」

（
以
上
の
原
本
で
は
漢
文
訓
点
附
き
）
と
あ
る
の
で
、
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
で
、
こ

の
中
央
か
ら
南
東
に
延
び
る
谷
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
。］ 

  

唐
の
末
、
兵
起
つ
た
時
、
山
西
の
趙
氏
の
女
が

嫂
あ
に
よ
め

と
共
に
遁
る
ゝ
折
か
ら
大
旱
り
で
、
久
し
く
行
く

内
、
喉
が
渴
し
た
。
或
人
、
見
か
ね
て
米
の
洗
ひ
水
を
吳
た
の
を
、
嫂
は
飮
だ
が
、
其
夫
の
妹
は
受
け
ず
。

溝
中
に
、
ぶ
ち
あ
け
て
、
渴
死
し
た
。
そ
の
溝
の
水
は
、
今
に
、
し
ろ
水
の
樣
に
白
い
か
ら
、
「
漿
中
溝
」

と
名
づ
く
。
日
本
で
も
、
若
狹
の
大
飯
郡
音
海
村
の
山
下
に
、
三
の
岩
穴
、
各
、
常
に
水
あ
り
。
一
つ
は

酢
、
一
つ
は
酒
、
一
つ
は
醤
油
の
味
、
あ
り
。
野
菜
・
海
藻
な
ど
に
和
し
て
食
へ
ば
、
造
釀
の
も
の
と
異

ら
ね
ど
、
魚
・
鳥
を
煮
る
と
、
味
、
必
ず
變
る
。
弘
法
大
師
、
こ
ゝ
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
來

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-eb28.html
https://www.google.com/maps/place/%E5%B8%B8%E7%A6%8F%E5%AF%BA/@34.673002,136.0697342,10z/data=!4m15!1m8!3m7!1s0x600154dd157336d3:0x5c33bb14ca75e02b!2z44CSNTE4LTAxMTMg5LiJ6YeN55yM5LyK6LOA5biC5Y-k6YOh!3b1!8m2!3d34.6813493!4d136.1601479!16s%2Fg%2F1pxyq4whx!3m5!1s0x600154ed1567c433:0x14a81dd0dcb798e1!8m2!3d34.684777!4d136.15307!16s%2Fg%2F1tfssszk?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E9%A3%AF%E7%B8%84%E5%B1%B1/@36.5830722,137.793604,10.17z/data=!4m6!3m5!1s0x5ff628d7cf2aefd7:0x45c94e758c6a5d1e!8m2!3d36.7393153!4d138.1331632!16s%2Fm%2F027mdlr?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%86%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%8E%E3%83%A0%E3%82%AE%E3%83%A1%E3%82%B7%E7%94%A3%E5%9C%B0/@36.1665511,138.1020575,8.79z/data=!4m6!3m5!1s0x601dc9a27eef4d67:0xa011d9e0bc44b271!8m2!3d36.3181037!4d138.4314812!16s%2Fg%2F11g6mscfbs?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-eb28.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-eb28.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/1877556/1/99
https://dl.ndl.go.jp/pid/1877556/1/99
https://dl.ndl.go.jp/pid/1877556/1/99
https://www.google.com/maps/place/%E4%BB%81%E7%8E%8B%E9%96%80/@35.1128467,135.7742424,647m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6001a66b0d18613d:0x44da4ce8412c3eb9!8m2!3d35.114314!4d135.772953!16s%2Fg%2F11c74ck1n_?hl=ja&entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E4%BB%81%E7%8E%8B%E9%96%80/@35.1128467,135.7742424,647m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6001a66b0d18613d:0x44da4ce8412c3eb9!8m2!3d35.114314!4d135.772953!16s%2Fg%2F11c74ck1n_?hl=ja&entry=ttu


た
り
、
修
行
の
時
、
造
つ
た
そ
う
で
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、「
大
師
洞
」
と
稱
へ
る
由
（
「
大
淸
一

統
志
」
一
一
〇
。
「
若
狹
郡
縣
志
」
三
）。
故
高
木
敏
雄
氏
の
「
曰
本
傳
說
集
」
二
一
〇
頁
に
、
飛
驒
の
益

田
郡
中
原
村
の
「
孝
行
水
」
て
ふ
小
池
は
、
路
傍
に
あ
り
。
昔
し
、
瀕
死
の
父
が
、
若
い
時
、
琵
琶
湖
の

水
を
飮
ん
で
旨
か
つ
た
と
思
ひ
出
し
、
今
一
度
、
あ
の
水
を
飮
で
死
に
た
い
と
云
た
。
其
子
、
孝
心
、
篤

く
、
直
ぐ
、
出
で
立
つ
て
、
琵
琶
湖
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
急
行
し
、
其
水
を
持
來
り
、
見
れ

ば
、
父
は
死
ん
で
居
た
。
大
い
に
失
望
し
て
、
水
を
、
器
に
盛
つ
た
ま
ゝ
、
路
傍
に
落
し
、
そ
こ
が
、
忽

ち
、
池
と
な
り
、
今
に
、
增
減
・
澄
濁
、
み
な
、
か
の
湖
に
應
ず
と
云
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
若
狹
の
大
飯
郡
音
海
村
」
若
狭
湾
湾
奥
の
西
部
分
の
岬
の
先
端
に
福
井
県
大
飯
郡

高
浜
町
（
た
か
は
ま
ち
ょ
う
）
音
海
（
お
と
み
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
）
が
あ
る
。

ず
っ
と
以
前
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
斉
藤
喜
一
氏
の
サ
イ
ト
「
丹
後
の
地
名
」
の
「
音
海
（
お
と
み
） 

福
井
県
大
飯
郡
高
浜
町
音
海
」
の
ペ
ー
ジ
で
、
こ
の
「
大
師
洞
」
が
岬
の
北
の
本
当
の
先
っ
ぽ
の
「
音
海

断
崖
」
（
同
前
）
に
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
こ
の
「
音
海
断
崖
」
に
、
『
内
浦
半
島
の
突
端
に
あ
り
、
北

向
き
海
岸
で
船
で
外
海
へ
出
な
い
こ
と
に
は
見
え
な
い
。
壮
大
な
海
食
崖
と
い
う
。
「
若
狭
国
志
」
に

「
巌
壁
高
サ
数
十
丈
、
鷹
鳥
巣
ヲ
為
ル
。
其
下
ニ
巌
洞
有
リ
、
大
師
洞
卜
称
ス
。
広
大
宛
モ
大
堂
ノ
若
シ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
押
回
鼻
と
今
戸
鼻
の
間
約2

㎞
に
わ
た
っ
て
最
高2

6
0

m

の
断
崖
が
続
く
。
安
山
岩
質
の

岩
石
海
岸
が
荒
波
に
よ
り
浸
食
さ
れ
た
も
の
で
、
崖
下
に
は
大
師
洞
・
十
二
艘
洞
な
ど
海
食
洞
も
多
い
。

中
で
も
十
二
艘
洞
は
巨
大
で
、
高
さ2

0
m

 

・ 

奥
行6

0
m

も
あ
る
そ
う
』
と
あ
っ
て
、「
高
浜
町
誌
」
か
ら

引
い
て
、
『
押
回
鼻
に
は
洞
穴
が
あ
り
』
、
『
大
師
洞
と
い
う
。
洞
中
に
三
つ
の
岩
壷
が
あ
っ
て
醤
油
壺
、

醋
壷
、
酒
壷
と
海
水
の
味
が
か
わ
り
泰
澄
大
師
が
祀
っ
て
あ
る
』
と
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
が
現
存
す
る

か
ど
う
か
は
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
が
、
場
所
が
場
所
だ
け
に
、
よ
く
判
ら
な
い
。 

「
若
狹
郡
縣
志
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
大
日
本
地
誌
大
系
』
第
十
三
冊
（
大

正
六
（
一
九
一
七
）
年
刊
）
所
収
の
同
書
を
確
認
、
こ
こ
の
左
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
「
大
師
ヵ
洞ウ

ロ

」
と
あ
る

の
が
そ
れ
。 

『
高
木
敏
雄
氏
の
「
曰
本
傳
說
集
」
二
一
〇
頁
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
原
本

（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
刊
）
の
当
該
部
が
視
認
出
来
る
。
附
記
も
あ
る
の
で
、
是
非
、
読
ま
れ
た

い
。］ 

  

一
向
宗
徒
は
、
越
後
の
八
房
の
梅
を
祖
師
の
靈
驗
と
崇
む
。
親
鸞
聖
人
、
鳥
屋
野
に
宿
つ
た
時
、
亭
主

馳
走
し
て
鹽
漬
の
梅
を
獻
じ
た
。
聖
人
、
食
つ
て
、
核
を
取
り
、
庭
に
投
て
、
「
我
が
敎
ゆ
る
法
が
繁
昌

す
る
な
ら
、
こ
の
核
よ
り
、
梅
の
木
が
生
ぜ
よ
。
」
と
言
た
。
後
ち
、
果
し
て
、
生
え
、
其
梅
、
千
葉
の

紅
花
で
、
一
朶
に
八
顆
あ
り
、
味
ひ
、
や
ゝ
鹹
し
と
い
ふ
（
「
和
漢
三
才
圖
會
」
六
八
）
。
「
本
草
圖
譜
」

五
八
に
圖
、
白
井
光
太
郞
博
士
の
「
植
物
妖
異
考
」
一
に
說
明
あ
り
。
「
三
度
栗
」
、
亦
、
「
親
鸞
の
靈
驗
」

と
云
ふ
。
聖
人
、
分
田
村
を
過
る
時
、
一
婦
、
燒
栗
を
持
つ
て
餽
つ
た
。
上
野
の
原
で
休
む
時
、
之
を
食

ひ
、
餘
り
を
、
地
に
埋
め
て
、「
我
法
、
後
世
に
昌
え
な
ば
、
此
燒
栗
、
再
生
す
べ
し
。」
と
言
た
。
不
日

に
、
芽
を
出
し
、
今
は
林
と
な
り
、
歲
に
、
三
度
、
實
の
る
、
と
（
「
和
三
」
其
他
同
前
）
。
天
武
天
皇
に

も
同
樣
の
話
あ
り
、
「
宇
治
拾
遺
」
に
出
づ
。
伯
耆
の
後
醍
醐
帝
の
「
齒
形
栗
」
も
同
類
異
話
だ
。
常
陸

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92919-2361+%E7%A6%8F%E4%BA%95%E7%9C%8C%E5%A4%A7%E9%A3%AF%E9%83%A1%E9%AB%98%E6%B5%9C%E7%94%BA%E9%9F%B3%E6%B5%B7/@35.5398733,135.5073395,7277m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x5fff811ef3cf2a39:0x371b6693ed36d71d!8m2!3d35.5412228!4d135.5114984!16s%2Fg%2F1pxyqd95q?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92919-2361+%E7%A6%8F%E4%BA%95%E7%9C%8C%E5%A4%A7%E9%A3%AF%E9%83%A1%E9%AB%98%E6%B5%9C%E7%94%BA%E9%9F%B3%E6%B5%B7/@35.5398733,135.5073395,7277m/data=!3m2!1e3!4b1!4m6!3m5!1s0x5fff811ef3cf2a39:0x371b6693ed36d71d!8m2!3d35.5412228!4d135.5114984!16s%2Fg%2F1pxyqd95q?entry=ttu
http://tangonotimei.com/wakasa/takahama/otomi.html
http://tangonotimei.com/wakasa/takahama/otomi.html
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鹿
島
の
社
の
側
の
栗
林
も
、
神
の
食
ひ
殘
し
の
燒
栗
よ
り
、
生
え
た
由
（
加
藤
咄
堂
「
日
本
風
俗
志
」
三
、

新
松
氏
「
神
道
辯
草
」）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
六
八
』
の
親
鸞
の
事
績
二
つ
は
所
持
す
る
原
本
の
当
該
部

（
「
越
後
」
地
誌
パ
ー
ト
内
の
「
當
國 

神
社
佛
閣
名
所
」
の
一
節
）
か
ら
訓
読
（
送
り
仮
名
や
読
み
の

一
部
は
私
が
加
え
て
あ
る
）
し
た
も
の
を
以
下
に
示
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
二
つ
は
、
並
置
さ
え
れ
て
あ

る
。
な
お
、
標
題
は
原
本
で
は
一
行
目
冒
頭
か
ら
で
（
△
も
こ
れ
の
み
、
第
一
字
目
位
置
に
あ
る
）
、
本

文
は
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

八
房

や
つ
ふ
さ

の
梅 

同
郡
白
川
の
庄

し
や
う

小
島
村
に
在
り
。 

親
鸞
聖
人
鳥
屋

と

や

野の

に
止
住

し
ぢ
ゆ
う

あ
る
時
、
民
家
に
入
り
、
亭
主
、
饗
應
し
、
且
つ
、
鹽
漬
梅
を
獻け

ん

ず
る
。
師
、

之
れ
を
吃き

つ

し
て
、
核た

ね

を
採
り
て
、
庭
園
に
投
じ
て
曰
く
、
「
敎
ふ
る
所
の
法ほ

ふ

、
如も

し
、
宜
し
く
繁
昌
す
べ

く
ば
、
乃

す
な
は

ち
、
此
の
核
、
當ま

さ

に
活
生
す
べ
し
。
」
と
。
果
た
し
て
、
言
ふ
ご
と
く
に
生
へ
て
、
而
も
、
其

の
梅
、
千
葉

せ
ん
え
ふ

の
紅
花
、
一
朶

ひ
と
え
だ

に
八
顆

や
つ
ふ
さ

有
り
て
、
味
、
稍や

や

、

鹹
し
は
ゝ
ゆ

く
、
人
、
以
つ
て
、
奇
と
爲
す
。
俗
、
之

れ
を
「
八
房
の
梅
」
と
稱
す
。
其
の
末
孫

ば
つ
そ
ん

、「
小
島
の
佐
五
助
」
と
名
づ
く
。
其
の
家
、
相
ひ
續
く
。 

三
度
栗 

同
郡
上う

は

野の

が
原
に
在
り
。 

 

相
ひ
傳
ふ
、
親
鸞
聖
人
、
分ぶ

ん

田だ

村
を
過よ

ぎ

る
時
、
一
婦
、
有
り
、
燒や

き

栗ぐ
り

を
持
ち
て
、
塗み

ち

に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
道
中
に
。
］
饋を

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
読
み
は
マ
マ
。
］
く
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
貴
人
に
食
事
を
す

す
め
供
す
る
」
の
意
。］
。
安
田
村
に
至
り
、
六
字
の
名
號
を
書
き
て
、
之
れ
を
賜
ふ
【
其
の
名
號
、
今
、

安
田
川
の
孝
順
寺
に
在
り
。
】。
休
息
し
、
彼か

の
燒
栗
を
吃
し
、
餘
る
所
を
以
つ
て
、
地
に
埋
め
て
曰
く
、

「
我
が
法
、
後
世

こ
う
せ
い

、
昌

さ
か
ん

な
ら
ば
、
乃

す
な
は

ち
、
燒
栗
、
再
生
す
べ
し
。
」
と
。
不
日

ふ

じ

つ

に
、
芽め

を
生

し
や
う

じ
、
果
し

て
、
今
、
栗
林
と
成
る
【
長
さ
八
町
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
厄
八
百
七
十
三
メ
ー
ト
ル
。
］、
横
十
五
町
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
約
一
・
六
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、］
許ば

か

り
。】。
而
も
、
毎
歳

ま
い
と
し

、
三
度
、
子み

を
結
ぶ
云
云

う
ん
ぬ
ん

。 

△
按
ず
る
に
、
常
州
、
西
念
寺
の
前
に
も
亦
、
此
の
ご
と
き
の
栗
の
林
、
有
り
。
恐
ら
く
は
、
共
に
、
是

れ
、
後
人
の
附
會
な
ら
ん
。
信
州
・
總
州
・
紀
州
熊
野
の
山
中
に
、
栗
、
有
り
、
俗
、
之
れ
を
「
芝
栗
」

と
謂
ふ
。
其
の
樹き

、
甚
だ
は
喬た

か

か
ら
ず
、
其
の
子み

、
薄
匾

う
す
ひ
ら
た

に
、
小
さ
く
し
て
、
糓
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
穀
」
の
異
体
字
だ
が
、
「
殼か

ら

」
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。
］
、
焦
黑
色

こ
げ
く
ろ
い
ろ

を
帶
ぶ
。
「
本
草
」
に
所
謂
る
、
「
栭さ

さ

栗ぐ
り

」

【
一
名
「
茅し

ば

栗ぐ
り

」
。
】
の
類
、
是
れ
な
ら
ん
。
鸞
師
、
嘗
て
鎌
倉
の
選
擧

せ
ん
き
よ

に
因よ

り
て
、
「
一
切
經
」
を
校
合

き
や
う
が
ふ

し
、
數
千
卷

す
せ
ん
く
わ
ん

を
紬
繹

ち
う
え
き

し
て
、
悉
く
、
大
意
を
諳そ

ら

ん
ず
。
其
の
智
德
、
以
つ
て
知
る
べ
し
。
而し

か

も
自

み
づ
か

ら
「
愚ぐ

禿と
く

」
と
称
す
。
豈
に
華く

わ

言げ
ん

を
喜
ば
ん
や
。
然し

か

と
雖
も
、
億
兆
の
祖
と
爲な

る
。
皆
、
必
ず
、
天
性
の
妙
、
有

り
。
故
に
其
の
餘よ

の
靈
異
は
、
悉
く
、
詰な

じ

る
べ
か
ら
ず
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
後
者
の
「
三
度
栗
」
は
、
「
譚
海 

卷
之
二 

同
國
宿
運
寺
古
錢
土
中
よ
り
掘
出
せ
し
事
幷
小
金
原

三
度
栗
の
事
」
、
及
び
、
「
北
越
奇
談 

巻
之
二 

俗
説
十
有
七
奇 

（
パ
ー
ト
６ 

其
五
「
冬
雷
」
・
其

六
｛
三
度
栗
」
・
其
七
「
沖
の
題
目
」
）
｝
（
そ
こ
で
の
私
の
注
が
本
篇
に
最
も
合
う
。
「
八
房
の
梅
」
も
出

て
く
る
）
、
『
「
南
方
隨
筆
」
底
本
正
規
表
現
版
「
紀
州
俗
傳
」
パ
ー
ト 

「
六
」』
で
は
紀
州
熊
野
の
そ
れ

へ
の
言
及
が
あ
る
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/07/post-0a52.html
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/08/post-9bce.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/07/post-671a80.html


『
「
本
草
圖
譜
」
五
八
に
圖
』
江
戸
後
期
の
本
草
家
岩
崎
常
正
（
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
～
天
保
一
三

（
一
八
四
二
）
年
：
号
は
灌
園
（
か
ん
え
ん
）
。
幕
府
の
徒
士
（
か
ち
）
の
子
で
江
戸
下
谷
三
枚
橋
に
生

ま
れ
た
。
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
に
幕
府
に
出
仕
し
た
。
本
草
学
を
、
か
の
小
野
蘭
山
に
学
ん
だ
）
が

文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
に
完
成
さ
せ
た
一
大
図
譜
で
全
九
十
六
巻
九
十
二
冊
。
天
保
元
（
一
八
三
〇
）

年
か
ら
没
後
の
弘
化
（
一
八
四
四
）
年
に
か
け
て
出
版
し
た
。
外
国
産
も
加
え
た
実
に
約
二
千
種
も
の
植

物
を
収
載
す
る
江
戸
時
代
最
大
の
彩
色
植
物
図
鑑
で
あ
る
。
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
こ
が
当
該
種
。
筆
頭
標
題
は
「
重
葉
梅

ち
よ
う
え
ふ
ば
い

」
と
あ
っ
て
、
以
下
に

「
ざ
く
ん
ば
い
」
「
や
つ
う
め
」
「
や
つ
ぶ
さ
」
と
あ
っ
て
、
『
越
後
の
国
の
名
産
也
。
花
千
葉
淡
紅
色
。

良
香
あ
り
。
一
蒂
』
（
ひ
と
へ
た
）
『
に
初
メ

よ
り
は
九
実
を
結
び
、
熟
す
る
に
随
て
、
二
、
三
、
実
、
残

る
』（
句
読
点
は
私
が
振
っ
た
）
と
あ
る
。 

『
「
植
物
妖
異
考
」
一
に
說
明
あ
り
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
の
当
該
部
を

見
ら
れ
た
い
。
九
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
記
載
で
、
後
半
は
植
物
学
上
の
比
定
と
学
術
的
記
載
と
な
っ
て
い
る
。 

「
和
三
」「
和
漢
三
才
図
会
」。 

『
天
武
天
皇
に
も
同
樣
の
話
あ
り
、
「
宇
治
拾
遺
」
に
出
づ
』
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
巻
十
五
の
第
一
話

「
淸
見
原
天
皇
與
大
友
皇
子
合
戰
事
」（
淸
見
原
天
皇
、
大
友
皇
子
と
合
戰
の
事
）
を
指
す
。
「
や
た
が
ら

す
ナ
ビ
」
の
こ
ち
ら
で
、
新
字
で
あ
る
が
、
電
子
化
さ
れ
た
も
の
で
読
め
る
。 

『
伯
耆
の
後
醍
醐
帝
の
「
齒
形
栗
」
』
「
米
子
市
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
安
養
寺
の
歯
形
栗
」
を
見
ら
れ
た

い
。］ 

  

ナ
ス
ロ
ル
ラ
ー
・
セ
ム
マ
ン
ド
は
網
打
ち
に
長
じ
、
沙
漠
の
砂
上
に
網
打
つ
て
も
必
ず
魚
を
獲
た
と
い

ふ
。
予
、
曾
て
、
ダ
マ
ス
ク
ス
よ
り
緣
玉
井
（
ペ
ー
ル
・
ゼ
ム
ロ
ッ
ド
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
で
は

な
く
、
本
文
。
］
に
到
つ
た
時
、
巡
禮
輩
、
沙
原
中
よ
り
、
大
小
の
魚
、
夥
し
く
集
め
持
ち
來
り
、
煮
て

食
ひ
、
昔
し
、
囘
祖
が
、
ナ
ス
ロ
ル
ラ
ー
・
セ
ム
マ
ン
ド
に
、
砂
中
に
網
打
て
取
し
め
た
魚
の
殘
り
だ
と

云
た
、
と
、
エ
ヴ
リ
ア
・
エ
ッ
フ
ェ
ン
ジ
が
言
た
。
或
る
マ
レ
ー
人
は
、
ザ
ン
ノ
イ
オ
は
、
囘
祖
が
豕
を

食
ふ
を
禁
ぜ
ぬ
内
、
食
ふ
た
豕
の
殘
肉
よ
り
生
じ
た
と
い
ふ
。
熊
楠
言
く
、
是
は
、
肉
味
が
似
た
よ
り
言

ふ
の
だ
。
又
、
シ
サ
・
ナ
ビ
（
囘
祖
の
殘
食
）
て
ふ
鰈か

れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
は
マ
マ
。
］
は
、
最
初
、

體
の
兩
側
に
、
等
量
の
肉
、
あ
つ
た
。
そ
の
一
側
を
、
囘
祖
が
食
つ
て
、
殘
り
を
海
に
投
入
る
と
、
蘇
生

し
て
、
今
迄
、
繁
殖
し
た
が
、
一
側
の
肉
、
他
側
よ
り
多
く
て
、
扁
魚
と
成
り
了
つ
た
と
い
ふ
。
西
曆
五

世
紀
に
カ
ム
ボ
ジ
ア
で
活
動
し
た
暹
羅
人
ネ
ア
イ
・
ル
オ
ン
グ
が
、
ク
ラ
ン
魚
を
食
ふ
て
殘
し
た
頭
と
背

骨
斗
り
、
そ
れ
が
、
復
活
し
て
、
今
に
生
き
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
］
（
一
八
七
六
年
、
ワ
ー
タ

ー
編
纂
、
サ
ウ
ゼ
イ
『
隨
得
手
錄
』
二
輯
五
二
一
頁
。
一
九
〇
〇
年
板
、
ス
キ
ー
ト
「
巫
來
方
術
」
三
〇

六
頁
以
下
。
一
八
八
三
年
、
パ
リ
板
、
ム
ラ
「
柬
埔
塞
王
國
誌
」
二
卷
一
三
頁
）
。
支
那
で
は
、
吳
王
、

江
を
渡
る
船
中
で
、
鱠
を
食
ふ
た
殘
り
を
、
中
流
に
棄
て
た
の
が
、
鱠
片
の
や
う
な
魚
に
化
し
、
今
に
あ

り
、
「
吳
王
鱠
餘
」
と
も
「
鱠
殘
魚
」
と
も
「
王
餘
魚
」
と
も
名
く
。
和
漢
と
も
、「
王
餘
魚
」
を
「
鰈か

れ

」

と
心
得
た
學
者
、
あ
り
。
予
は
、
そ
の
何
書
に
よ
つ
て
立
說
し
た
か
を
知
ね
ど
、
支
那
の
一
部
、
亦
、
巫

來
人
の
シ
サ
・
ナ
ビ
同
樣
、
鰈
を
某
王
の
殘
食
と
云
傳
へ
る
所
が
あ
る
の
だ
（
「
和
漢
三
才
圖
會
」
五
一
。

https://dl.ndl.go.jp/pid/926423/1/17
https://dl.ndl.go.jp/pid/926423/1/17
https://dl.ndl.go.jp/pid/1382104/1/93
https://yatanavi.org/text/yomeiuji/uji186
https://yatanavi.org/text/yomeiuji/uji186
https://www.city.yonago.lg.jp/9569.htm


「
閩
書
南
產
志
」
二
）。
「
筠
庭
雜
錄
」
上
に
、
陸
次
雲
の
「
纖
志
志
餘
」
に
、
半
面
魚
、
相
傳
、
越
王
食

ㇾ
魚
未
盡
、
半
棄
二

海
中
一

、
故
其
種
止
具
二

半
面
一

。〔
半
面
魚
。
相
傳
ふ
、「
越
王
、
魚
を
食く

ら

ひ
て
、
未
だ

盡
さ
ざ
る
に
、
半
ば
を
海
中
に
棄
つ
。
故
に
、
其
の
種
は
、
止た

だ
、
半
面
を
具そ

な

ふ
る
の
み
。」
と
。
〕
但
し
、

吳
王
、
越
王
、
又
、
寶
誌
和
尙
が
こ
と
な
り
、
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
言
り
、
と
。
寧
國
府
、
琴
溪
に
、
一

種
の
小
魚
あ
り
。
仙
人
琴
高
、
藥
滓
を
投
じ
て
化
し
た
、
と
て
、
「
琴
高
魚
」
と
い
ふ
。
每
年
、
三
月
に
、

數
十
萬
、
一
日
に
來
り
、
集
ま
る
を
、
網
で
取
て
、
鹽
漬
に
し
、
乾
し
、
土
冝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
み

や
げ
」（
土
産
）
と
読
む
。
「
冝
」
は
「
宜
」
の
異
体
字
。］
と
な
す
、
と
（「
琅
邪
代
醉
編
」
八
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ザ
ン
ノ
イ
オ
」
話
の
流
れ
か
ら
、
食
べ
た
魚
の
一
部
を
「
残
」
し
て
水
中
に
投
げ
入

れ
て
生
じ
た
た
と
こ
ろ
「
の
魚
」
な
ど
と
と
っ
て
は
誤
り
な
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
邦
で

の
「
人
魚
」
の
正
体
の
第
一
番
に
モ
デ
ル
候
補
と
さ
れ
る
、
イ
ン
ド
洋
・
西
太
平
洋
・
紅
海
に
棲
息
す
る
哺

乳
綱
海
牛
（
ジ
ュ
ゴ
ン
）
目
ジ
ュ
ゴ
ン
科
ジ
ュ
ゴ
ン
属
ジ
ュ
ゴ
ン D

u
g
o
n

g
 d

u
g
o
n

 

の
本
邦
の
生
息
域
で
あ

る
奄
美
群
島
か
ら
琉
球
諸
島
に
か
け
て
の
方
言
。
ウ
ィ
キ
の
「
ジ
ュ
ゴ
ン
」
に
よ
れ
ば
、
『
英
名
』D

u
g
o
n
g

『
は
マ
レ
ー
語 

の
『d

u
y
u
n
g
 

が
』、『
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
タ
ガ
ロ
グ
語
経
由
で
入
っ
た
も
の
で
、

「
海
の
貴
婦
人
」（lad

y
 o

f th
e sea

）
の
意
味
だ
と
い
う
』。
な
お
、
漢
名
「
儒
艮
」
は
そ
の
音
の
当
て
字

で
あ
る
。
本
邦
の
同
地
域
で
、
『
「
ザ
ン
」
、
「
ザ
ン
ヌ
イ
ユ
ー
」
・
「
ザ
ン
ノ
イ
ヨ
」
・
「
ザ
ン
ノ
イ
ユ
」
（
ザ

ン
の
魚
）
、
「
ア
カ
ン
ガ
イ
」
・
「
ア
カ
ン
グ
ヮ
ー
イ
ュ
ー
」
（
ア
カ
ン
グ
ヮ
ー
は
赤
ち
ゃ
ん
で
、
イ
ュ
ー
は

魚
と
い
う
意
味
）
』
『
な
ど
と
呼
ば
れ
る
』
。
『
な
お
、
「
ザ
ン
ヌ
イ
ユ
ー
」
を
大
和
言
葉
化
し
た
「
ざ
ん
の

い
を
」
の
語
形
も
あ
っ
て
、
「
犀
魚
」
の
字
を
あ
て
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
る
』
。
『
ま
た
、
宮
古
列
島
に

は
「
ヨ
ナ
タ
マ
」
・「
ヨ
ナ
イ
タ
マ
」、
八
重
山
列
島
の
新
城
島
』
（
あ
ら
ぐ
す
く
じ
ま
）
『
に
は
「
ザ
ヌ
」
、

西
表
島
に
は
「
ザ
ノ
」
の
方
言
名
が
あ
り
』
、『
琉
球
王
府
公
用
語
で
は
「
ケ
ー
バ
」
と
呼
ば
れ
た
』
と
あ

る
。
辞
書
に
よ
っ
て
は
、
南
西
諸
島
方
言
に
「
ザ
ン
」
は
動
物
の
「
サ
イ
」
（
奇
蹄
目
有
角
亜
目

R
h

in
o
cero

to
id

ea

上
科
サ
イ
科 R

h
in

o
cero

tid
a
e

の
サ
イ
類
。
現
生
種
は
五
種
）
の
意
と
断
定
し
て
い
る

も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
か
？ 

こ
の
場
合
の
「
犀
」
と
は
、
中
国
か
ら
琉
球
王
朝
に
入

っ
た
書
籍
や
談
話
か
ら
想
像
さ
れ
た
実
際
に
は
見
た
こ
と
が
な
い
「
サ
イ
」
か
ら
転
じ
た
、
自
由
な
仮
想
獣

「
犀
」
の
比
喩
モ
デ
ル
と
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
無
論
、
当
時
の
日
本
本
土
の
本
草
学

者
ら
は
、「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

犀
（
さ
い
） 

（
サ
イ
）
」
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
実

際
の
「
サ
イ
」
を
情
報
と
し
て
は
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
無
批
判
に
南
西
諸
島
の
ジ
ュ
ゴ
ン
を

指
す
「
ザ
ン
」
と
同
じ
だ
と
い
う
の
は
、
寧
ろ
、
安
易
で
、
非
科
学
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
母
音

の
口
蓋
化
が
起
こ
る
南
西
諸
島
で
「
サ
イ
」
を
「
ザ
ン
」
と
転
訛
す
る
と
い
う
の
も
、
私
に
は
頗
る
怪
し

い
気
が
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
私
に
も
「
ザ
ン
」
の
本
来
の
意
味
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も

「
犀
」
の
音
変
化
説
に
は
全
く
組
み
出
来
な
い
の
で
あ
る
。 

「
鰈
」
北
極
海
・
太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
・
大
西
洋
の
沿
岸
の
浅
海
（
種
に
よ
っ
て
は
汽
水
域
も
棲
息
可
能
）

か
ら
水
深
千
メ
ー
ト
ル
の
深
海
ま
で
に
棲
息
す
る
魚
上
綱
硬
骨
魚
綱
カ
レ
イ
目
カ
レ
イ
科 P

leu
ro

n
ectid

ae

の
カ
レ
イ
類
だ
が
、
昔
の
一
般
人
が
太
平
洋
西
部
（
千
島
列
島
、
樺
太
、
日
本
、
朝
鮮
半
島
な
ど
の
沿
岸

か
ら
南
シ
ナ
海
ま
で
）
に
棲
息
す
る
カ
レ
イ
目
カ
レ
イ
亜
目
ヒ
ラ
メ
科
ヒ
ラ
メ
属 P

a
ra

lich
th

ys 

を
識
別
し

て
い
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
も
含
む
と
し
て
お
く
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%B4%E3%83%B3
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-9f43.html


「
ク
ラ
ン
魚
」
現
在
の
当
該
種
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。 

『
「
和
漢
三
才
圖
會
」
五
一
』
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
五
十
一 

魚
類 

江
海
無
鱗
魚
」
の
「
し

ろ
い
を 
鱠
殘
魚
」
を
見
ら
れ
た
い
。
そ
こ
で
私
は
こ
れ
を
、
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
目
シ
ラ
ウ
オ
科 

S
alan

g
id

ae

に
属
す
る
シ
ラ
ウ
オ
類
と
比
定
し
て
い
る
。
な
お
、
同
巻
の
「
か
れ
ゑ
ひ 

か
れ
い 

鰈
」
も

一
緒
に
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
に
も
「
王
餘
魚
は
、
乃

す
な
は

ち
膾
殘

し
ろ
う
を

な
り
。
」
と
い
う
一
文
が
出
る
か
ら
で
あ

る
。 

「
琴
高
魚
」
現
在
の
当
該
種
不
詳
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
。］ 

  

日
本
で
は
「
筠
庭
雜
錄
」
上
に
、
吉
野
山
藏
王
權
現
の
堂
よ
り
左
の
方
、
道
程
二
十
町
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
約
二
・
一
八
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
］
斗
り
行
け
ば
、
谷
間
に
亘
り
、
十
餘
間
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
二

十
メ
ー
ト
ル
弱
か
。
］
の
池
あ
り
。
其
内
の
鯉
は
、
身
、
瘦
て
、
扁
た
し
、
と
。
土
人
云
く
、
昔
し
、
義

經
、
片
身
食
ふ
て
、
池
に
放
ち
た
る
と
ぞ
、
と
出
づ
。
義
經
の
兄
賴
朝
は
、
江
州
淺
井
郡
高
山
村
の
安
明

淵
で
、
鯉
を
と
り
、
片
身
の
鱗
を
ふ
き
放
せ
し
に
、
今
に
草
野
川
に
存
す
、
と
。
高
野
山
蓮
金
院
の
覺
弘

の
兒
童
、
前
な
る
池
の
魚
を
と
り
、
焙
つ
て
奉
り
し
を
、
加
持
す
る
と
、
傍
ら
、
焦
げ
乍
ら
、
蘇
り
、
池

に
放
て
ば
、
本
の
如
く
泳
ぎ
、
子
孫
、
み
な
、
半
身
、
焦
た
樣
だ
、
と
。
或
る
東
土
旅
行
家
の
、
カ
ウ
カ

ス
ス
よ
り
、
黑
海
に
流
る
ゝ
川
の
記
に
、
此
所
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］、
每
歲
、
無
數
の
魚
來
る

を
、
土
民
、
捕
へ
て
、
其
片
か
わ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
の
肉
を
切
り
取
り
、
食
ひ
、
魚
を
放
つ

と
、
明
年
、
魚
、
復
た
、
來
つ
て
、
他
の
側
の
肉
を
捧
ぐ
る
を
み
る
に
、
去
年
、
切
り
取
ら
れ
た
跡
に
、

復
た
、
肉
を
生
じ
あ
り
、
と
。
行
基
大
士
、
曾
て
、
自
分
の
生
れ
た
村
に
ゆ
く
と
、
村
人
、
池
の
傍
ら
に

飮
み
お
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
、
鮒
の
鱠
を
、
上
人
に
奉
つ
た
。
上
人
、
齟
で
、
池
へ
吐
く
と
、

夥
し
い
小
鮒
と
成
て
、
數
百
年
、
繁
殖
し
た
が
、
眼
、
一
つ
、
な
か
つ
た
と
云
ふ
。
其
譯
を
知
ら
ぬ
。
播

磨
の
腹
辟

は
ら
さ
き

沼
は
、
上
古
、
花
浪
神
の
妻
淡
海
神
が
、
夫
を
追
つ
て
、
爰
迄
、
來
て
も
、
埒
明
ず
、
怨
み
怒

つ
て
、
自
ら
屠
腹
し
て
、
此
沼
に
沒
し
た
。
其
か
ら
、
沼
中
の
鮒
に
、
五
臟
、
な
し
、
と
傳
へ
た
。
熊
楠
、

謹
ん
で
案
ず
る
に
、
近
松
門
左
、
元
祿
十
三
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
七
〇
〇
年
。
］
作
の
「
長
町
女
腹

切
」
は
、
其
頃
、
大
阪
長
町
の
伽
羅
細
工
師
甚
五
郞
の
妻
、
其
甥
柄
卷
屋
半
七
が
お
花
て
ふ
メ
テ
レ
ツ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
女
天
烈
」
か
。
「
女
の
奇
天
烈
な
る
者
」
の
謂
い
か
。
］
に
打
込
で
起
こ
つ
た
椿
事

を
苦
に
し
、
み
事
、
男
の
す
る
切
腹
を
、
女
の
身
で
し
た
始
末
を
演
た
。
そ
れ
よ
り
二
百
八
十
三
年
前
、

應
永
二
十
四
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
四
一
七
年
。
］
正
月
、
上
杉
禪
秀
、
敗
軍
し
て
、
鎌
倉
雪
下
で
自

殺
の
後
、
其
妻
、
之
を
聞
て
、
住
國
（
甲
斐
か
）
藤
渡
の
河
邊
で
、
守
り
刀
で
、
腹
、
十
文
字
に
切
つ
て
、

水
中
に
沈
む
。
女
、
腹
切
る
事
、
古
今
不
思
議
に
聞
え
し
。
辭
世
の
歌
に
「
さ
な
き
だ
に
五
つ
の
障
り
あ

り
と
き
く 

親
さ
へ
報
ふ
罪
い
か
に
せ
ん 

コ
ラ
サ
イ
」
と
。
熊
楠
、
又
、
案
ず
る
に
、
此
夫
人
の
父
武

田
信
滿
は
婿
禪
秀
に
加
勢
し
、
敗
軍
し
て
、
甲
斐
に
歸
り
、
上
杉
憲
宗
に
伐
た
れ
、
衆
寡
、
敵
せ
ず
、
同

年
二
月
、
自
殺
し
た
か
ら
、
娘
が
親
さ
へ
む
く
ふ
、
と
詠
ん
だ
の
だ
。
然
し
、
此
上
杉
夫
人
よ
り
、
ズ
ッ

ト
む
か
し
、
神
代
、
既
に
、
淡
海
神
が
切
腹
し
た
上
、
五
臟
を
摑
み
出
し
た
れ
ば
こ
そ
、
此
女
神
が
、
沈

ん
だ
沼
の
鮒
は
、
後
世
ま
で
、
五
臟
な
し
、
と
云
ひ
傳
え
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
の
で
、
逈
か

下
つ
て
、
九
郞
判
官
や
、
佐
々
成
政
が
、
割
腹
し
て
、
腸
を
繰
出
し
、
三
好
海
雲
が
顯
本
寺
の
天
井
に
、

http://yab.o.oo7.jp/wakan51.html


腸
を
投
げ
つ
け
て
死
ん
だ
等
よ
り
、
大
分
、
ツ
リ
を
取
ら
ね
ば
成
ぬ
。
だ
か
ら
、
世
に
多
い
自
殺
ず
き
の

男
や
、
り
ん
き
で
「
死
ぬ
死
ぬ
」
言
通
す
女
共
は
、
專
ら
、
此
女
神
を
開
祖
と
仰
ぐ
べ
し
だ
。
扨
、
越
中

礪
波
郡
や
ち
川
の
ざ
こ
に
、
腸
、
な
し
。
親
鸞
、
京
都
で
寂
し
た
後
ち
、
此
邊
に
在
た
俗
弟
が
、
偶
ま
、

ざ
こ
の
腸
を
拔
居
つ
た
が
、
此
報
に
愕
き
、
ざ
こ
を
、
此
川
へ
捨
た
か
ら
、
今
に
腸
な
し
、
と
い
ふ

（
「
近
江
輿
地
誌
略
」
八
六
。「
高
野
山
通
念
集
」
六
。
一
八
九
一
年
板
、
コ
プ
レ
イ
「
奇
異
な
迷
信
」
一

七
頁
。「
行
基
年
譜
」
。「
元
亨
釋
書
」
一
四
。
「
播
磨
風
土
記
」
。
「
兩
武
田
系
圖
」
。
「
野
史
」
一
一
一
、
一

一
五
、
一
五
二
。「
義
經
記
」
八
。「
川
角
太
閤
記
」
三
。「
越
中
舊
事
記
」
下
）。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
吉
野
山
藏
王
權
現
」
吉
野
山
金
峯
山
寺
の
秘
仏
金
剛
蔵
王
大
権
現
を
祀
る
蔵
王
堂

（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
十
餘
間
の
池
」
方
向
と
堂
か
ら
の
距
離
か
ら
す
る
と
、
こ
の
「
菅
原
池
」
か
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・

デ
ー
タ
航
空
写
真
）。
但
し
、
今
は
ず
っ
と
大
き
い
。 

「
江
州
淺
井
郡
高
山
村
の
安
明
淵
」
「
草
野
川
」
現
在
の
滋
賀
県
長
浜
市
高
山
町
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ

プ
・
デ
ー
タ
）
。
同
町
内
北
部
に
、
東
㑨
谷
川
（
ひ
が
し
ま
た
た
に
が
わ
）
と
西
㑨
谷
川
が
流
れ
、
そ
れ

が
南
部
で
合
流
し
て
草
野
川
と
な
る
（
同
拡
大
図
）
。
「
安
明
淵
」
は
不
明
だ
が
、
「
草
野
川
」
に
現
存
す

る
と
言
っ
て
お
り
、
通
常
、
淵
が
出
来
そ
う
な
の
は
、
ま
ず
、
上
流
二
川
の
合
流
点
、
及
び
、
そ
こ
を
下

る
直
下
部
分
で
あ
ろ
う
。
そ
の
す
ぐ
下
流
に
は
、
堂
來
清
水
（
白
龍
神
社
）
と
白
竜
神
社
が
あ
り
（
グ
ー

グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
）、
何
と
な
く
、
そ
れ
っ
ぽ
い
雰
囲
気
は
あ
る
。 

「
高
野
山
蓮
金
院
」
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
兒
童
」
僧
附
き
の
稚
児
。 

「
カ
ウ
カ
ス
ス
」
コ
ー
カ
サ
ス
。
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
の
中
央
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
行
基
大
士
」
別
な
場
所
で
の
行
基
の
逸
話
に
、
「
諸
國
里
人
談
卷
之
五 

片
目
魚
」
（
私
の
ブ
ロ
グ
電
子

化
注
）
が
あ
る
。
な
お
、
余
り
に
多
過
ぎ
る
の
で
、
逆
に
示
し
難
い
の
だ
が
、
既
に
分
割
で
電
子
化
注
を

終
え
て
い
る
柳
田
國
男
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
彼
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
）
の
「
一
目
小
僧
そ
の
他
」
の

「
一
つ
目
小
僧
」
の
中
に
は
、
夥
し
い
片
目
の
魚
の
話
が
語
ら
れ
て
あ
る
。
例
え
ば
、
『
柳
田
國
男
「
一

目
小
僧
そ
の
他
」 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注 

一
目
小
僧
（
十
一
）』
の
後
半
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
自
分
の
生
れ
た
村
」
行
基
の
生
地
は
河
内
国
大
鳥
郡
で
、
現
在
の
大
阪
府
堺
市
西
区
家
原
寺
町
（
い
え

ば
ら
じ
ち
ょ
う
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
あ
る
。 

「
播
磨
の
腹
辟

は
ら
さ
き

沼
」
信
頼
出
来
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
兵
庫
県
小
野
市
三
和
町
に
嘗
て
あ
っ
た
沼
ら
し
い
。 

「
花
浪
神
」
「
妻
淡
海
神
」
サ
イ
ト
「
神
魔
精
妖
名
辞
典
」
の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
、
『
「
播
磨
国
風
土
記
」

に
見
え
る
神
。
同
訓
で
「
花
波
之
神
」
と
も
記
す
。
近
江
の
国
の
神
と
さ
れ
、
花
波
山
は
こ
の
神
が
鎮
座

す
る
が
故
に
そ
う
称
す
る
と
い
う
。
妻
は
淡
海
神
で
、
淡
海
神
は
花
浪
神
を
追
っ
て
来
た
が
』
、『
遂
に
』

『
会
え
ず
、
自
分
の
腹
を
割
き
』
、
『
沼
に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
と
伝
わ
る
。
兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
』

（
た
か
ち
ょ
う
）
『
に
あ
る
「
貴
船
神
社
（
き
ぶ
ね
じ
ん
じ
ゃ
）
」
』
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
を
見

る
と
同
町
内
に
は
分
祀
さ
れ
て
四
ヶ
所
あ
る
）
『
は
現
在
』
、『
高
龗
』
神
（
た
か
お
か
み
の
か
み
：
「
日
本

書
紀
」
に
の
み
出
る
水
神
で
、
伊
邪
那
岐
命
が
妻
の
死
の
原
因
と
な
っ
た
火
之
迦
具
土
神

ひ

の

か

ぐ

つ

ち

の

か

み

を
怒
っ
て
斬
っ

た
際
、
そ
の
飛
び
散
っ
た
血
か
ら
生
ま
れ
た
神
の
一
柱
と
さ
れ
る
）
『
を
祭
神
と
す
る
が
、
古
来
は
「
花

https://www.google.com/maps/place/%E9%87%91%E5%B3%AF%E5%B1%B1%E5%AF%BA%E6%9C%AC%E5%A0%82%EF%BC%88%E8%94%B5%E7%8E%8B%E5%A0%82%EF%BC%89/@34.4030935,135.6360923,10z/data=!4m6!3m5!1s0x6006c72597a353bb:0xae6b9a83169bf45d!8m2!3d34.3683781!4d135.8588488!16s%2Fg%2F11k8l_8b7j?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E9%87%91%E5%B3%AF%E5%B1%B1%E5%AF%BA%E6%9C%AC%E5%A0%82%EF%BC%88%E8%94%B5%E7%8E%8B%E5%A0%82%EF%BC%89/@34.4030935,135.6360923,10z/data=!4m6!3m5!1s0x6006c72597a353bb:0xae6b9a83169bf45d!8m2!3d34.3683781!4d135.8588488!16s%2Fg%2F11k8l_8b7j?entry=ttu
https://www.google.com/maps/@34.3711125,135.8276754,3691m/data=!3m1!1e3?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0201+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E9%AB%98%E5%B1%B1%E7%94%BA/@35.4772012,136.2058576,10.71z/data=!4m6!3m5!1s0x6002247a08c3348b:0x216f7be082d513b!8m2!3d35.5084226!4d136.3145064!16s%2Fg%2F1pxy1czc0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0201+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E9%AB%98%E5%B1%B1%E7%94%BA/@35.4950414,136.3061681,15.58z/data=!4m6!3m5!1s0x6002247a08c3348b:0x216f7be082d513b!8m2!3d35.5084226!4d136.3145064!16s%2Fg%2F1pxy1czc0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0201+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E9%AB%98%E5%B1%B1%E7%94%BA/@35.493757,136.3103717,910m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6002247a08c3348b:0x216f7be082d513b!8m2!3d35.5084226!4d136.3145064!16s%2Fg%2F1pxy1czc0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0201+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E9%AB%98%E5%B1%B1%E7%94%BA/@35.493757,136.3103717,910m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6002247a08c3348b:0x216f7be082d513b!8m2!3d35.5084226!4d136.3145064!16s%2Fg%2F1pxy1czc0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92526-0201+%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%B8%82%E9%AB%98%E5%B1%B1%E7%94%BA/@35.493757,136.3103717,910m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6002247a08c3348b:0x216f7be082d513b!8m2!3d35.5084226!4d136.3145064!16s%2Fg%2F1pxy1czc0?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E8%93%AE%E9%87%91%E9%99%A2/@34.2120994,135.5781232,15z/data=!4m6!3m5!1s0x6007270dea915555:0xc84cd65344ae71d!8m2!3d34.2120994!4d135.5781232!16s%2Fg%2F11cnc11c08?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%82%B5%E3%82%B9%E5%B1%B1%E8%84%88/@43.5562007,42.2448866,6z/data=!4m6!3m5!1s0x4045154111440455:0x33ed9a8810ece47e!8m2!3d42.6366153!4d44.157621!16zL20vMDFoanFr?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/08/post-031e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat23839005/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/02/post-e58e.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/02/post-e58e.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92593-8304+%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%BA%9C%E5%A0%BA%E5%B8%82%E8%A5%BF%E5%8C%BA%E5%AE%B6%E5%8E%9F%E5%AF%BA%E7%94%BA/@34.5466799,135.4195764,12.25z/data=!4m6!3m5!1s0x6000db1a5765db31:0x2b83bd46937d861b!8m2!3d34.5375655!4d135.4762976!16s%2Fg%2F1pxxvtstc?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92675-1357+%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E5%B0%8F%E9%87%8E%E5%B8%82%E4%B8%89%E5%92%8C%E7%94%BA/@34.859765,134.7950546,11z/data=!4m6!3m5!1s0x35552e0564677103:0x8b4a39ccc1c25398!8m2!3d34.8724779!4d134.9171616!16s%2Fg%2F11bc5mxytc?entry=ttu
https://shimma.info/amp/item_hananami.html
https://www.google.com/maps/search/%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C%E5%A4%9A%E5%8F%AF%E9%83%A1%E5%A4%9A%E5%8F%AF%E7%94%BA%E3%80%80%E8%B2%B4%E8%88%B9%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@35.0147899,134.8921042,13.79z?entry=ttu


の
宮
」
と
称
し
』、『
花
浪
神
を
祀
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
』
と
あ
っ
た
。 

「
三
好
海
雲
」
）
戦
国
武
将
三
好
元
長
（
文
亀
元
（
一
五
〇
一
）
年
～
享

き
ょ
う

禄ろ
く

五
（
一
五
三
二
）
年
）
の
法

名
。
三
好
之
長
の
孫
。
阿
波
の
国
人
。
大
永

た
い
え
い

六
（
一
五
二
六
）
年
、
細
川
晴
元
を
補
佐
し
て
挙
兵
、
翌
年
、

管
領
細
川
高
国
を
京
都
か
ら
追
い
出
し
、
足
利
義
維

よ
し
つ
な

を
立
て
て
、
和
泉
国
堺
に
公
方
府
を
開
い
た
。
享
禄

四
年
、
再
起
を
謀
っ
た
高
国
を
滅
ぼ
し
た
が
、
忠
誠
心
を
疑
っ
た
晴
元
の
策
謀
に
よ
り
、
本
願
寺
の
一
揆

軍
に
包
囲
さ
れ
、
堺
で
自
害
し
た
。 

「
顯
本
寺
」
大
阪
府
堺
市
堺
区
宿

院

町

し
ゅ
く
い
ん
ち
ょ
う

に
現
存
す
る
法
華
宗
本
門
流
の
常
住
山
（
じ
ょ
う
じ
ゅ
う
ざ
ん
）

顕
本
寺
（
け
ん
ぽ
ん
じ
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
越
中
礪
波
郡
や
ち
川
」
富
山
県
砺
波
市
寺
尾
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
の
直
近
を
流
れ
る
谷

内
川
。「
ひ
な
たG

P
S

」
の
戦
前
の
地
図
の
方
で
「
谷
内
」
の
読
み
「
ヤ
チ
」
が
、
国
土
地
理
院
図
で
川
名

が
確
認
出
来
る
。］ 

  

高
野
山
御
廟
橋
は
、
有
罪
者
、
渡
り
得
ず
と
か
。
處
が
、
大
正
十
年
十
一
月
、
予
、
爰
で
見
居
る
と
、

殺
生
、
犬
を
つ
れ
、
鐵
砲
を
肩
に
し
、
橋
の
上
で
、
屁
を
、
三
つ
、
放
つ
て
、
行
く
者
を
見
、
其
體
を
畫

い
て
、
座
主
に
覽
せ
た
。
此
橋
の
下
に
住
む
ハ
エ
は
、
み
な
、
背
に
孔
あ
る
、
と
い
ふ
。
昔
し
、
此
魚
を

捉
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、
燒
き
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
處
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

マ
マ
。
］、
弘
法
大
師
が
來
て
、
其
惡
業
た
る
を
諭
し
た
故
、
放
つ
た
ら
、
串
の
跡
が
殘
つ
た
と
か
。
實
は

ジ
ョ
ル
ダ
ン
と
ト
ム
ソ
ン
が
、
學
名
を
レ
ン
キ
ス
ク
ス
・
ア
ト
リ
ラ
ツ
ス
と
付
た
者
で
、
此
田
邊
附
近
に

も
、
ど
こ
に
も
、
多
く
、
特
に
色
付
ら
れ
た
背
鰭
が
、
孤
立
し
て
、
水
中
で
孔
の
や
う
に
み
え
る
の
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
高
野
山
御
廟
橋
」
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
。
サ
イ
ド
・

パ
ネ
ル
で
橋
の
画
像
が
見
ら
れ
る
）。 

「
座
主
」
熊
楠
と
は
ロ
ン
ド
ン
で
際
会
以
来
、
親
し
か
っ
た
土
宜
（
ど
き
）
法
龍
。 

「
此
橋
の
下
に
住
む
ハ
エ
」
（
「
ハ
ヤ
」
に
同
じ
）
「
レ
ン
キ
ス
ク
ス
・
ア
ト
リ
ラ
ツ
ス
」
何
度
も
い
ろ
い

ろ
な
記
事
で
述
べ
て
い
る
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
そ
も
そ
も
「
ハ
ヤ
」
と
い
う
種
は
存
在
し
な
い
。

「
大
和
本
草
卷
之
十
三 

魚
之
上 

※
（
「
※
」
＝
「
魚
」
＋
「
夏
」）
（
ハ
エ
） 

（
ハ
ヤ
）
」
を
を
見
ら

れ
た
い
が
、
そ
こ
の
私
の
注
か
ら
転
写
す
る
と
、
本
邦
で
「
ハ
ヤ
」
と
言
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
は
概
ね
、 

コ
イ
科
ウ
グ
イ
亜
科
ウ
グ
イ
属
ウ
グ
イ T

rib
o
lo

d
o
n
 h

a
ko

n
en

sis 

ウ
グ
イ
亜
科
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
属
ア
ム
ー
ル
ミ
ノ
ー
亜
種
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ 

R
h

yn
ch

o
cyp

ris 
lo

g
o
w

skii 

stein
d
a
ch

n
eri 

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
属
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ミ
ノ
ー
亜
種
タ
カ
ハ
ヤ R

h
yn

ch
o
cyp

ris o
xycep

h
a
lu

s jo
u
yi 

コ
イ
科O

x
y
g
astrin

ae 

亜
科
ハ
ス
属
オ
イ
カ
ワ O

p
sa

riich
th

ys p
la

typ
u

s 

O
x
y
g
astrin

ae 

亜
科
カ
ワ
ム
ツ
属
ヌ
マ
ム
ツ N

ip
p
o
n
o
cyp

ris sieb
o
ld

ii 

O
x
y
g
astrin

ae 

亜
科
カ
ワ
ム
ツ
属
カ
ワ
ム
ツ N

ip
p
o
n
o
cyp

ris tem
m

in
ckii 

の
六
種
を
指
す
総
称
で
あ
る
。
こ
の
内
、
熊
楠
の
属
名
の
音
写
「
レ
ン
キ
ス
ク
ス
」
は
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
属

R
h
yn

ch
o
cyp

ris 

の
綴
り
に
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
学
名
の
命
名
者
の
中
に
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
連
名
のJo

rd
an

 &
 T

h
o
m

p
so

n

とsy
n
o
n
y
m

、
及
び
、
そ
れ
にR

h
yn

ch
o
cyp

ris

を
加
え
た
フ
レ
ー
ズ

https://www.google.com/maps/place/%E9%A1%95%E6%9C%AC%E5%AF%BA/@34.5950623,135.3916919,11.88z/data=!4m6!3m5!1s0x6000dc90ad8434f3:0x5852412570ecfb55!8m2!3d34.5735563!4d135.4740402!16s%2Fg%2F1213vfxq?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E9%A1%95%E6%9C%AC%E5%AF%BA/@34.5950623,135.3916919,11.88z/data=!4m6!3m5!1s0x6000dc90ad8434f3:0x5852412570ecfb55!8m2!3d34.5735563!4d135.4740402!16s%2Fg%2F1213vfxq?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92939-1429+%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E7%A0%BA%E6%B3%A2%E5%B8%82%E5%AF%BA%E5%B0%BE/@36.6015457,137.0153396,15.96z/data=!4m6!3m5!1s0x5ff78820767c2123:0xdb1cf358ab701c3d!8m2!3d36.6014774!4d137.0182129!16s%2Fg%2F1pxxr0v60?entry=ttu
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html#15/36.600267/137.021873&l=%5B%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:-2%7D,%7B%22n%22:%22MapWarperStanford%22,%22o%22:0.88,%22z%22:0%7D%5D,%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:151%7D%5D%5D&3d=%5B%5B%7B%22e%22:false%7D%5D,%5B%7B%22e%22:false%7D%5D%5D&d=2
https://www.google.com/maps/place/%E5%BE%A1%E5%BB%9F%E6%A9%8B/@34.2214038,135.60146,3697m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6006d89b6496baef:0xba974933b9371a1e!8m2!3d34.2219359!4d135.6058162!16s%2Fg%2F11cn9f9ryx?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%BE%A1%E5%BB%9F%E6%A9%8B/@34.2219568,135.6058088,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMly3ujq49jWh2pXbzSXmXnuCeHgQlxnB09RrLF!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMly3ujq49jWh2pXbzSXmXnuCeHgQlxnB09RrLF%3Dw114-h86-k-no!7i4032!8i3024!4m7!3m6!1s0x6006d89b6496baef:0xba974933b9371a1e!8m2!3d34.2219359!4d135.6058162!10e5!16s%2Fg%2F11cn9f9ryx?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E5%BE%A1%E5%BB%9F%E6%A9%8B/@34.2219568,135.6058088,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipMly3ujq49jWh2pXbzSXmXnuCeHgQlxnB09RrLF!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipMly3ujq49jWh2pXbzSXmXnuCeHgQlxnB09RrLF%3Dw114-h86-k-no!7i4032!8i3024!4m7!3m6!1s0x6006d89b6496baef:0xba974933b9371a1e!8m2!3d34.2219359!4d135.6058162!10e5!16s%2Fg%2F11cn9f9ryx?entry=ttu
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/08/post-1b6b.html


検
索
を
何
度
も
か
け
て
、
海
外
サ
イ
ト
の
学
名
の
シ
ノ
ニ
ム
の
記
載
一
覧
を
見
た
も
の
の
、
「
レ
ン
キ
ス

ク
ス
・
ア
ト
リ
ラ
ツ
ス
」
に
相
当
す
る
種
自
体
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
私
は
淡
水
魚
は
、
守
備
範
囲
で

な
い
た
め
、
熊
楠
の
言
っ
て
い
る
こ
れ
以
上
は
何
と
も
言
え
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。

二
種
の
幾
つ
か
の
画
像
を
見
る
と
、
熊
楠
の
言
う
色
づ
い
た
背
鰭
で
孤
立
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
印
象

的
に
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
っ
ぽ
い
感
じ
は
し
た
。］ 

  

「
本
草
」
に
所
謂
、
「
卵
石
黃
」
は
、
卵
に
黃
み
あ
る
に
似
た
よ
り
の
名
で
、
前
篇
に
述
た
田
邊
近
所
、

岩
屋
山
の
「
饅
頭
石
」
は
、
之
に
屬
す
。
甲
州
の
團
子
山
邊
を
、
昔
し
、
弘
法
大
師
が
通
る
と
、
婆
が
團

子
を
作
り
居
た
。
一
つ
く
れ
、
と
い
ふ
を
、
斷
つ
た
の
で
、
大
師
、
大
に
立
腹
し
、
呪
し
て
、
悉
く
、
石

に
し
た
か
ら
、
婆
は
、
之
を
、
宅
後
の
山
に
捨
て
た
。
石
は
鷄
卵
の
大
さ
で
、
人
工
が
及
ば
ぬ
程
、
よ
く

で
き
お
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
、
雪
程
、
白
く
、
す
こ
ぶ
る
滑
か
で
、
破
つ
て
見
れ
ば
、
赤
い
米

粒
樣
の
物
、
滿
つ
。
外
用
す
れ
ば
、
疱
瘡
を
治
す
と
い
ふ
。
柳
里
恭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
り
う
り
き
よ

う
」
。
柳
沢
淇
園
の
唐
風
名
。
］
、
其
粉
を
水
飛
し
て
、
畫
料
と
し
、
よ
い
色
が
で
た
が
、
膠
水
に
和
し
惡

か
つ
た
由
。
常
陸
の
足
高
で
、
坂
の
兩
側
の
崖
の
砂
中
か
ら
、
石
饅
頭
を
出
す
。
眞
圓
く
て
、
中
空
、
普

通
の
モ
ナ
カ
の
大
さ
で
、
表
の
眞
中
に
、
小
孔
、
あ
り
。
そ
の
周
り
に
六
角
の
花
形
、
現
は
る
。
掘
出
た

時
は
、
至
つ
て
脆
い
が
、
空
氣
に
觸
れ
る
と
、
瀨
戶
燒
の
如
く
、
固
ま
る
。
昔
し
、
此
邊
、
泥
海
だ
つ
た

時
、
足
高
觀
音
堂
の
門
前
の
小
屋
で
、
饅
頭
を
賣
る
翁
あ
り
。
或
暮
方
、
乞
食
、
來
つ
て
、
「
一
つ
施
こ

せ
。
」
と
い
ふ
と
、
「
石
饅
頭
だ
。
食
れ
な
い
。
」
と
云
た
。
「
然
ら
ば
、
眞
實
の
石
に
、
し
て
や
ら
う
。
」

と
言
て
、
乞
食
が
去
た
跡
で
、
饅
頭
、
皆
な
、
石
と
な
り
、
幾
ら
造
つ
て
も
、
亦
、
石
と
な
る
。
據
ろ
な

く
、
之
を
棄
て
て
、
店
を
止
め
た
。
其
時
の
饅
頭
が
、
今
、
砂
か
ら
出
る
の
だ
、
と
。
そ
し
て
件
の
乞
食

は
、
弘
法
大
師
だ
つ
た
相
な
（
柳
里
恭
「
獨
寢
」
。
高
木
氏
「
日
本
傳
說
集
」
二
一
三
頁
）。
こ
は
「
劍
橋

動
物
學
」
一
卷
二
四
一
圖
に
み
え
る
北
米
產
サ
ン
ド
・
ダ
ラ
ー
如
き
蝟
狀
動
物
（
本
邦
で
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
、

サ
ル
ノ
マ
ク
ラ
抔
い
ふ
類
）
の
化
石
だ
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
甲
州
の
團
子
山
」
サ
イ
ト
「Y

A
M

A
N

A
S

H
I D

E
S

IG
N

 A
R

C
H

IV
E

」
の
「
団
子
石
」

の
ペ
ー
ジ
に
、
こ
の
弘
法
大
師
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
る
が
、
そ
こ
で
は
『
茅
ケ
岳
の
麓
』
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
い
る
。
茅
ケ
岳
（
か
や
が
た
け
）
は
国
土
地
理
院
図
で
示
す
と
、
こ
こ
で
あ
る
。
記
載
さ
れ
た

当
該
場
所
は
ズ
バ
リ
、
甲
斐
市
団
子
新
居
（
だ
ん
ご
あ
ら
い
）
字
団
子
石
（
だ
ん
ご
い
し
：
グ
ー
グ
ル
・

マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
あ
る
。 

「
水
飛
」
「
水
簸
」
と
も
書
き
、
水
中
で
の
固
体
粒
子
の
沈
降
速
度
が
、
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異
な

る
こ
と
を
利
用
し
、
粒
の
直
径
を
二
種
以
上
に
分
離
す
る
操
作
を
言
う
。
陶
土
を
調
整
し
た
り
、
砂
金
か

ら
金
を
採
取
し
た
り
す
る
際
に
行
な
う
（
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
拠
っ
た
）。 

「
常
陸
の
足
高
」
現
在
の
茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
足
高
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
あ
る
が
、

「
觀
音
堂
」
は
そ
こ
か
ら
八
キ
ロ
西
北
西
の
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
鬼
長
（
お
に
お
さ
）
に
あ
る
「
観
音
堂
」

の
こ
と
か
（
同
前
）。 

「
蝟
狀
」（
い
じ
や
う
／
は
り
ね
ず
み
じ
や
う
）「
動
物
」「
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
、
サ
ル
ノ
マ
ク
ラ
」
後
の
「
タ

コ
ノ
マ
ク
ラ
」
「
サ
ル
ノ
マ
ク
ラ
」
は
棘
皮
動
物
門
海
胆
（
ウ
ニ
）
綱
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
目
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
科

https://design-archive.pref.yamanashi.jp/oldtale/8444.html
https://design-archive.pref.yamanashi.jp/oldtale/8444.html
https://maps.gsi.go.jp/#11/35.792475/138.512878/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://www.google.com/maps/search/%E7%94%B2%E6%96%90%E5%B8%82%E5%9B%A3%E5%AD%90%E6%96%B0%E5%B1%85%E5%AD%97%E5%9B%A3%E5%AD%90%E7%9F%B3/@35.7073104,138.4766533,12.25z?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92300-2315+%E8%8C%A8%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E3%81%A4%E3%81%8F%E3%81%B0%E3%81%BF%E3%82%89%E3%81%84%E5%B8%82%E8%B6%B3%E9%AB%98/@35.9667534,139.9642379,10.88z/data=!4m6!3m5!1s0x602276b18fd99485:0x701baa14992a1622!8m2!3d35.9488301!4d140.0996676!16s%2Fg%2F1238s7_9?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E8%A6%B3%E9%9F%B3%E5%A0%82/@35.9735025,140.0018399,13.25z/data=!4m10!1m2!2m1!1z6Laz6auY6KeA6Z-z5aCCIOiMqOWfjuOBpOOBj-OBsOOBv-OCieOBhOW4gg!3m6!1s0x60189fc674c3c7d3:0x4cb4fef5af4c220a!8m2!3d35.9747011!4d140.0031625!15sCivotrPpq5jop4Dpn7PloIIg6Iyo5Z-O44Gk44GP44Gw44G_44KJ44GE5biCkgEQcGxhY2Vfb2Zfd29yc2hpcOABAA!16s%2Fg%2F11hct7lf1w?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E8%A6%B3%E9%9F%B3%E5%A0%82/@35.9735025,140.0018399,13.25z/data=!4m10!1m2!2m1!1z6Laz6auY6KeA6Z-z5aCCIOiMqOWfjuOBpOOBj-OBsOOBv-OCieOBhOW4gg!3m6!1s0x60189fc674c3c7d3:0x4cb4fef5af4c220a!8m2!3d35.9747011!4d140.0031625!15sCivotrPpq5jop4Dpn7PloIIg6Iyo5Z-O44Gk44GP44Gw44G_44KJ44GE5biCkgEQcGxhY2Vfb2Zfd29yc2hpcOABAA!16s%2Fg%2F11hct7lf1w?entry=ttu


タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
属
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ C

lyp
ea

ster ja
p
o
n

icu
s 

を
指
す
。
英
語
のS

a
n

d
 d

o
lla

r

も
同
種
の
英
名

で
あ
る
。
熊
楠
の
言
っ
て
い
る
の
は
、
本
種
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
が
、
江
戸
時
代
以
前
の
「
タ
コ

ノ
マ
ク
ラ
」
は
実
は
、
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
目
ヨ
ウ
ミ
ャ
ク
カ
シ
パ
ン
科
ハ
ス
ノ
ハ
カ
シ
パ
ン
属
ハ
ス
ノ
ハ
カ
シ

パ
ン S

ca
p
h

ech
in

u
s m

ira
b
ilis 

等
の
仲
間
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
逆
に
現
在
の
タ
コ
ノ
マ

ク
ラ
を
そ
う
呼
称
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
殆
ん
ど
な
い
の
で
、
本
草
書
に
出
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
私
の
『
毛
利
梅
園
「
梅
園
介
譜
」 

蛤
蚌
類 

海
盤
車
・
盲
亀
ノ
浮
木
・
桔
梗
貝
・
ヱ
ン
ザ
ヒ
ト

テ
・
タ
コ
ノ
マ
ク
ラ
・
海
燕
骨
（
キ
キ
ヤ
ウ
カ
イ
）・
総
角
貝 

／ 

ハ
ス
ノ
ハ
カ
シ
パ
ン
』
を
見
ら
れ
た

い
。］ 

  

或
る
食
物
、
又
、
其
持
主
や
作
り
手
を
惡
ん
で
詛
ふ
て
よ
り
、
其
食
物
が
廢
物
と
な
つ
て
今
に
あ
り
て

ふ
信
念
も
、
大
に
弘
ま
り
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
。
例
せ
ば
、
弘
法
大
師
が
、
食
ひ
能
は
ず
、

海
の
方
へ
投
げ
た
蕨
が
、
石
と
成
て
、
夥
し
く
、
阿
波
の
或
海
岸
に
群
が
り
あ
る
と
い
ふ
。
之
と
反
對
な

話
は
、
羽
州
黑
崎
附
近
に
、
「
黑
崎
の
白
蕨
」
て
ふ
特
異
の
物
、
生
ず
。
昔
し
、
法
師
に
宿
か
し
た
女
が
、

海
、
荒
て
、
和
布
を
取
り
得
ず
、
何
を
汁
種
に
し
て
旅
僧
を
も
て
な
す
べ
き
と
思
ひ
煩
ふ
を
み
て
、
僧
云

く
、
「
爰
へ
來
る
路
に
、
蕨
、
多
か
つ
た
。
あ
れ
で
十
分
だ
。
」
と
。
女
、
笑
ふ
て
、
「
蕨
は
、
灰
汁
で
、

先
づ
、
煮
て
、
ぬ
め
り
を
去
ず
ば
、
食
へ
ず
。
中
々
、
手
の
か
か
る
物
。」
と
い
ふ
と
、
坊
主
、
「
そ
ん
な

事
は
、
な
い
。
」
と
云
て
、
山
へ
行
て
、
一
握
、
採
り
來
た
り
、
「
灰
を
入
れ
ず
に
、
す
ぐ
、
煮
よ
。
」
と

い
ふ
か
ら
、
不
審
乍
ら
、
煮
る
と
、
甚
だ
旨
か
つ
た
。
「
斯
る
珍
品
を
敎
示
し
玉
ふ
は
、
弘
法
大
師
に
相

違
な
し
。
」
と
、
人
、
專
ら
云
た
。
そ
れ
か
ら
今
に
、
所
の
者
が
汁
菜
と
す
る
程
の
、
灰
汁
入
ら
ず
の
蕨

が
生
え
る
と
の
事
。
藝
州
新
庄
村
と
佐
東
村
の
界
に
、
大
木
の
桃
一
樹
あ
り
。
南
は
新
庄
、
北
は
佐
東
な

り
。
こ
の
桃
の
南
枝
の
果
は
、
苦
く
、
北
枝
の
は
、
甘
し
。
昔
し
、
弘
法
大
師
、
佐
東
で
桃
を
乞
ふ
に
、

「
苦
く
て
食
へ
な
い
。
」
と
欺
む
い
た
。
新
庄
の
人
は
「
甘
い
。
」
と
言
つ
て
進
呈
し
た
。
故
に
一
木
乍
ら
、

甘
苦
の
果
を
分
ち
生
ず
、
と
。
こ
の
田
邊
町
よ
り
遠
か
ら
ぬ
富
田
地
方
は
、
土
地
、
豐
饒
だ
が
、
豌
豆
を

栽
ず
。
栽
る
と
莢
の
中
に
、
蟲
、
自
づ
と
、
生
じ
、
食
盡
す
か
ら
、
物
に
成
ぬ
。
大
師
、
豌
豆
を
乞
ひ
し

に
與
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
な
ん
だ
罰
と
い
ふ
。
又
此
邊
で
、
「
ズ
バ
イ
桃
は
、
毛
桃
よ
り
變
成

し
た
。
」
と
い
ひ
傳
ふ
る
は
、
今
日
、
科
學
者
の
意
見
に
よ
く
合
ふ
。
だ
が
、
變
成
の
道
筋
が
甚
だ
非
科

學
的
に
說
か
れ
お
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、
弘
法
が
來
て
、
少
し
の
毛
桃
を
乞
ふ
と
、
「
あ
れ
は

ツ
バ
キ
の
實
だ
。
桃
な
も
の
か
。
」
と
嘲
り
拒
ん
だ
の
で
、
大
師
、
「
し
か
ら
ば
、
眞
の
ツ
バ
キ
の
實
に
し

て
や
ら
う
。
」
と
言
つ
て
、
去
る
と
同
時
に
、
桃
の
毛
、
盡
く
落
ち
て
、
ツ
バ
キ
の
實
の
樣
に
成
つ
た
と

云
ふ
。
桃
に
取
て
は
、
毛
を
亡
な
ふ
て
、
大
損
だ
が
、
毛
桃
が
、
ズ
バ
イ
桃
に
成
た
つ
て
、
作
り
主
に
、

何
程
の
損
に
な
る
か
。
其
頃
の
ズ
バ
イ
桃
は
、
全
く
食
へ
ぬ
物
で
有
た
の
か
。
一
寸
、
分
ら
ぬ
。
何
に
し

ろ
、
無
毛
の
桃
は
、
ツ
バ
キ
の
實
の
樣
だ
か
ら
、
ツ
バ
キ
桃
、
そ
れ
か
ら
、
ズ
バ
イ
桃
、
扨
は
、
ズ
ン
バ

イ
抔
い
ふ
に
至
つ
た
は
爭
は
れ
ぬ
か
ら
、
此
村
民
の
傳
說
は
、
道
理
に
外
れ
盡
し
お
ら
ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
マ
マ
。
］（
藤
澤
氏
「
日
本
傳
說
叢
書
」
阿
波
の
卷
、
三
八
三
頁
。
「
眞
澄
遊
覽
記
」「
小
鹿
の
鈴
風
」

の
卷
。
「
諸
國
里
人
談
」
四
。
ド
・
カ
ン
ド
ル
「
栽
培
植
物
起
原
」
一
八
九
〇
年
紐
育
板
、
二
二
七
頁
。

「
塵
添
壒
囊
抄
」
五
の
二
三
。「
箋
注
倭
名
類
聚
抄
」
九
）。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/08/post-3ff52a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/08/post-3ff52a.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
弘
法
大
師
が
、
食
ひ
能
は
ず
、
海
の
方
へ
投
げ
た
蕨
が
、
石
と
成
て
、
夥
し
く
、

阿
波
の
或
海
岸
に
群
が
り
あ
る
」
最
後
の
参
考
文
献
に
挙
げ
て
あ
る
『
日
本
伝
説
叢
書
』
の
「
阿
波
の
巻
」

（
藤
沢
衛
彦
編
・
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
）
の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
の

こ
こ
の
「
蕨
石
（
わ
ら
び
い
し
） 

（
郡
賀
郡
見
能
林
村
大
字
中
林
）
」
で
視
認
出
来
る
。
そ
こ
に
、
こ

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
『
中
林
村
（
な
か
ば
や
し
む
ら
）
』
と
し
、
割
注
で
『
今
の
見
能
林
〔
ミ
ノ
バ
ヤ

シ
〕
村
大
字
中
林
の
地
』
と
あ
り
、
続
け
て
、
そ
の
村
『
の
内
、
南
林
の
高
岳

た
か
を
か

の
東
北
の
海
岸
に
』
そ
の

「
蕨
石
」
と
呼
ば
れ
る
『
蕨
の
並
び
生
へ
た
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
』
が
あ
る
、
と
あ
る
。
こ
こ
は
、

現
在
は
徳
島
県
阿
南
市
中
林

な
か
ば
や
し

町
ち
ょ
う

で
、
こ
こ
で
あ
る
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

『
羽
州
黑
崎
附
近
に
、
「
黑
崎
の
白
蕨
」
て
ふ
特
異
の
物
、
生
ず
』
こ
れ
は
、
同
前
の
菅
江
真
澄
五
十
七

歳
の
折
り
の
男
鹿
半
島
に
逗
留
し
た
際
の
紀
行
文
「
小
鹿
の
鈴
風
」
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
刊
）
が
直

接
の
出
所
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
秋
田
叢
書 

別
集
』
第
一
の
「
菅
江

真
澄
集 

第
一
」
（
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
）
の
こ
こ
で
当
該
部
が
視
認
出
来
る
。
な
お
、
ネ
ッ
ト
の
複

数
の
記
事
を
見
る
に
、
旧
「
黒
崎
の
大
明
神
崎

お

お

も

つ

ざ

き

」
、
現
在
の
秋
田
県
男
鹿
市
北
浦
西
黒
沢
地
区
に
あ
る
岬

が
、
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
比
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
ひ
な
たG

P
S

」
の
こ
こ
。 

「
藝
州
新
庄
村
と
佐
東
村
の
界
」
広
島
県
広
島
市
西
区
新
庄
町
と
広
島
市
安
佐
南
区
の
間
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
中
央
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
。
こ
の
話
は
既
に
電
子
化
注
し
て
あ
る
私
の
「
諸
國

里
人
談
卷
之
四 

枝
分
桃
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
富
田
地
方
」
現
在
の
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町

か
み
と
ん
だ
ち
ょ
う

及
び
そ
の
南
・
東
・
西
部
分
。「
ひ
な
たG

P
S

」
の

こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
東
西
南
北
を
頭
に
附
し
た
広
域
の
旧
富
田
村
域
が
確
認
出
来
る
。 

「
ズ
バ
イ
桃
」
双
子
葉
植
物
綱
バ
ラ
目
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
亜
科
モ
モ
属
モ
モ
変
種
ズ
バ
イ
モ
モ A

m
yg

d
a
lu

s 

p
ersica

 v
ar. n

ecta
rin

a
 

。
ネ
ク
タ
リ
ン
の
標
準
和
名
。
原
産
地
は
中
国
南
部
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
附
近
で
、 

桃
の
表
面
の
う
ぶ
毛
が
退
化
し
た
変
種
で
「
油ゆ

桃と
う

」
と
も
呼
ば
れ
、
本
邦
で
は
、
山
梨
県
・
長
野
県
を
中

心
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。
桃
よ
り
も
し
っ
か
り
と
し
た
果
肉
で
、
酸
味
が
あ
る
の
を
特
徴
と
す
る
。 

「
毛
桃
」
モ
モ
の
在
来
品
種
で
あ
る
バ
ラ
科
モ
モ
亜
科
ス
モ
モ
属
モ
モ P

ru
n
u

s p
ersica

 

の
異
名
。］ 

  

僧
に
物
を
乞
れ
て
與
へ
な
ん
だ
話
は
、
古
く
よ
り
有
り
。
西
行
「
撰
集
抄
」
に
、
延
喜
帝
の
末
年
、
仲

算
大
德
、
旱
天
に
、
近
江
の
山
中
で
、
女
が
淸
水
を
汲
ん
で
、
頭
に
戴
き
行
く
を
見
て
、
少
し
を
乞
し
に
、

「
聖
僧
、
自
ら
、
水
を
湧
出
せ
し
め
て
、
飮
め
。
遠
路
を
汲
み
來
た
者
を
、
煩
は
し
玉
ふ
な
。
」
と
云
た
。

仲
算
、
「
誠
に
。
さ
う
だ
。
」
と
云
て
、
劍
で
、
山
の
鼻
を
き
る
と
、
醒
井
の
淸
水
が
湧
出
た
、
と
載
す
。

こ
の
仲
算
の
仕
方
は
、
弘
法
よ
り
、
遙
か
に
殊
勝
で
、
怨
み
に
報
ゆ
る
に
、
直
き
を
以
て
し
た
者
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
、
「
撰
集
抄
」
の
巻
七
の
「
第
五 

仲
算
佐
目
賀
江
ノ

水
掘
出
ス

事
」
で
あ
る
。

所
持
す
る
岩
波
文
庫
版
（
西
尾
光
一
校
注
一
九
七
〇
年
刊
）
を
参
考
に
電
子
化
す
る
。 

 
 

 

＊ 

 
 

 

第
五 

仲
算
佐
目
賀
江
ノ

水
掘
出
ス

事 

 

延
喜
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
九
〇
一
年
か
ら
九
二
三
年
ま
で
。
］
の
御
代
の
末
つ
か
た
の
比こ

ろ

、
此

仲
算
大
德

ち
ゆ
う
ざ
ん
だ
い
と
く

、
同
朋
、
あ
ま
た
い
ざ
な
ひ
て
、
あ
づ
ま
の
か
た
へ
、
修
行
し
た
ま
ひ
け
る
に
、
天あ

め

が
下
、
日

https://dl.ndl.go.jp/pid/953571/1/211
https://dl.ndl.go.jp/pid/953571/1/211
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92774-0016+%E5%BE%B3%E5%B3%B6%E7%9C%8C%E9%98%BF%E5%8D%97%E5%B8%82%E4%B8%AD%E6%9E%97%E7%94%BA/@33.9014457,134.6906521,15z/data=!4m6!3m5!1s0x3553161a72ee04c5:0x39aae85e67aab012!8m2!3d33.9078896!4d134.6888796!16s%2Fg%2F11cn3ddkbw?entry=ttu
https://dl.ndl.go.jp/pid/1174001/1/165
https://dl.ndl.go.jp/pid/1174001/1/165
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html#15/39.978755/139.734212&l=%5B%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:-2%7D,%7B%22n%22:%22MapWarperStanford%22,%22o%22:0.88,%22z%22:0%7D%5D,%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:151%7D%5D%5D&3d=%5B%5B%7B%22e%22:false%7D%5D,%5B%7B%22e%22:false%7D%5D%5D&d=2
https://www.google.co.jp/maps/@34.4396574,132.4625683,14z
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-79b0.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-79b0.html
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html#14/33.661927/135.409764&l=%5B%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:-2%7D,%7B%22n%22:%22MapWarperStanford%22,%22o%22:0.88,%22z%22:0%7D%5D,%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:151%7D%5D%5D&3d=%5B%5B%7B%22e%22:false%7D%5D,%5B%7B%22e%22:false%7D%5D%5D&d=2
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html#14/33.661927/135.409764&l=%5B%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:-2%7D,%7B%22n%22:%22MapWarperStanford%22,%22o%22:0.88,%22z%22:0%7D%5D,%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:151%7D%5D%5D&3d=%5B%5B%7B%22e%22:false%7D%5D,%5B%7B%22e%22:false%7D%5D%5D&d=2


照
り
て
、
す
べ
て
、
絕
え
せ
ぬ
淸し

水み
づ

な
ど
も
、
皆
、
干ひ

か
わ
き
て
、
飢
ゑ
つ
か
る
ゝ
物
、
お
ほ
く
侍
り
。 

 

し
か
あ
れ
ど
、
佛
・
菩
薩
の
お
た
す
け
に
や
侍
り
け
ん
、
近
江
の
國
、
あ
る
山
中
に
、
淸
水
の
あ
り
け

る
を
、
は
る
か
の
遠と

を

き
所
よ
り
も
、
あ
つ
ま
り
、
汲
み
け
る
也
。 

 

あ
る
女
の
、
水
を
い
た
ゞ
き
て
行ゆ

き

け
る
を
、
仲
算
大
德
、 

「
つ
か
れ
侍
り
。
ち
と
、
喉の

ど

、
う
る
ゑ
ん
。」 

と
、
あ
る
に
、
此
女
、
云い

ふ

や
う
、 

「
貴

た
う
と

げ
な
る
聖

ひ
じ
り

の
、
水
を
も
、
わ
か
し
て
、
飮
み
給
へ
か
し
。
わ
れ
わ
れ
が
、
は
る
ば
る
の
所
よ
り
、

か
ら
く
し
て
、
汲
た
る
物
を
、
乞
ひ
給
ふ
べ
き

理
こ
と
わ
り

、
な
し
。」 

と
、
こ
た
へ
け
れ
ば
、
此
大
德
、 

「
さ
ら
な
り
。
さ
ら
ば
、
水
を
わ
か
し
て
、
飮
み
な
ん
。」 

と
て
、
山
の
岸き

し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
崖
。
］
に
は
し
り
よ
り
て
、
劍け

ん

を
ぬ
い
て
、
山
の
は
な
を
切
り
給
ひ

た
り
け
れ
ば
、
ま
こ
と
に
つ
め
た
く
、
淸
き
水
の
、
瀧
の
ご
と
く
に
て
、
な
が
れ
出い

で

侍
り
け
り
。
「
さ
め

が
へ
の
淸
水
」
と
い
ふ
は
、
是
な
り
。 

 

さ
て
、
そ
の
里
の
物
ど
も
、
目
も
、
め
づ
ら
か
に
覺
え
て
、
あ
さ
み
、
の
ゝ
し
る
わ
ざ
、
事
も
、
な
ゝ

め
な
ら
ず
。 

 

そ
の
の
ち
後
は
、
い
か
な
る
日
照
り
に
も
、
絕
え
ず
ぞ
侍
り
け
る
。 

 

さ
て
、
そ
の
、
四
、
五
日
へ
て
、
淨
藏
貴
所
の
過
ぎ
ら
れ
け
る
が
、
此
淸
水
の
事
を
き
ゝ
給
ひ
て
、 

「
わ
れ
も
、
さ
ら
ば
、
結
緣

け
ち
え
ん

せ
ん
。」 

と
て
、
又
、
そ
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
岨
」
。
崖
。
］
を
き
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
さ
き
の
よ
り
は
、
す
く

な
け
れ
ど
も
、
淸
水
、
わ
き
、
な
が
れ
け
り
。「
小
さ
め
が
へ
」
と
云
（
い
ふ
）
は
、
是
に
ぞ
侍
る
。 

 

あ
は
れ
、
目
出
い
ま
そ
か
り
け
る
人
々
か
な
。
た
ゞ
し
、
此
仲
算
大
德
は
、
箕み

の

尾を

に
て
、
千
手
觀
音
と

あ
ら
は
れ
て
、
瀧
に
、
つ
た
ひ
て
、
登
り
給
ひ
し
後
は
、
又
も
、
見
え
給
は
ず
と
、
傳
に
は
、
し
る
せ
り
。

さ
れ
ば
、
久
遠
正
覺
の
如
來
に
て
い
ま
そ
か
り
け
れ
ば
、
か
や
う
の
不
思
議
も
現げ

ん

じ
給
ふ
わ
ざ
な
ら
ず
し

も
、
驚
き
騷
ぐ
べ
き
ふ
し
も
侍
ら
ず
。
淨
藏
、
善
宰
相
の
ま
さ
し
き
八
男
ぞ
か
し
。
そ
れ
に
八
坂

や

さ

か

の
塔
の

ゆ
が
め
を
、
な
ほ
し
、
父
の
宰
相
の
此
世
の
緣
、
つ
き
て
、
さ
り
給
ひ
し
に
、
一
條
の
橋
の
も
と
に
行
き

あ
ひ
て
、
し
ば
ら
く
、
觀
法
し
て
、
蘇
生
し
奉
ら
れ
け
る
こ
そ
、
つ
た
へ
聞
く
も
あ
り
が
た
く
侍
れ
。
さ

て
、
そ
の
一
條
の
橋
を
ば
、「
戾
り
橋
」
と
い
へ
る
、
宰
相
の
よ
み
が
へ
る
故
に
、
名
づ
け
て
侍
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
で
は
全
体
が
二
字
下
げ
。］ 

 

「
源
氏
」
の
「
宇
治
」
の
卷
に
、
『
行
く
は
歸
る
の
橋
な
り
』
と
申
た
る
は
、
是
な
り
と
ぞ
、
行
信
は

申
さ
れ
し
か
。「
宇
治
の
橋
」
と
云い

ふ

は
、
あ
や
ま
れ
る
事
に
や
侍
ら
む
。 

 
 

 

＊ 

こ
の
仲
算
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
平
安
中
期
の
法
相
宗
の
僧
。
奈
良
興
福
寺
の

空
晴
に
師
事
。
応
和
三
（
九
六
三
）
年
の
法
華
経
講
論
で
は
、
南
都
仏
教
側
の
代
表
と
し
て
、
北
嶺
天
台

宗
の
代
表
良
源
を
屈
服
さ
せ
た
。
安
和
二
（
九
六
九
）
年
、
熊
野
の
那
智
に
赴
き
、
そ
の
年
に
没
し
た
と

も
、
貞
元
元
（
九
七
六
）
年
に
没
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
あ
っ
た
。］ 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%B2%E7%AE%97


 
弘
法
大
師
は
、
又
、
食
用
の
芋
を
全
く
食
へ
な
い
ク
ハ
ズ
芋
に
變
じ
、
又
、
屋
島
の
、
或
る
梨
の
實
を

食
へ
な
く
し
た
（
「
葛
飾
記
」
下
。
「
日
本
傳
說
集
」
二
一
二
頁
。
「
日
本
風
俗
志
」
三
卷
三
五
〇
頁
。『
日

本
傳
說
叢
書
』「
信
濃
之
卷
」、
三
二
七
頁
。「
本
草
圖
譜
」
四
七
卷
一
六
－
一
七
葉
。『
日
本
傳
說
叢
書
』

「
讃
岐
之
卷
」、
二
八
四
頁
。
寺
石
正
路
氏
「
南
國
遺
事
」
一
四
二
頁
）
。
較
や
是
等
に
近
き
は
、
鷄
頭
豆

の
話
だ
。
其
圖
は
「
本
草
圖
譜
」
四
〇
卷
八―

九
葉
に
あ
り
。
そ
の
傳
說
は
山
中
笑
氏
が
『
鄕
土
硏
究
』

第
一
卷
第
五
號
に
出
さ
れ
た
。
大
要
は
、
往
時
、
駿
州
吉
原
町
附
近
石
坂
て
ふ
小
村
に
、
老
夫
婦
あ
り
。

夫
は
、
鷄
冠

け
い
と
う

花
と
豆
を
、
年
々
、
畑
に
蒔
て
樂
み
、
妻
は
、
「
鷄
冠
花
抔
、
何
の
用
に
立
つ
。」
と
、
每
々
、

罵
る
。
或
年
、
夫
、
豆
を
ま
く
を
忘
れ
、
ケ
イ
ト
ウ
斗
り
、
ま
い
た
。
秋
に
及
び
、
畑
一
面
に
、
ケ
イ
ト

ウ
が
眞
赤
に
咲
い
た
。
老
婆
、
之
を
見
て
、
火
の
如
く
怒
り
、
「
鷄
頭
が
、
味
噌
に
な
る
か
。
」
と
罵
る
。

其
時
、
戶
に
佇
ず
ん
だ
老
僧
、「
そ
ん
な
に
怒
る
な
。
鷄
頭
が
豆
を
生
ず
る
こ
と
も
、
あ
る
。
」
と
云
ひ
、

老
婆
は
、
「
役
に
立
ぬ
草
か
ら
、
豆
が
取
れ
る
か
。」
と
罵
る
。
法
師
、「
い
や
。
畑
へ
往
て
見
ら
れ
よ
。
」

と
言
た
き
り
、
行
方
し
れ
ず
。
婆
、
夫
を
罵
り
、
熱
く
成
り
、
風
に
當
り
に
、
畑
へ
行
け
ば
、
鷄
頭
畑
は
、

花
を
お
さ
め
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
一
面
の
豆
と
な
り
居
り
、
夫
は
、
例
年
の
通
り
、
入
用
だ

け
を
自
家
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
取
て
、
餘
分
を
上
納
し
、
官
よ
り
、
褒
美
さ
る
。
件
の
法
師

は
弘
法
で
、
老
夫
の
正
直
を
賞
し
、
老
妻
の
邪
見
を
誡
め
ん
と
、
此
奇
特
を
見
せ
た
、
と
。 

 

一
八
二
一
年
パ
リ
板
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
の
「
遺
寶
靈
像
評
彙
」
一
卷
二
七
〇
頁
に
云
く
、

聖
地
の
カ
ー
ル
メ
ル
山
に
深
穴
あ
り
、
「
エ
リ
ア
窟
」
と
稱
ふ
。
エ
サ
ペ
ル
の
追
究
を
避
て
、
こ
の
豫
言

者
が
隱
れ
た
處
と
い
ふ
。
そ
こ
か
ら
二
里
に
、
エ
リ
ア
園
て
ふ
所
あ
り
。
エ
リ
ア
、
爰
を
過
る
に
、
疲
れ
、

又
、
渴
し
た
。
そ
こ
に
、
園
人
、
有
て
、
甜
瓜
、
多
く
あ
る
畑
に
息
ふ
を
み
て
、「
一
つ
、
く
れ
。」
と
望

む
と
、
「
お
氣
の
毒
だ
が
、
是
は
、
石
だ
と
知
ら
な
い
か
。
」
と
云
た
の
で
、
エ
リ
ア
、
「
石
な
ら
、
石
に

し
て
お
か
う
。
」
と
云
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
甜
瓜
が
、
少
し
も
形
を
か
え
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ

マ
。
］
、
皆
、
石
に
成
て
了
つ
た
。
爾
來
、
今
日
迄
も
、
甜
瓜
と
間
違
ふ
程
、
似
た
石
を
、
爰
で
見
出
す
、

と
。
伊
人
ピ
エ
ロ
ッ
チ
の
「
パ
レ
ス
チ
ナ
風
俗
口
碑
記
」
（
一
八
六
四
年
劍
橋
板
）
七
九
頁
に
、
こ
の
甜

瓜
形
の
石
は
、
石
灰
質
で
、
中
、
空
し
く
、
殼
の
裏
が
、
多
く
の
（
石
灰
）
結
晶
で
被
は
れ
た
地
形
石

ジ

オ

ー

ド

、

英
國
で
ポ
テ
ー
ト
ー
・
ス
ト
ー
ン
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
石
）
て
ふ
物
だ
、
と
云
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
カ
ー
ル
メ
ル
山
」
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
の
ハ
イ
フ
ァ
地
区
ハ
イ
フ
ァ
に
あ
る
山
。
南

北
三
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
亙
っ
て
広
が
る
丘
陵
地
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
エ
リ
ア
」
「
旧
約
聖
書
」
に
登
場
す
る
預
言
者
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、
モ
ー
セ
以
後
、
最
大
の
預
言
者
と

見
做
さ
れ
た
。 

「
エ
サ
ペ
ル
」
「
旧
約
聖
書
」
の
「
列
王
記
」
に
登
場
す
る
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
妃
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
人

で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ユ
ダ
ヤ
）
人
に
と
っ
て
異
教
で
あ
る
バ
ア
ル
信
仰
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宮
廷
に
導
入

し
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
預
言
者
た
ち
を
迫
害
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。 

「
石
灰
質
で
、
中
、
空
し
く
、
殼
の
裏
が
、
多
く
の
（
石
灰
）
結
晶
で
被
は
れ
た
地
形
石

ジ

オ

ー

ド

、
英
國
で
ポ
テ

ー
ト
ー
・
ス
ト
ー
ン
」（p

o
tato

 sto
n
es

）「（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
石
）
と
て
ふ
物
」
晶
洞

し
ょ
う
ど
う

。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ

ば
、
『
堆
積
岩
や
、
火
成
岩
玄
武
岩
内
部
に
形
成
さ
れ
た
空
洞
の
事
で
、
鉱
山
な
ど
で
は
俗
称
で
〈
が

ま
〉
と
も
い
わ
れ
る
』
。
『
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
大
地
に
似
た
」
を
意
味
す
る
語
』
『
に
由
来
す
る
「
ジ
オ
ー

https://www.google.com/maps/place/%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%A1%E3%83%AB%E5%B1%B1/@32.7273575,34.0197106,8z/data=!4m6!3m5!1s0x151daff17372297d:0x2efbe196dffbffec!8m2!3d32.7427316!4d35.0483915!16zL20vMDIxcTV5?entry=ttu
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%99%B6%E6%B4%9E


ド
（
英
：G

eo
d
e

）」
と
の
呼
称
が
』
、『
国
内
外
で
一
般
的
で
あ
る
』
。
『
内
部
に
は
熱
水
や
地
下
水
の
ミ
ネ

ラ
ル
分
に
よ
っ
て
、
自
形
結
晶
が
形
成
さ
れ
る
』
と
あ
る
。］ 

  

豫
言
者
エ
リ
ア
は
、
神
力
、
殆
ん
ど
、
弘
法
大
師
に
匹
敵
し
た
と
み
え
、
囘
敎
所
傳
に
、
次
の
話
が
あ

る
。
云
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諸
子
の
時
、
上
帝
に
好
愛
さ
れ
た
善
信
の
囘
敎
徒
エ
リ
ツ
ス
、
一
名
エ
リ
ア

ス
な
る
人
あ
り
。
上
帝
、
正
道
を
踏
違
へ
た
輩
を
本
復
せ
し
む
る
爲
、
此
人
を
予
言
者
た
ら
し
め
ん
と
て
、

彼
に
告
た
は
、
「
起
つ
て
、
眞
道
を
說
敎
せ
よ
。
而
し
て
、
此
等
の
頑
冥
な
罪
人
共
が
、
汝
の
言
を
信
受

し
得
る
様
に
、
汝
が
足
で
踏
む
所
は
、
ど
こ
で
も
、
綠
草
と
、
美
花
、
生
じ
、
決
し
て
乾
き
荒す

さ

ま
ざ
ら
し

む
べ
く
、
汝
が
、
枯
木
の
下
に
坐
ら
ば
、
其
が
、
葉
を
生
じ
て
、
再
び
、
緣
（
ケ
デ
ー
ル
）
と
。
そ
れ
よ

り
、
エ
リ
ア
ス
が
諸
國
を
巡
つ
て
上
帝
の
語
を
宣
る
内
、
ケ
デ
ー
ル
村
に
、
强
勢
の
村
老
、
あ
つ
て
、
猛

威
、
四
隣
を
壓
し
た
。
此
人
、
「
エ
リ
ア
ス
の
說
敎
に
、
少
し
も
隨
喜
す
る
望
み
な
し
。
だ
が
、
エ
リ
ア

ス
の
働
き
を
用
ひ
て
、
己
れ
を
、
利
せ
ん
。
」
と
欲
し
、
エ
リ
ア
ス
が
ソ
ロ
モ
ン
の
開
い
た
池
に
近
づ
く

處
を
、
捕
え
、
自
宅
へ
つ
れ
來
ら
し
め
た
。
「
汝
の
足
は
、
神
力
を
、
も
つ
と
、
聞
く
。
予
の
領
地
を
步

い
て
く
れ
。
明
日
、
予
が
案
内
せ
う
。
一
旦
、
予
に
つ
か
ま
つ
た
者
は
、
上
帝
で
も
、
取
り
離
す
こ
と
は

で
き
ぬ
筈
。
」
と
惡
さ
げ
に
言
放
つ
て
、
其
夜
を
、
狹
い
土
牢
中
に
過
さ
し
め
、
明
旦
、
エ
リ
ア
ス
を
、

重
い
鐵
鏁

て
つ
く
さ
り

で
括
つ
て
引
出
し
、
鏁
の
一
端
を
自
分
が
執
て
、
件
の
池
の
方
へ
步
か
せ
た
。
扨
、
エ
リ
ア
ス

が
あ
る
き
出
す
。
一
步
每
に
、
草
も
、
木
も
、
穀
類
も
、
萎
み
枯
れ
た
。
爾
來
、
此
地
、
永
く
荒
廢
し
、

草
木
、
生
ぜ
ず
。
村
老
、
か
く
と
見
て
、
大
に
怒
り
、
エ
リ
ア
ス
を
、
池
に
沈
め
う
と
惟
ふ
内
、
エ
リ
ア

ス
、
喉
、
乾
い
て
、
「
池
に
入
つ
て
、
水
、
飮
ま
ん
。」
と
乞
た
。
村
民
、
之
を
許
し
、
逃
が
さ
ぬ
よ
う
に

鏁
を
離
さ
ず
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
主
語
は
「
村
老
」
。
］
。
所
が
、
エ
リ
ア
ス
、
池
の
底
に
到
る
と
、
狹
い

水
道
、
忽
然
、
開
い
て
、
よ
き
通
路
と
な
り
、
鐵
鏁
は
、
果
て
し
な
く
伸
び
行
く
か
ら
、
エ
リ
ア
ス
、
思

ひ
の
儘
に
、
進
み
步
く
。
數
步
の
後
ち
、
水
を
の
む
と
、
鏁
附
き
の
足
械
が
外
れ
、
岩
、
忽
ち
、
彼
の
後

ろ
を
塞
い
で
、
村
老
と
、
係
累
を
絕
つ
た
。
そ
れ
よ
り
、
エ
リ
ア
ス
の
形
ち
、
人
の
眼
に
見
え
ず
に
、
世

界
中
を
步
き
𢌞
り
、
到
る
處
、
草
木
、
綠
に
茂
ら
せ
續
け
る
内
に
も
、
年
に
一
度
は
、
ミ
ノ
よ
り
メ
ッ
カ

へ
の
巡
禮
を
缺
さ
な
い
。
惡
性
の
村
老
は
、
エ
リ
ア
ス
が
雲
隱
れ
と
な
る
を
み
て
、
發
狂
し
、
ま
も
な
く

死
ん
だ
そ
う
な
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］（
上
に
引
た
ピ
エ
ロ
ッ
チ
の
書
、
七
二―

七
四
頁
）。 

 

又
、
聖
地
の

雛

豆

チ
ツ
ク
・
ピ
ー
ス

畑
に
つ
い
て
、
イ
サ
ベ
ル
・
バ
ー
ト
ン
著
「
シ
リ
ア
内
部
生
活
」
二
卷
一
七
八
頁

に
云
く
、
基
督
、
爰
で
、
雛
豆
を
ま
く
男
に
、
「
何
を
、
ま
く
か
。
」
と
尋
ね
る
と
、
「
石
を
、
ま
く
。
」
と

答
へ
た
。
基
督
、
「
汝
は
、
石
を
收
穫
す
べ
し
。
」
と
云
た
。
扨
、
此
人
の
收
穫
と
な
つ
た
時
、
雛
豆
は
、

な
ら
ず
、
其
形
し
た
石
ば
か
り
有
た
、
と
。
ピ
エ
ロ
ッ
チ
說
に
、
之
を
、
聖
母
の
所
爲
と
し
、
此
所
の
石

灰
石
が
雛
豆
塊
の
如
く
み
え
る
か
ら
、
此
話
を
生
じ
た
、
と
解
た
。
ピ
エ
ロ
ッ
チ
、
又
、
死
海
に
近
い
ビ

ル
ケ
ッ
ト
・
エ
ル
・
カ
ー
リ
ル
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
池
）
の
緣
起
を
記
す
。
云
く
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
ア
ラ
ビ

ア
語
で
エ
ル
・
カ
ー
リ
ル
（
上
帝
の
友
）
と
云
れ
、
ヘ
ブ
ロ
ン
に
住
だ
。
此
池
は
、
其
東
に
あ
り
、
住
民
、

そ
こ
で
鹽
を
集
め
賣
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
一
日
、
騾
を
牽
て
、
鹽
を
求
め
に
來
る
と
、
製
鹽
工
夫
が
、
多

量
の
鹽
を
擴
げ
お
き
乍
ら
、
「
賣
る
ほ
ど
、
鹽
が
な
い
。
」
と
言
た
。
す
る
と
、
ア
が
、
詛
ふ
て
、
「
今
後
、

爰
に
、
鹽
も
、
出
で
ず
、
爰
か
ら
、
ヘ
ブ
ロ
ン
へ
ゆ
く
道
も
、
絕
よ
。
」
と
云
た
。
其
れ
と
同
時
に
、
鹽
、



殘
ら
ず
、
石
に
化
し
、
姿
の
み
は
、
鹽
、
其
ま
ゝ
、
又
、
ヘ
ブ
ロ
ン
へ
の
道
も
、
丸
で
步
か
れ
な
く
、
嶮

岨
に
成
た
、
と
。 

 

弘
法
大
師
や
基
督
が
、
氣
に
食
ぬ
や
つ
の
、
芋
や
豆
を
石
に
し
た
は
、
大
分
、
茶
目
氣
が
あ
る
。
ア
ブ

ラ
ハ
ム
が
鹽
を
賣
て
吳
ぬ
を
憤
つ
て
、
之
を
化
石
せ
し
め
た
上
に
、
萬
人
の
通
路
を
廢
絕
せ
し
め
た
に
至

つ
て
は
、
過
酷
も
、
甚
だ
し
。
但
し
、
ア
フ
リ
カ
に
も
同
樣
の
話
あ
り
。
デ
ン
ネ
ッ
ト
の
「
黑
人
の
心

裏
」
、
一
九
〇
六
年
板
、
一
五
二
頁
に
、
カ
コ
ン
ゴ
で
、
子
を
負
た
老
女
が
、
畑
を
栽
る
女
に
、
水
を
乞

う
と
、「
こ
こ
は
、
水
、
遠
く
、
自
分
飮
む
だ
け
有
て
、
人
に
や
る
程
、
な
い
。」
と
答
へ
た
。
老
女
、
又
、

行
つ
て
、
椰
樹
の
汁
を
と
る
男
子
に
乞
ふ
と
、
快
く
、
椰
子
酒
を
飮
せ
た
。
老
女
は
、
其
靑
年
を
褒
賞
し
、

水
を
吝
ん
だ
女
の
畑
を
、
湖
に
化
し
た
、
と
載
す
。 

 

「
酉
陽
雜
俎
」
二
に
、
衞
國
縣
の
西
南
に
瓜
穴
あ
り
、
冬
・
夏
、
常
に
水
を
出
し
、
之
を
望
め
ば
、

練
ね
り
ぎ
ぬ

の
如
し
。
時
に
、
瓜
葉
、
あ
つ
て
出
る
。
相
傳
ふ
、
苻
秦
の
時
、
李
班
な
る
者
あ
り
、
頗
る
、
道
術

を
好
む
。
其
穴
に
入
て
、
三
百
步
程
、
行
く
と
、
宮
殿
あ
り
、
牀
榻
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
や
う
た
ふ
」
。

現
代
仮
名
遣
「
し
ょ
う
と
う
」。
寝
台
。］
上
に
、
經
書
あ
り
、
二
人
、
對
坐
し
て
、
鬚
髮
白
き
を
見
た
。

班
、
進
ん
で
、
牀
下
に
拜
す
る
と
、
其
一
人
が
、
「
早
く
還
れ
。
」
と
、
い
ふ
。
穴
口
迄
出
る
と
、
瓜
、
數

個
あ
り
。
取
ん
と
欲
す
れ
ば
、
乃
ち
、
石
と
成
た
。
家
へ
還
る
と
、
四
十
年
立
て
居
た
と
い
ふ
、
と
あ
り
。

「
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
」
四
に
は
、
贍
波
國
の
南
の
大
山
林
中
に
、
牛
を
放
ち
飼
た
男
が
、
牛
の
往
き

處
を
尋
ね
て
、
岩
穴
に
入
り
、
金
色
の
香
果
を
取
り
還
る
を
、
鬼
に
取
戾
さ
れ
、
再
び
、
往
つ
て
、
口
に

入
て
出
る
處
を
、
鬼
に
、
喉
を
つ
ま
ゝ
れ
、
呑
ん
で
し
ま
ふ
と
、
其
人
の
身
が
、
大
き
く
成
り
、
首
は
、

穴
か
ら
出
た
が
、
體
は
出
ず
、
漸
々
、
化
石
し
終
つ
た
話
を
出
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
衞
國
縣
」
後
漢
の
時
に
置
か
れ
た
衛
県
。
後
の
北
魏
の
時
、
衛
県
に
改
め
ら
れ
た
。

故
城
は
山
東
省
の
旧
観
城
県
の
西
に
あ
っ
た
。
現
在
は
聊

城

り
ゅ
う
じ
ょ
う

市
の
一
画
。
こ
の
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ

ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
所
持
す
る
平
凡
社
『
東
洋
文
庫
』
の
今
村
与
志
雄
訳
注
を
参
考
に
し
た
。 

「
苻
秦
」
符
秦
の
支
配
し
た
前
秦
王
朝
（
三
五
〇
年
～
三
九
四
年
）
を
指
す
。
同
前
。 

「
贍
波
國
」
「
せ
ん
ば
こ
く
」
「
チ
ヤ
ン
パ
こ
く
」
。
チ
ャ
ン
パ
ー
ナ
ガ
ラ

C
h
am

p
ān

ag
ara

。
紀
元
前
六
〇

〇
年
頃
、
北
イ
ン
ド
に
栄
え
た
十
六
大
国
の
一
つ
で
あ
る
ア
ン
ガ
国
の
首
都
チ
ャ
ン
パ
ーC

h
am

p
ā

の
遺
址

と
さ
れ
、
マ
ガ
ダ
国
に
よ
る
占
領
後
の
釈
迦
の
時
代
に
も
、
イ
ン
ド
の
六
大
都
市
の
一
つ
と
し
て
栄
え
た
。

七
世
紀
前
半
に
玄
奘
が
こ
こ
を
訪
れ
，
瞻
波

せ

ん

ば

国こ
く

と
し
て
「
大
唐
西
域
記
」
に
記
し
て
い
る
。
現
在
の
、
こ

の
附
近
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
（
主
文
は
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
の
「
バ
ー
ガ
ル
プ
ル
」
の
記
載

に
拠
っ
た
）。］ 

  

話
が
こ
う
長
く
な
る
と
、
讀
者
の
み
か
は
、
熊
楠
自
身
も
何
だ
か
跡
先
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
因
て
、

再
讀
、
校
字
を
兼
ね
て
、
始
終
を
見
通
し
、
結
論
と
出
か
け
よ
う
。 

 

西
洋
で
鷲
石
と
い
ふ
は
、
褐
鐵
鑛
、
又
、
そ
れ
よ
り
成
た
岩
石
が
、
多
少
、
圓
く
て
、
中
空
、
そ
し
て

空
處
に
、
土
や
砂
や
小
石
を
藏
し
た
者
で
、
地
方
に
よ
り
、
其
產
地
近
く
、
鷲
が
住
み
、
其
の
鷲
の
巢
か

ら
、
此
石
を
見
出
し
、
氣
を
付
て
見
れ
ば
、
多
少
、
母
胎
に
子
を
藏
す
る
の
狀
あ
る
よ
り
、
鷲
が
同
感
作

用
を
心
得
、
自
分
の
卵
を
安
全
に
孵
す
爲
に
、
此
石
を
、
其
巢
に
納
め
た
と
判
じ
、
鷲
が
卵
を
孵
す
も
、

https://www.google.com/maps/place/%E5%B1%B1%E6%9D%B1%E7%9C%81%E8%8E%98%E7%9C%8C%E8%A6%B3%E5%9F%8E%E9%AB%98%E7%B4%9A%E4%B8%AD%E5%AD%A6/@35.999432,114.5504642,7.71z/data=!4m6!3m5!1s0x35dca410b70ef63b:0xe2d86d52ffb3bf96!8m2!3d35.941644!4d115.395729!16s%2Fg%2F1trqfb77?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%93%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%AB+%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%AC%E3%83%AB%E3%83%97%E3%83%AB/@25.2495318,86.8202756,12.71z/data=!4m6!3m5!1s0x39f04b2c70ae9c95:0x37ecc76828498242!8m2!3d25.2371958!4d86.9745702!16zL20vMDJ4a2Rq?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%83%93%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%AB+%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%AC%E3%83%AB%E3%83%97%E3%83%AB/@25.2495318,86.8202756,12.71z/data=!4m6!3m5!1s0x39f04b2c70ae9c95:0x37ecc76828498242!8m2!3d25.2371958!4d86.9745702!16zL20vMDJ4a2Rq?entry=ttu


母
が
子
を
產
む
も
、
同
じ
事
ゆ
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、
鷲
に
き
く
物
は
、
人
に
も
き
く
筈
と
、

試
し
見
る
と
、
三
度
に
一
度
は
、
よ
い
加
減
に
、
効
あ
り
。
由
て
、
之
を
、
安
產
催
生
の
靈
品
と
し
た
。

そ
れ
か
ら
敷
衍
し
て
、
種
々
の
効
驗
あ
る
と
見
立
て
信
じ
た
次
第
を
、
第
一
篇
に
專
ら
述
た
。 

 

鷲
石
は
、
鷲
が
巢
内
に
持
ち
込
ん
で
、
其
の
孵
化
を
助
く
る
と
い
ふ
信
念
は
、
東
洋
に
、
な
い
。
し
か

し
、
鷲
石
、
そ
の
物
は
、
和
漢
共
に
、
有
り
。
「
太
一
禹
餘
糧
」
抔
呼
び
、
其
形
が
、
母
胎
に
子
を
藏
す

る
に
似
る
を
見
て
、
西
洋
人
と
齊
し
く
、
矢
張
、
催
生
安
產
の
靈
物
と
し
た
。
又
、
西
洋
と
ち
が
ひ
、
此

石
の
中
に
あ
る
砂
土
が
、
穀
物
の
粉
に
髣
髴
た
る
よ
り
、
之
を
、
古
聖
賢
が
食
ひ
殘
し
た
糧
食
と
信
じ
、

追
ひ
追
ひ
、
之
を
食
へ
ば
、
長
生
し
て
、
仙
人
に
な
り
得
、
と
信
じ
た
。
そ
れ
か
ら
、
其
成
分
の
鐵
等
が
、

相
當
に
働
ら
く
よ
り
、
之
を
藥
用
し
て
、
甘
寒
無
毒
、
牡
丹
爲
二

之
使
一

、
伏
二

五
金
一

制
二

三
黃
一

、
主
治

欬
逆
寒
熱
煩
滿
、
下
二

赤
白
二

、
血
閉
癓
瘕
大
熱
、
鍊
餌
二

服
之
一

不
ㇾ
饑
、
輕
ㇾ
身
延
ㇾ
年
、
療
二

小
腹
痛

結
煩
疼
一

、
主
二

崩
中
一

、
治
二

邪
氣
及
骨
節
疼
、
四
肢
不
仁
、
痔
瘻
等
疾
一

、
久
服
耐
二

寒
暑
一

、
催
ㇾ
生
固

二

大
腸
一

。
〔
禹
餘
糧
は
、
甘
、
寒
。
無
毒
。
牡
丹
、
之
れ
が

使
な
か
だ
ち

と
爲な

り
、
五
金
を
伏
し
、
三
黃
を
制
す
。

主
治
は
欬
逆

か
い
ぎ
や
く

・
寒
熱
・
煩
滿

は
ん
ま
ん

な
り
。
赤
白
・
血
閉
・
癥
瘕

ち
よ
う
か

・
大
熱
を
下く

だ

し
、
鍊
り
て
、
之
れ
を
餌
服

じ

ぶ

く

す
れ

ば
、
饑
ゑ
ず
、
身
を
輕
く
し
、
年
を
延
ば
す
。
小
腹
痛
・
結
煩
疼

け
つ
は
ん
と
う

を
療
す
。
崩
中

ほ
う
ち
ゆ
う

を

主
つ
か
さ
ど

り
、
邪
氣
及
び

骨
節
疼
、
四
肢
の
不
仁
、
痔
瘻
等
の
疾

や
ま
ひ

を
治ぢ

す
。
久
し
く
服
す
れ
ば
、
寒
暑
に
耐
へ
、
生
を
催

う
な
が

し
、
大

腸
を
固つ

よ

く
す
。
〕
又
、
太
一
餘
糧
、
甘
平
無
毒
、
杜
仲
爲
二

之
使
一

、
畏
二

貝
母
菖
蒲
鐵
落
一

、
主
治
欬
逆
上

氣
癥
瘕
血
閉
漏
下
、
除
二

邪
氣
一

、
肢
節
不
利
、
久
服
耐
二

寒
暑
一

、
不
ㇾ
饑
輕
ㇾ
身
、
飛
行
千
里
、
神
仙
、

治
二

大
飽
絕
力
身
重
一

、
益
ㇾ
脾
安
二

臟
氣
一

、
定
二

六
腑
一

鎭
二

五
臟
一

。〔
太
一
餘
糧
は
、
甘
、
平
。
無
毒
。

杜
仲
、
之
が
使
と
爲
る
。
貝
母
・
菖
蒲
・
鐵
落
を
畏
る
。
主
治
は
欬
逆
・
上
氣
・
癥
瘕
・
血
閉
・
漏
下
な

り
。
邪
氣
・
肢
節
の
不
利
を
除
く
。
久
し
く
服ぶ

く

す
れ
ば
、
寒
暑
に
耐
へ
、
饑
へ
ず
、
身
を
輕
く
し
、
千
里

を
飛
行

ひ
ぎ
や
う

し
て
、
神
仙
と
な
れ
り
。
大
飽
・
絕
力
・
身
重
を
治
す
。
脾ひ

を
益え

き

、
臟
氣
を
安
ん
ず
。
六
腑
を
定

め
、
五
臟
を
鎭し

づ

む
。
〕
と
「
本
草
綱
目
」
に
見
ゆ
。
是
等
、
半
分
に
聞
い
て
も
、
多
少
、
據
ろ
あ
る
法
螺

で
、
諸
方
に
出
る
、
禹
餘
糧
・
太
一
餘
糧
を
、
至
細
に
分
析
で
も
し
た
ら
、
實
效
あ
る
藥
物
學
上
の
發
見

も
な
る
事
だ
ろ
う
が
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］、
自
分
、
其
方
は
、
あ
ん
ま
り
と
き
て
ゐ
る
か
ら
、
立

ち
入
ら
ぬ
が
、
無
手
勝
流
の
卜
傳
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
本
草
綱
目
」
は
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
同
書
の
「
卷
十
」
の
「
金
石
之
四
」
の

「
禹
餘
粮
」（[0

3
2
-1

0
a
]

）
と
、
続
く
「
太
一
餘
粮
」（[0

3
2

-1
2
a
]

）
の
影
印
本
画
像
と
校
合
し
た
。
熊
楠
は
、

続
け
て
ソ
リ
ッ
ド
に
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
な
お
、

「
粮
」
は
「
糧
」
に
同
じ
で
、
こ
こ
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
熊
楠
の
表
記
に
従
っ
た
。
な
お
、
症
状
名

は
、
私
も
熊
楠
同
様
、「
其
方
は
、
あ
ん
ま
り
と
き
て
ゐ
る
か
ら
、
立
ち
入
ら
ぬ
」
こ
と
と
す
る
。
悪
し
か

ら
ず
。］ 

  

扨
、
第
二
篇
に
は
、
太
一
禹
餘
糧
の
外
に
も
、
古
人
の
食
ひ
殘
し
た
物
が
、
石
に
化
し
て
、
今
に
あ
り

て
ふ
現
品
と
傳
說
は
、
諸
邦
に
存
し
、
甚
し
き
は
、
飮
み
殘
し
た
「
し
ろ
水
」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
穀
類

の
研
ぎ
水
。
］
や
、
酒
・
醤
油
・
酢
、
又
、
よ
そ
か
ら
運
ん
だ
水
迄
も
、
そ
の
儘
、
其
所
に
續
出
す
る
て

ふ
の
も
、
諸
處
に
あ
り
。
又
、
古
人
が
食
ひ
殘
し
た
物
が
、
化
石
せ
ず
、
復
活
し
て
、
今
に
相
續
蕃
殖
し

https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/032


お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
ち
ふ
、
現
品
と
傳
說
も
、
多
く
あ
る
由
を
述
べ
、
次
に
は
た
ゞ
食
ひ

飽
た
り
、
好
か
な
か
つ
た
り
で
、
殘
し
た
物
が
、
石
に
成
た
外
に
、
或
る
食
物
や
、
其
持
主
、
又
、
作
り

手
を
、
嫌
ひ
、
惡
ん
で
、
之
を
、
石
に
し
た
り
、
廢
物
に
し
た
り
し
た
の
が
、
今
に
存
す
る
て
ふ
信
念
も
、

諸
邦
に
少
な
く
な
い
次
第
を
例
示
し
、
己
れ
の
望
む
物
を
、
く
れ
な
ん
だ
奴
の
生
產
地
を
、
全
く
、
不
生

產
に
す
る
事
も
出
來
る
て
ふ
信
念
に
說
及
び
、
終
り
に
、
自
分
の
愛
惜
す
る
物
を
、
他
人
が
取
る
と
、
忽

ち
、
石
と
な
し
、
又
、
其
人
を
石
と
な
し
た
昔
話
を
、
引
出
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

附 
 

錄 

○
孕
石 

『
性
之
硏
究
』
第
一
卷
第
六
號
二
三
二
頁
に
、「
獨
逸
に
は
安
產
の
爲
に
、
『
孕
石
』
と
云
て
ガ

ラ
ガ
ラ
鳴
る
固
形
物
を
包
ん
だ
一
種
の
石
を
眞
鍮
に
包
み
、
產
婦
の
左
腰
部
に
垂
し
お
く
習
慣
が
あ
る
」

と
誰
か
ゞ
書
い
た
。
「
孕
石
」
と
は
獨
逸
語
で
何
と
い
う
か
知
ず
。
或
は
別
に
そ
ん
な
意
味
の
獨
逸
語
は

な
き
も
、
本
邦
に
「
孕
石
」
て
ふ
物
あ
る
に
付
て
、
獨
逸
で
所
謂
ア
ド
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
（
鷲
石
）
、
一

名
ク
ラ
ッ
ペ
ル
・
ス
タ
イ
ン
（
ガ
ラ
ガ
ラ
石
）
を
、
か
く
「
孕
石
」
と
譯
し
た
の
か
と
も
推
察
す
る
。
藤

澤
君
の
『
日
本
傳
說
叢
書
』
「
伊
豆
之
卷
」
に
、
賀
茂
郡
田
子
村
平
野
山
麓
に
「
孕
石
」
あ
り
、
高
さ
二

丈
、
周
り
七
、
八
尺
ば
か
り
、
出
產
を
祈
る
と
、
効
驗
あ
り
、
と
信
ぜ
ら
れ
た
が
、
今
は
、
畠
に
落
ち
轉

が
り
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
由
を
記
す
。
柳
田
君
が
『
太
陽
』
第
一
七
卷
第
一
號
「
生
石
傳

說
」
に
載
せ
た
通
り
、
諸
國
に
、
小
石
、
團
結
し
て
大
岩
と
成
た
の
が
、
風
雨
に
削
ら
れ
て
、
時
々
、
多

少
の
小
石
を
放
ち
落
す
を
、
「
石
が
、
子
を
う
む
。
」
と
誤
り
、
產
婦
安
產
の
ま
じ
な
ひ
に
用
い
て
、
「
子

持
石
」
と
名
く
。
既
に
「
子
持
石
」
と
云
ば
、
「
孕
み
石
」
と
唱
え
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
例
も

多
々
有
た
事
と
記
臆
は
す
れ
ど
、
差
當
り
、
確
か
に
「
孕
み
石
」
と
名
け
た
は
、
伊
豆
の
一
例
し
か
知
ぬ
。

其
例
有
ば
、
識
者
の
報
道
を
冀
ふ
。
「
雲
根
志
」
な
ど
み
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
座
右
に
な
い
か
ら
仕
方
が

な
い
。
「
類
聚
名
物
考
」
附
錄
三
に
「
三
河
記
」
を
引
き
、
家
康
、
幼
時
、
駿
河
に
人
質
た
り
し
時
、
侮

辱
さ
れ
た
仕
返
し
に
、
後
年
、
高
天
神
落
城
の
節
、
孕
石
主
水
に
切
腹
さ
せ
た
、
と
あ
る
。
此
孕
石
は
、

多
分
、
ど
こ
か
の
地
名
で
、
そ
こ
に
「
孕
石
」
と
呼
れ
た
石
が
有
た
で
有
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
孕
石
」「
は
ら
み
い
し
」。 

「
『
日
本
傳
說
叢
書
』「
伊
豆
之
卷
」
に
、
賀
茂
郡
田
子
村
平
野
山
麓
に
「
孕
石
」
あ
り
、
高
さ
二
丈
、
周

り
七
、
八
尺
ば
か
り
、
出
產
を
祈
る
と
、
効
驗
あ
り
、
と
信
ぜ
ら
れ
た
が
、
今
は
、
畠
に
落
ち
轉
が
り
お

る
由
を
記
す
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
の
原
本
（
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
刊
）
の
こ
こ
で
当
該
部
を
視
認
出
来
る
。
ブ
ロ
グ
版
の
読
み
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
そ
こ
で
は
転
が
っ
て

い
る
場
所
を
「
卷ま

き

田だ

」
と
記
し
て
い
る
。
「
賀
茂
郡
田
子
村
」
は
現
在
の
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
田
子

（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
「
平
野
山
」
は
「
ひ
な
た

G
P

S

」
の
戦
前
の
地
図
を
見
て
も
、
旧
同

村
域
に
は
無
名
の
ピ
ー
ク
が
複
数
あ
り
、
同
定
不
能
で
、「
卷
田
」
の
地
名
も
見
当
た
ら
な
い
。 

「
柳
田
君
が
『
太
陽
』
第
一
七
卷
第
一
號
「
生
石
傳
說
」
に
載
せ
た
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
五
巻
（
一
九
六
二
年
筑
摩
書
房
刊
）
で
視
認
出
来
る
。
ま
た
、
誰

で
も
見
ら
れ
る
「
私
設
万
葉
文
庫
」
の
同
巻
（
一
九
六
八
年
刊
版
）
の
「(4

9
3
)

」
（
ペ
ー
ジ
・
ナ
ン
バ
ー
）

で
電
子
化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
新
字
と
旧
字
の
混
淆
版
）
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
電
子
化
す

る
意
志
は
私
に
は
な
い
。 

https://dl.ndl.go.jp/pid/953563/1/198
https://dl.ndl.go.jp/pid/953563/1/198
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92410-3515+%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E8%B3%80%E8%8C%82%E9%83%A1%E8%A5%BF%E4%BC%8A%E8%B1%86%E7%94%BA%E7%94%B0%E5%AD%90/@34.7977605,138.6651154,11.25z/data=!4m6!3m5!1s0x6019f6e259ed0e8f:0xb3c26159e04f66f4!8m2!3d34.8072308!4d138.771872!16s%2Fg%2F1pxxtt9s_?entry=ttu
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92410-3515+%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E8%B3%80%E8%8C%82%E9%83%A1%E8%A5%BF%E4%BC%8A%E8%B1%86%E7%94%BA%E7%94%B0%E5%AD%90/@34.7977605,138.6651154,11.25z/data=!4m6!3m5!1s0x6019f6e259ed0e8f:0xb3c26159e04f66f4!8m2!3d34.8072308!4d138.771872!16s%2Fg%2F1pxxtt9s_?entry=ttu
https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/hinata.html#14/34.805924/138.774430&l=%5B%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:-2%7D,%7B%22n%22:%22MapWarperStanford%22,%22o%22:0.88,%22z%22:0%7D%5D,%5B%7B%22n%22:%22pale%22,%22o%22:1,%22z%22:151%7D%5D%5D&3d=%5B%5B%7B%22e%22:false%7D%5D,%5B%7B%22e%22:false%7D%5D%5D&d=2
http://kiebine2007.amearare.com/yanagita5.htm


『「
雲
根
志
」
な
ど
み
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
座
右
に
な
い
か
ら
仕
方
が
な
い
』
熊
楠
先
生
！ 

私
が
所
持
す

る
現
代
思
潮
社
の
『
復
刻 

日
本
古
典
全
集
』
版
の
「
雲
根
志
」
の
「
卷
之
五
」
で
、
「
孕
石 

廿
六
」
を

見
つ
け
ま
し
た
！ 

以
下
に
示
し
ま
す
。
そ
れ
ら
し
い
絵
も
添
え
ら
れ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
載
せ
ま
す

（
底
本
に
は
『
禁
無
断
複
製
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
書
全
体
の
複
製
を
指
す
。
平
面
的
に
撮
影
さ
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
の
画
像
に
は
著
作
権
は
発
生
し
な
い
と
い
う
の
が
、
文
化
庁
の
公
式
見
解
で
あ

る
か
ら
、
ト
リ
ミ
ン
グ
補
正
し
た
こ
れ
は
、
違
法
で
は
な
い
）。 

 
 

 

＊ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
絵
は
上
手
く
撮
り
込
め
な
い
の
と
、
小
さ
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
グ
で
掲
げ
た
大

型
の
画
像
の
リ
ン
ク
と
す
る
。］ 

  
 

 
 

 

孕
は
ら
み

石い
し

廿
六 

大
さ
鞠ま

り

の
ご
と
く
色
黑
く
半

な
か
ば

破
や
ふ
れ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
ふ
れ
」
は
マ
マ
。］
）
た
り
石
中
に
白
色

し
ろ
い
ろ

に
て
大

さ
掌
を
合
せ
し
ば
か
り
の
か
た
き
石
を
は
ら
め
り
外
皮

そ
と
が
は

黑
き
物
は
數
枚
か
さ
な
れ
る
か
た
ち
也
鮓さ

く

答た
う

の
類

に
て
生
得

せ
う
と
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
せ
う
と
く
」
は
マ
マ
。］
の
石
也
勢
刕
長
野

な

が

の

の
松
原

ま
つ
ば
ら

に
て
拾
ひ
得
た
り 

 
 

 

＊ 

こ
こ
に
出
る
「
鮓さ

く

答た
う

」
と
は
、
獣
類
の
体
内
に
出
来
る
異
物
（
多
く
は
塊
状
の
結
石
）
で
、
種
々
の
様
態

が
あ
る
。
古
く
は
解
毒
剤
と
し
て
用
い
た
。
詳
し
く
は
、
「
南
方
熊
楠 

本
邦
に
於
け
る
動
物
崇
拜

（
６
：
牛
）」
の
私
の
「
鮓
答
」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
類
聚
名
物
考
」
江
戸
時
代
の
類
書
（
百
科
事
典
）
。
日
本
文
物
の
類
書
中
で
も
形
式
・
内
容
と
も
に
充

実
し
た
最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
大
著
。
成
立
年
は
不
詳
。
編
者
は
江
戸
中
期
の
幕
臣
で
儒
学
者
で
、
賀
茂

真
淵
門
下
の
国
学
者
で
も
あ
っ
た
山
岡
浚
明
（
ま
つ
あ
け 

享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
～
安
永
九
（
一

七
八
〇
）
年
）
。「
日
本
大
百
科
全
書
」
の
彌
吉
光
長
氏
（
懐
か
し
い
名
だ
。
図
書
館
概
論
で
講
義
を
受
け

た
。
受
け
て
い
た
女
子
が
体
調
不
良
で
卒
倒
し
、
皆
で
保
健
室
か
ら
担
架
を
持
っ
て
来
て
、
運
ん
で
戻
っ

て
み
る
と
、
平
然
と
講
義
を
続
け
て
い
て
、
流
石
に
ム
ッ
と
し
て
「
先
生
！
」
と
叫
ぶ
と
、
「
何
か
あ
り

ま
し
た
か
？
」
と
平
然
と
答
え
、
そ
の
ま
ま
さ
ら
に
授
業
を
続
け
た
。
私
は
そ
れ
以
降
、
当
該
の
講
義
を

ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
試
験
だ
け
受
け
た
が
、
「
優
」
を
呉
れ
た
の
で
文
句
は
な
い
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
『
彼

は
博
学
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
若
い
と
き
か
ら
国
書
を
広
く
読
み
、
そ
の
抄
を
つ
く
っ
て
整
理
し
て
い
た
。

し
か
し
、
先
輩
の
老
人
に
、
抄
出
し
て
も
急
場
に
役
だ
た
ぬ
か
ら
暗
記
せ
よ
と
諭
さ
れ
、
そ
の
教
え
に
従

っ
て
破
り
捨
て
た
も
の
の
、
記
憶
に
は
限
界
と
誤
り
が
あ
る
と
覚
』
『
っ
て
、
こ
の
編
集
に
か
か
っ
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
図
書
は
破
棄
さ
れ
た
ま
ま
に
脱
し
て
い
る
。
現
存
の
』
三
百
四
十
二
『
巻
を

精
査
す
る
と
、
天
文
、
時
令
、
神
祇
（
じ
ん
ぎ
）
、
地
理
な
ど
』
三
十
二
『
類
と
抜
き
書
き
の
部
に
分
か

た
れ
て
い
る
。
各
項
目
は
総
説
と
考
証
、
文
献
か
ら
な
り
、
そ
の
考
証
の
行
き
届
い
て
合
理
的
な
こ
と
は

類
を
み
な
い
』
と
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
活
字
本
で
当
該
部
が

視
認
出
来
る
。
右
ペ
ー
ジ
上
段
の
「
○
切
腹
」
が
そ
れ
。 

「
孕
石
主
水
」
孕
石
元
泰
（
？
～
天
正
九
（
一
五
八
一
）
年
）
は
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
今
川
氏
、

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/haramiisi.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/haramiisi.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-efeb9a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/12/post-efeb9a.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/898158/1/460
はらみいしもとやす
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%95%E7%9F%B3%E5%85%83%E6%B3%B0


武
田
氏
の
家
臣
。
諱
の
「
元
」
は
今
川
義
元
の
偏
諱
と
思
わ
れ
る
』
。
『
今
川
氏
の
家
臣
』
『
孕
石
光
尚
の

子
と
し
て
誕
生
。
孕
石
氏
は
遠
江
国
原
田
荘
（
静
岡
県
掛
川
市
）
を
本
拠
と
す
る
原
氏
の
庶
流
の
一
族
で
、

孕
石
村
を
本
拠
と
し
た
。
元
泰
の
祖
父
に
あ
た
る
行
重
の
こ
ろ
よ
り
今
川
家
臣
と
な
る
。
元
泰
の
史
料
上

の
初
見
は
』
天
文
二
一
（
一
五
五
二
）
年
九
月
七
日
に
見
え
、
『
今
川
義
元
よ
り
父
』
『
光
尚
の
遺
領
相
続

に
関
し
て
指
示
を
受
け
て
い
る
』
。
永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年
の
『
武
田
信
玄
の
駿
河
侵
攻
に
よ
っ
て

今
川
氏
か
ら
離
反
し
て
武
田
氏
の
家
臣
と
な
り
、
翌
年
』
四
月
に
『
駿
河
国
足
洗
郷
（
現
・
静
岡
市
）
や

遠
江
国
各
所
の
知
行
地
を
安
堵
さ
れ
た
。
元
泰
は
朝
比
奈
信
置
や
岡
部
元
信
と
並
ぶ
駿
河
先
方
衆
の
』
一

『
人
で
あ
り
、
武
田
信
玄
の
駿
河
平
定
戦
に
参
陣
し
て
武
功
を
挙
げ
、
特
に
同
年
』
十
二
『
月
の
蒲
原
城
』

（
か
ん
ば
ら
じ
ょ
う
）
『
攻
略
戦
で
は
信
玄
よ
り
感
状
を
賜
っ
た
』
。
『
武
田
氏
の
駿
河
平
定
後
は
江
尻
城

代
・
山
県
昌
景
』
（
や
ま
が
た
ま
さ
か
げ
）
『
の
相
備
』
（
あ
い
ぞ
な
え
）
『
に
編
成
さ
れ
、
駿
河
国
藤
枝
郷

（
現
・
藤
枝
市
）
に
知
行
地
を
得
て
領
内
の
市
立
て
や
』
、
『
堤
の
再
興
に
尽
力
し
た
』
。
天
正
三
（
一
五

七
五
）
年
四
月
の
『
武
田
勝
頼
の
三
河
侵
攻
に
際
し
て
は
』、
『
江
尻
城
の
在
番
を
務
め
、
三
河
戦
線
に
い

る
山
県
昌
景
よ
り
』
、
『
江
尻
城
の
普
請
・
警
固
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
て
い
る
』
。
同
五
年
七
月
に
は

『
勝
頼
よ
り
』
、
『
改
め
て
駿
河
・
遠
江
各
所
の
知
行
地
で
あ
る
』
四
百
八
十
『
貫
文
を
安
堵
さ
れ
た
』
。

天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
よ
り
、
『
遠
江
高
天
神
城
』
（
こ
こ
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
『
の
在

番
を
務
め
る
。
高
天
神
城
は
翌
年
か
ら
徳
川
軍
の
攻
囲
を
受
け
、
同
』
九
年
三
月
二
十
二
日
に
『
高
天
神

城
が
徳
川
軍
に
攻
略
さ
れ
』
（
「
第
二
次
高
天
神
城
の
戦
い
」
）
、
『
元
泰
は
捕
ら
え
ら
れ
、
翌
』
二
十
三

『
日
に
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
』
。『
な
お
、
降
伏
者
で
切
腹
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
の
は
孕
石
一
人
で
あ
っ
た
。

切
腹
の
際
、
極
楽
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
西
方
向
で
は
な
く
、
南
に
頭
を
向
け
て
腹
を
切
ろ
う
と
し
、
そ

れ
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
敢
え
て
方
角
を
直
さ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
』
。
『
子
の
孕
石
元
成
は
、
土
佐

山
内
氏
に
仕
え
た
』
。「
家
忠
日
記
」
・「
三
河
物
語
」
に
『
拠
れ
ば
、
今
川
家
臣
時
代
は
人
質
時
代
の
徳
川

家
康
と
屋
敷
が
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
鷹
狩
り
が
好
き
な
家
康
が
放
っ
た
鷹
が
獲
物
や
糞
を
隣
家
の
孕

石
の
屋
敷
に
落
と
し
て
お
り
、
度
々
』、
『
苦
情
を
申
し
立
て
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
た
家

康
に
よ
り
』、『
十
数
年
の
』
後
、『
彼
は
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
』
と
あ
る
。
鷹
の
糞
、
恐
る
べ
し
。］ 

  

支
那
に
も
、
そ
ん
な
石
、
有
た
證
據
は
、
「
淵
鑑
類
函
」
二
六
に
、
郡
國
志
曰
、
乞
子
石
在
二

馬
湖
南
岸

一

、
東
石
腹
中
出
二

小
石
一

、
西
石
腹
中
懷
二

一
小
石
一

故
僰
人
乞
二

子
於
此
一

有
ㇾ
驗
〔
「
郡
國
志
」
に
曰
は

く
、
乞
子
石
は
馬
湖
の
南
岸
に
在
り
。
東
の
石
、
腹
中
よ
り
、
一
小
石
を
出
だ
し
、
西
の
石
、
腹
中
に
一

小
石
を
懷い

だ

く
。
故
に
僰
人

ほ
く
じ
ん

子
を
此
れ
に
乞
ひ
て
驗

し
る
し

有
り
。
〕
と
出
す
。
フ
ヰ

ジ
ー
島
の
都
バ
ウ
近
處
に
、

一
石
、
立
て
り
。
高
位
の
婦
人
、
子
を
產
む
時
、
此
石
、
亦
、
小
石
を
產
む
（
バ
ル
フ
ォ
ー
ル
「
印
度
事

彙
」
三
卷
七
四
二
頁
）
。
テ
オ
フ
ラ
ス
ツ
ス
、
ム
キ
ア
ヌ
ス
、
デ
モ
ク
リ
ツ
ス
、
サ
ヴ
ヲ
ナ
ロ
ラ
、
カ
ー

ル
ダ
ン
抔
が
、
石
、
時
と
し
て
、
子
を
生
む
、
と
說
た
は
、
主
と
し
て
、
こ
ん
な
石
か
ら
出
た
話
で
有
う

（
ボ
ス
ト
ッ
ク
及
リ
レ
イ
英
譯
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
「
博
物
志
」
第
六
卷
三
五
八
頁
）。
去
ば
、
『
性
之
硏
究
』

に
ア
ド
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
を
「
孕
石
」
と
し
た
は
、
適
當
な
ら
ず
。
「
孕
石
」
は
「
鷲
石
」
と
別
で
、
佩

た
女
に
安
產
せ
し
む
る
で
な
く
、
拜
む
女
に
子
を
授
く
る
石
で
、
一
汎
に
、
「
鷲
石
」
よ
り
は
、
ず
つ
と

大
い
者
だ
。 

https://www.google.com/maps/place/%E9%AB%98%E5%A4%A9%E7%A5%9E%E5%9F%8E%E8%B7%A1/@34.6945569,137.9884796,11.37z/data=!4m6!3m5!1s0x601af68c9b218181:0xdcd677dabf674cb!8m2!3d34.6982615!4d138.0355713!16s%2Fg%2F120z_qt3?entry=ttu


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
淵
鑑
類
函
」
は
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
同
巻
の
「
石
二
」
の
「
黃
石
」
の[0

3
1
-

4
7
b
]

の
影
印
本
と
校
合
し
た
。
一
箇
所
、
脱
落
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
っ
た
が
、
も
う
一
箇
所
の
誤
り
は
、

深
刻
な
誤
り
で
、
「
僰
人
」
を
熊
楠
は
『
楚
人
』
（
そ
ひ
と
）
と
誤
っ
て
い
る
。
「
僰
」
の
字
を
見
誤
っ
た
か
、

勝
手
に
「
楚
」
の
異
体
字
と
思
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
「
僰
人
」
は
、
「W

ik
tio

n
a
ry

」
の
「
僰
」
（
呉
音
「
ボ

ク
」
・
漢
音
「
ホ
ク
」
）
に
、『
棘
（
と
げ
）
の
あ
る
植
物
の
多
い
地
域
に
住
ん
で
い
た
古
代
の
人
々
。
現
在

の
中
国
西
南
地
域
（
四
川
省
・
貴
州
省
・
雲
南
省
）
の
少
数
民
族
。
僰
人
懸
棺
な
ど
の
遺
跡
を
の
こ
す
』
と

あ
る
の
が
そ
れ
で
、
「
楚
」
と
は
全
く
違
う
。
し
か
も
民
族
名
で
あ
っ
て
国
名
で
は
な
い
か
ら
、
漢
文
の
通

例
訓
に
よ
っ
て
、「
ほ
く
ひ
と
」
で
は
な
く
、「
ほ
く
じ
ん
」
と
訓
じ
た
。
な
お
、
「
選
集
」
の
訓
読
さ
れ
た

文
で
は
、
二
箇
所
と
も
正
し
く
な
っ
て
い
る
。 

「
フ
ヰ

ジ
ー
島
の
都
バ
ウ
」
現
在
の
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
に
は
「
バ
ウ
島
」
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
小
さ
な
島

で
あ
る
か
ら
、
「
都
」
は
お
か
し
い
。
現
行
の
同
国
の
首
都
は
「
ス
パ
」
（S

u
v
a

）
で
あ
る
。
引
用
元
の

「
バ
ル
フ
ォ
ー
ル
の
印
度
事
彙
」
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
外
科
医
で
東
洋
学
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
リ
ー

ン
・
バ
ル
フ
ォ
ア
（E

d
w

ard
 G

reen
 B

alfo
u
r 

一
八
一
三
年
～
一
八
八
九
年
：
イ
ン
ド
に
於
け
る
先
駆
的

な
環
境
保
護
論
者
で
、
マ
ド
ラ
ス
と
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
博
物
館
を
設
立
し
、
マ
ド
ラ
ス
に
は
動
物
園
も
創

設
し
、
イ
ン
ド
の
森
林
保
護
及
び
公
衆
衛
生
に
寄
与
し
た
）
が
書
い
た
イ
ン
ド
に
関
す
る

C
y
clo

p
aed

ia

（
百
科
全
書
）
の
幾
つ
か
の
版
は
一
八
五
七
年
以
降
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
「In

tern
et a

rch
iv

e

」
の T

h
e 

C
yclo

p
a
ed

ia
 o

f In
d
ia

  

（
一
八
八
五
年
刊
第
三
巻
）
の
原
本
の
「7

4
2

」
ペ
ー
ジ
のS

T
O

N
E

- W
O

K
S

H
IP

.

（「
石
崇
拝
」）
の
項
の
こ
こ
の
終
り
か
ら
六
行
前
に
、
確
か
に

B
a

w

と
確
認
出
来
る
。
原
書
が
そ
の
綴
り

を
誤
っ
た
か
、
呼
称
が
違
っ
た
も
の
か
、
よ
く
判
ら
な
い
。 

『
プ
リ
ニ
ウ
ス
「
博
物
志
」
第
六
卷
』
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
誌
」
の
当
該
部
第
六
巻
を
、
所
持
す
る
雄
山

閣
の
全
三
巻
の
全
訳
版
（
中
野
定
雄
他
訳
・
第
三
版
・
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
刊
）
で
、
三
度
、
通
読
し

た
が
、
こ
の
記
載
は
な
い
。「
選
集
」
で
も
こ
の
第
六
巻
と
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
調
べ
た
と
こ
ろ
、
第
三

十
六
巻
の
「
石
の
性
質
」
の
中
に
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
、
「
第
六
卷
」
は
「
第
三
十
六
卷
」
の
誤
り
で

あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。
そ
の
訳
本
の
『
骨
石
、
シ
ュ
ロ
石
、
タ
エ
ナ
ル
ス
石
』
の
項
に
、『
二
九 

さ
ら

に
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
と
ム
キ
ア
ヌ
ス
は
、
他
の
石
を
産
み
出
す
石
』（
こ
こ
の
編
者
注
が
あ
り
、
『
鷲
石
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
』
と
あ
り
、
こ
の
同
巻
の
後
の
「
三
九
」
に
「
鷲
石
＜
ア
エ
テ
ィ
ナ
ス
＞
」
の
項
も

存
在
す
る
）
『
が
あ
る
と
意
見
を
発
表
す
る
。
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
ス
は
ま
た
、
骨
が
地
中
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
り
、
骨
に
似
た
石
が
見
つ
か
る
と
述
べ
て
い
る
』
と
あ
る
か
ら
、
間
違
い
な
い
（
「
サ
ヴ
ヲ
ナ
ロ
ラ
、

カ
ー
ル
ダ
ン
」
の
人
名
は
探
し
得
な
か
っ
た
。
見
つ
か
っ
た
ら
、
追
記
す
る
）。］ 

 

○
鷲
石
に
關
す
る
一
說 

英
語
で
書
い
た
版
本
にn

.d
.

と
い
う
の
が
あ
る
。n

o
 d

ate

（
日
附
け
な
し
）
の
略

字
で
、
表
題
紙
に
も
序
文
に
も
出
板
の
年
を
記
し
お
ら
ぬ
。
是
れ
は
い
つ
も
新
刊
書
と
み
せ
て
客
を
釣
る

た
め
で
卑
劣
な
行
ひ
だ
。
チ
ャ
ー
レ
ス
・
デ
・
カ
イ
の
「
鳥
神
論
」
が
そ
の
一
例
で
、
ニ
ゥ
ヨ
ル
ク
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
］
の
バ
ー
ン
ス
會
社
出
板
と
だ
け
示
し
て
、
其
年
記
な
し
。
た
ゞ
、
表

題
紙
裏
に
、
細
字
で
、
一
八
九
八
年
著
者
板
權
認
可
と
出
し
あ
り
、
先
は
其
頃
の
著
作
か
。
根
つ
か
ら
、

素
性
の
よ
く
な
い
本
だ
が
、
鷲
石
の
こ
と
を
、
一
寸
、
論
じ
あ
る
か
ら
、
こ
ん
な
物
さ
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

https://www.kanripo.org/text/KR3k0055/031
https://ja.wiktionary.org/wiki/%E5%83%B0
https://archive.org/details/cyclopindiaeast03balfuoft/page/742/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopindiaeast03balfuoft/page/742/mode/2up
https://archive.org/details/cyclopindiaeast03balfuoft/page/742/mode/2up


注
：
マ
マ
。
］
買
ふ
人
有
ば
こ
そ
賣
る
人
も
あ
る
と
、
歐
米
崇
拜
家
輩
に
、
そ
の
議
論
の
詰
ら
な
さ
程
度

を
示
さ
う
。
そ
の
略
に
云
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
古
傳
に
、
イ
ル
マ
リ
ネ
ン
が
鋼
・
鐵
・
焰
の
三
物
で
鷲

を
作
る
。
ポ
ー
ヨ
ラ
の
醜
婆
、
火
の
鷲
を
し
て
、
レ
ム
ミ
ン
カ
イ
ネ
ン
を
呑
し
め
ん
と
し
た
。
エ
ス
ト
ニ

ア
の
舊
說
に
、
島
母
が
、
海
底
よ
り
か
き
上
げ
た
鷲
卵
を
、
晝
は
、
日
の
熱
、
夜
は
、
吾
が
身
で
、
溫
め
、

孵
し
た
。
印
度
の
敎
典
に
は
、
金
翅
鳥
王
は
日
神
の
馭
者
ア
ル
ナ
と
、
一
卵
よ
り
、
双
生
し
た
等
、
鷲
と
、

日
や
火
を
連
ね
た
譚
が
、
諸
邦
に
あ
る
。
扨
、
鷲
が
老
て
、
動
作
、
き
か
な
く
成
た
を
、
み
た
人
、
な
く
、

其
死
體
を
見
た
者
、
な
し
。
數
百
年
間
、
鳥
類
の
王
と
し
、
統
制
し
た
後
ち
、
高
く
九
天
を
凌
い
で
、
日

輪
の
大
光
明
中
に
入
て
、
復
た
、
見
え
ず
。
そ
れ
よ
り
、
若
返
つ
て
、
海
中
に
飛
下
る
。
火
に
淨
め
ら
れ

て
、
二
度
め
の
生
命
を
獲
る
事
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
異
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
、
古
埃
及
人
が
日
の
表
章
と
し
、

火
の
力
で
復
活
す
と
信
じ
た
フ
ェ
ニ
ク
ス
が
鷲
の
事
た
る
や
、
論
を
俟
た
ず
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
で
は
全
体
が
一
字
下
げ
。
附
記
の
際
に
熊
楠
が
行
う
仕
儀
。］ 

  

フ
ェ
ニ
ク
ス
は
、
支
那
の
「
鳳
凰
」
に
當
て
譯
し
た
り
、
マ
ル
コ
・
ポ
ロ
の
「
記
行
」
や
「
千
一
夜
譚
」

に
見
え
た
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
「
ロ
ク
」
や
、
ペ
ル
シ
ア
書
に
出
た
巨
鳥
「
シ
ム
ー
ル
」
や
、
ヒ
ン
ズ
ー

敎
・
佛
敎
の
經
典
に
あ
る
「
金
翅
鳥
王
」
と
混
同
さ
れ
た
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
「
史
書
」
第
二
卷
七
三
章
に
、

初
め
て
フ
ェ
ニ
ク
ス
を
記
し
、
云
く
、
『
予
は
、
此
神
鳥
を
繪
で
斗
り
み
た
。
實
は
、
埃
及
で
も
希
有
の

物
で
、
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
（
日
都
）
人
の
說
に
、
そ
の
老
鳥
が
死
ん
だ
時
、
五
百
年
に
一
度
、
此
都
へ
來
る

と
い
ふ
。
繪
で
み
た
所
ろ
、
羽
毛
、
一
部
、
赤
、
一
部
、
金
色
で
、
形
ち
と
、
大
き
さ
は
、
殆
ん
ど
鷲
の

如
し
。
日
都
人
の
、
こ
の
鳥
の
話
は
う
そ
ら
し
い
。
云
く
、
此
鳥
の
親
、
死
し
た
ら
、
其
尸
を
、
全
く
、

沒
藥
で
ぬ
り
こ
め
て
、
ア
ラ
ビ
ア
よ
り
日
都
へ
將
來
し
、
そ
こ
に
埋
め
る
。
之
を
將
來
す
る
に
、
先
づ
、

自
分
が
運
び
得
る
丈
の
大
さ
に
、
沒
藥
を
圓
め
、
中
を
空
に
し
て
、
親
の
屍
を
納
め
、
穴
口
を
新
し
い
沒

藥
で
埋
め
る
、
と
。
か
う
し
な
い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
選
集
」
も
同
じ
だ
が
、
意
味
が
通
ら
な

い
。
「
か
う
す
る
と
、」
の
誤
記
で
は
あ
る
ま
い
か
？
］
内
と
正
し
く
同
重
量
と
な
る
。
そ
れ
を
埃
及
に
持

來
つ
て
、
日
堂
に
納
む
。
』
と
。
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
第
十
卷
二
章
に
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と
印
度

に
、
他
に
優
れ
て
、
羽
色
多
樣
で
、
文
筆
の
記
述
し
能
は
ざ
る
鳥
を
產
す
。
其
第
一
は
、
フ
ェ
ニ
ク
ス
、

是
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
の
名
鳥
だ
。
全
世
界
に
唯
一
羽
、
存
し
、
屢
ば
見
え
る
物
で
な
い
。
大
さ
、
鷲
の
如
く
、

頸
の
ぐ
る
り
の
羽
毛
、
金
色
で
、
輝
き
、
其
他
の
諸
部
は
、
紫
で
、
尾
は
碧
色
、
其
れ
に
、
桃
色
を
雜
え

た
長
い
羽
あ
り
。
喉
に
垂
囊
、
頭
に
、
冠
毛
あ
り
。
精
し
く
此
鳥
を
初
め
て
記
載
し
た
羅
馬
人
は
議
官
マ

ニ
リ
ウ
ス
、
此
人
は
、
敎
師
な
し
に
博
覽
の
高
名
を
博
し
た
。
其
說
に
、
此
鳥
、
食
事
す
る
を
、
見
た
者

な
く
、
ア
ラ
ビ
ア
人
は
「
日
の
神
鳥
」
と
崇
む
。
壽
命
は
五
百
四
十
歲
、
老
れ
ば
、
カ
ツ
シ
ア
と
、
香
木

の
枝
で
、
巢
を
作
り
、
諸
香
を
中
に
滿
て
、
之
に
臥
し
て
、
死
す
。
す
る
と
、
其
骨
と
、
髓
よ
り
、
一
疋

の
小
虫
、
生
じ
、
漸
く
化
し
て
、
小
鳥
と
な
り
、
先
づ
、
死
鳥
の
葬
禮
を
營
な
み
、
彼
の
巢
を
、
そ
つ
く

り
、
パ
ン
カ
イ
ア
に
近
い
日
都
に
運
び
、
日
神
の
壇
に
、
之
を
、
お
く
、
と
。
「
フ
ィ
シ
ヨ
ロ
グ
ス
」
（
動

物
譬
喩
譚
）
は
、
出
處
雜
駁
、
或
は
、
不
明
の
怪
し
い
物
だ
が
、
中
世
、
尤
も
廣
く
歐
州
で
行
れ
た
。
隨

つ
て
、
其
第
七
譬
喩
な
る
フ
ェ
ニ
ク
ス
譚
は
一
番
多
く
世
間
に
傳
播
さ
れ
て
、
今
に
、
俗
耳
を
鼓
吹
し
お

る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
。
云
く
、
フ
ェ
ニ
ク
ス
は
印
度
の
鳥
で
、
空
氣
を
吸
て
、
五
百
年
、
生
き
、



其
後
ち
、
翅
に
香
類
を
載
て
、
日
都
に
飛
行
き
、
日
神
廟
に
入
て
、
壇
上
で
、
自
ら
、
焚
く
と
、
翌
日
、

其
灰
よ
り
、
其
雛
、
自
ら
生
じ
あ
り
。
三
日
目
に
、
翅
、
全
く
成
て
、
祠
官
を
禮
し
、
飛
び
去
る
云
々
と
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
字
下
げ
は
、
こ
こ
で
終
わ
る
。 

「
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
」
（
ギ
リ
シ
ア
語
ラ
テ
ン
文
字
転
写
：H

elio
u
p
o
lis

／
英
語
等
：H

elio
p
o
lis

）
は
、
当
該

ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
（
地
図
あ
り
）
、
『
現
在
の
カ
イ
ロ
近
郊
に
存
在
し
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
都
市
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
都
市
の
名
は
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
ヘ
リ
オ
ス

の
町
＝
太
陽
の
町
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
古
代
名
で
は
「Iu

n
u
 

イ
ウ
ヌ
」
あ
る
い
は
「O

n
 

オ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
』。
『
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
は
ヘ
ル
モ
ポ
リ
ス
』（
リ
ン
ク
は
当
該
ウ
ィ
キ
）
『
と
並
ん
で
、
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
創
世
神
話
の
中
心
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
沒
藥
」
ム
ク
ロ
ジ
目
カ
ン
ラ
ン
科
カ
ン
ラ
ン
科 B

u
rseraceae 

の
コ
ン
ミ
フ
ォ
ラ
（
ミ
ル
ラ
ノ
キ
）
属 

C
o
m

m
ip

h
o
ra

 

の
樹
木
か
ら
分
泌
さ
れ
る
赤
褐
色
の
植
物
性
ゴ
ム
樹
脂
を
指
す
。
ウ
ィ
キ
の
「
没
薬
」
に
よ

れ
ば
、
『
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
紅
海
沿
岸
の
乾
燥
し
た
高
地
に
自
生
』
し
、
『
起
源
に

つ
い
て
は
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
さ
れ
る
』
。
『
古
く
か
ら
香
と
し
て
焚
い
て
使
用
さ
れ

て
い
た
記
録
が
残
さ
れ
』
、
『
ま
た
殺
菌
作
用
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
鎮
静
薬
、
鎮
痛
薬
と
し
て

も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
日
没
の
際
に
焚
か
れ
て
い
た
香
で
あ
る
キ
フ
ィ
の
調
合

に
は
没
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
ミ
イ
ラ
作
り
に
遺
体
の
防
腐
処
理
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
た
。
ミ
イ
ラ
の
語
源
は
ミ
ル
ラ
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
』
と
あ
る
。 

『
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
第
十
卷
二
章
に
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と
印
度
に
、
他
に
優
れ
て
、
羽
色
多
樣

で
、
文
筆
の
記
述
し
能
は
ざ
る
鳥
を
產
す
。
其
第
一
は
、
フ
ェ
ニ
ク
ス
、
是
れ
、
ア
ラ
ビ
ア
の
名
鳥
だ
。

全
世
界
に
唯
一
羽
、
存
し
、
屢
ば
見
え
る
物
で
な
い
』
当
該
部
は
、
所
持
す
る
雄
山
閣
の
全
三
巻
の
全
訳

版
（
中
野
定
雄
他
訳
・
第
三
版
・
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
刊
）
で
確
認
し
た
。
た
だ
、
言
っ
て
お
く
と
、

こ
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
不
死
鳥
）
の
話
の
冒
頭
で
は
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
自
身
が
、『（
こ
れ
は
た
ぶ
ん
架
空
な
話

と
思
う
が
）』
と
初
め
に
し
っ
か
り
附
言
し
て
い
る
。 

「
喉
に
垂
囊
」
こ
の
熊
楠
の
謂
い
は
、
あ
た
か
も
砂
嚢
を
想
起
さ
せ
る
が
、
前
記
の
訳
で
は
、
『
喉
に
は

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
毛
の
房
が
あ
り
』
で
、
印
象
が
異
な
る
。］ 

  

鷲
は
、
火
に
因
て
、
自
再
生
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又
、
實
に
、
火
に
試
さ
れ
て
生
存
を
始
む
。
蓋
し
、

鷲
、
子
を
生
み
、
其
子
、
日
を
視
て
眴

ま
し
ろ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
じ
ろ
く
」
「
瞬

ま
じ
ろ

ぐ
」
の
古
形
。「
ま
た
た

く
」
の
意
。
］
）
げ
ば
、
鷲
と
し
て
生
活
す
る
に
堪
ぬ
者
と
し
て
殺
し
了
る
、
と
云
ふ
。
鷲
の
巢
よ
り
見
出

さ
る
ゝ
鷲
石
は
、
二
百
年
前
迄
、
種
々
、
奇
効
あ
り
と
て
貴
ば
れ
た
。
酸
化
鐵
に
さ
び
付
れ
た
粘
土
質
の

小
石
、
又
、
圓
い
石
で
、
其
腹
空
し
き
内
に
、
石
、
又
は
、
結
晶
が
離
れ
あ
り
、
明
ら
か
に
火
の
作
用
に

基
づ
く
を
示
す
。
惟
ふ
に
、
古
人
は
、
鷲
が
此
石
を
、
日
、
若
く
は
、
火
山
よ
り
持
て
來
た
、
と
考
え
た

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
の
だ
。
何
に
し
ろ
、
鷲
石
は
、
眼
病
を
治
し
、
難
產
を
救
ひ
、
又
、
奇
な

事
に
は
、
盜
賊
を
露
は
す
功
あ
り
、
と
さ
れ
た
。
多
分
、
日
よ
り
出
た
も
の
故
、
盜
人
が
い
か
に
匿
す
も
、

日
の
照
覽
を
ゴ
マ
カ
シ
得
ぬ
て
ふ
譯
だ
ろ
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］。
鷲
は
、
其
卵
を
速
く
孵
す
た

め
、
此
石
を
巢
に
納
る
と
云
ふ
の
も
、
亦
、
此
石
は
日
の
熱
を
享
け
持
ち
お
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AB%E3%83%A2%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%A1%E8%96%AC


マ
。］
と
し
た
か
ら
だ
、
と
。 

 

デ
・
カ
イ
氏
は
、
種
々
の
話
を
並
べ
立
て
、
其
出
所
を
明
示
せ
ず
。
是
亦
、
庸
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

一
般
人
。
］
を
驚
か
し
、
學
者
を
馬
鹿
に
し
た
や
り
方
で
、
見
や
う
見
ま
ね
に
、
近
來
、
本
邦
に
も
、
こ

ん
な
著
書
や
立
論
が
大
流
行
だ
。
「
鷲
が
老
て
、
動
作
、
き
か
な
く
成
た
を
、
み
た
人
、
な
く
、
其
死
骸

を
見
た
人
、
な
し
。
」
と
は
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
「
博
物
志
」
第
十
卷
四
章
に
「
鷲
は
、
老
と
、
病
と
、
餓

で
、
死
な
ず
。
た
ゞ
久
し
く
生
き
る
と
、
上
嘴
が
長
く
伸
び
、
且
つ
、
甚
だ
し
く
曲
つ
て
、
口
を
開
く
能

は
ず
し
て
、
死
ぬ
る
。」
（
熊
楠
謂
ふ
、
そ
ん
な
ら
、
矢
張
、
老
と
餓
に
殺
さ
れ
た
の
だ
）
と
あ
る
を
、
小

刀
細
工
し
た
の
で
、
「
數
百
年
間
、
鳥
類
の
王
と
し
て
云
々
」
と
冒
頭
し
て
、
鷲
が
日
の
大
光
明
中
に
入

て
見
え
な
く
な
り
、
其
よ
り
、
若
返
つ
て
、
海
中
に
飛
び
下
る
云
々
、
と
云
た
は
、
例
の
「
フ
ィ
シ
ヨ
ロ

グ
ス
」
の
第
六
譬
喩
に
、
鷲
、
老
ゆ
れ
ば
、
日
光
に
あ
た
り
、
扨
、
噴
泉
に
浴
し
て
、
若
返
る
、
と
有
る

を
、
デ
・
カ
イ
自
身
が
、
其
書
の
八
章
の
初
め
に
述
た
通
り
、
米
國
東
海
岸
で
、
米
國
產
の
鷲
が
、
海
か

ら
飛
で
き
て
、
山
を
踰
え
去
た
景
觀
か
ら
思
ひ
付
て
、
『
日
光
に
當
り
』
を
、
日
輪
に
直
入
す
る
如
く
、

吹
き
增
し
、
『
噴
泉
』
を
『
海
中
』
と
改
作
し
た
の
で
、
自
論
を
翼
け
ん
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
す
け
ん
」

と
読
む
。
］
と
て
、
虛
構
・
假
說
を
、
何
か
確
か
な
古
書
に
載
り
あ
る
樣
に
書
立
た
、
誠
と
に
、
恥
な
き

の
至
り
で
あ
る
。 

 

扨
、
「
フ
ェ
ニ
ク
ス
が
鷲
の
事
た
る
や
、
論
を
俟
ず
。
」
と
は
、
是
れ
亦
、
不
實
で
、
人
を
欺
む
か
ん
と

す
る
者
だ
。
「
大
英
百
科
全
書
」
十
一
板
二
十
一
卷
、
「
フ
ェ
ニ
ク
ス
」
の
條
に
、
『
ホ
ラ
ポ
ル
ロ
ン
（
五

世
紀
の
初
頃
）
と
タ
キ
ツ
ス
（
紀
元
五
五
年
頃―

一
一
七
年
頃
）
は
、
明
か
に
、
フ
ェ
ニ
ク
ス
を
日
の
表

章
と
云
た
。
今
、
吾
人
は
、
埃
及
の
諸
古
文
よ
り
、
ベ
ヌ
な
る
水
鳥
が
日
都
鎭
座
の
神
の
表
章
の
一
で
、

又
、
旭
日
の
表
章
た
り
。
隨
て
、
日
が
、
每
旦
、
復
活
す
る
を
標
示
し
、
曰
神
ラ
の
魂
、
又
、
新
た
な
日

の
心
臟
と
稱
せ
ら
れ
た
、
と
知
る
。
去
ば
、
旭
日
が
東
方
に
出
る
を
、
ベ
ヌ
が
東
方
よ
り
諸
香
を
持
來
る

と
し
た
の
で
、
埃
及
語
で
「
ベ
ヌ
」
、
希
臘
語
の
「
フ
ェ
ニ
ク
ス
」
、
何
れ
も
鳥
の
名
で
、
或
る
椰
樹
の
名

を
兼
た
の
を
み
る
と
、
ど
う
も
、
「
ベ
ヌ
」
の
「
フ
ェ
ニ
ク
ス
」
た
る
を
疑
ふ
可
ら
ず
。
扨
、
プ
リ
ニ
ウ

ス
が
記
し
た
、
紫
が
ち
の
羽
色
な
フ
ェ
ニ
ク
ス
に
最
も
恰
當
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
か
ふ
た
う
」
と
読
む
。

過
不
足
の
な
い
こ
と
。
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
。
］
す
る
埃
及
の
水
鳥
は
、
ア
ル
デ
ア
・
プ
ル
プ
レ
ア

（
紫
鷺
）
だ
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
、
フ
ェ
ニ
ク
ス
の
形
ち
も
、
大
き
さ
も
、
殆
ん
ど
鷲
の
ご
と
し
と
云
た
は
、

全
く
記
臆
の
失
だ
ろ
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
、
」
と
論
じ
あ
る
。
「
紫
鷺
」
は
、
中
南
歐
州
よ
り
、

南
阿
、
又
、
印
度
よ
り
、
支
那
、
呂
宋
に
產
す
（
「
劍
橋
動
物
學
」
第
九
卷
九
三
頁
。
バ
ル
フ
ォ
ー
ル

「
印
度
事
彙
」
、
「
ア
ル
デ
ア
」
の
條
）
。
モ
レ
ン
ド
ル
フ
說
に
、
支
那
名
「
天
果
鳥
」、
天
津
で
「
花
窪
子
」

と
い
ふ
由
。
和
名
「
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
」
と
て
、
石
垣
島
に
來
る
は
、
同
屬
別
種
ら
し
い
（
『
皇
立
亞
細
亞

協
會
北
支
那
支
部
雜
誌
』
第
二
輯
第
十
一
卷
百
頁
。
故
小
川
實
氏
「
日
本
鳥
類
目
錄
」
三
四
四
頁
）
。
一

九
〇
四
年
板
、
バ
ツ
ヂ
の
「
埃
及
神
譜
」
第
二
卷
三
七
一
頁
に
は
、
『
ベ
ン
ヌ
は
、
自
ら
生
れ
、
日
都
の

神
木
の
ペ
ル
セ
ア
樹
の
頂
に
燃
る
火
よ
り
、
出
で
、
生
來
の
「
日
の
鳥
」
で
、
「
旭
」
の
表
章
で
、
又
、

死
ん
だ
日
の
神
オ
シ
リ
ス
よ
り
生
ず
る
か
ら
、
其
、
神
鳥
た
り
。
每
旦
、
新
生
す
る
旭
を
表
わ
す
の
み
な

ら
ず
、
夙
に
、
「
人
間
再
活
」
の
象
徵
た
り
。
昨
日
の
沒
日
よ
り
、
今
日
の
旭
日
が
生
ず
る
如
く
、
物
質

的
の
人
尸
よ
り
、
精
神
的
の
人
身
が
、
生
ず
る
か
ら
だ
。
此
鳥
は
、
オ
シ
リ
ス
の
心
臟
よ
り
生
じ
、
最
も



神
聖
な
鳥
で
、
墓
内
の
一
室
の
、
側
に
生
た
木
に
、
宿
つ
た
體
に
、
畫
か
る
。
」
と
有
て
、
何
の
種
と
明

言
せ
ぬ
が
、
鷺
の
一
種
と
、
し
あ
る
。
一
八
九
四
年
板
、
マ
ス
ペ
ロ
の
「
開
化
の
曉
」
一
三
六
頁
に
は
、

ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
、
形
と
大
さ
が
鷲
の
如
し
、
と
明
記
せ
る
よ
り
、
フ
ェ
ニ
ク
ス
は
、
決
し
て
、
鷺
類
で
な

く
、
金
色
の
雀
鷂

つ

み

で
、
本
と
、
若
日
神
ホ
ル
ス
の
現
身
だ
、
と
云
た
。
然
る
に
、
バ
ッ
ヂ
は
、
所
謂
、
金

色
の
雀
鷂
、
乃
ち
、
ベ
ン
ヌ
に
外
な
ら
ぬ
を
證
し
た
（
「
埃
及
神
譜
」
第
二
卷
三
七
三
頁
）。
だ
か
ら
、
フ

ェ
ニ
ク
ス
は
、
雀
鷂
だ
つ
た
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
だ
っ
た
っ
て
」
の
意
か
。
］
、
鷲
と
別
鳥
で
、
紫
鷺

だ
つ
た
ら
、
一
層
、
別
鳥
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ア
ル
デ
ア
・
プ
ル
プ
レ
ア
（
紫
鷺
）
」
ペ
リ
カ
ン
目
サ
ギ
科
サ
ギ
亜
科
ア
オ
サ
ギ
属

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ A

rd
ea

 p
u
rp

u
rea

 

。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
西
部
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
日
本
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
』
に
分
布
し
、
『
夏
季
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
西
部
』
、
中
国
『
北
東
部
な
ど
で
繁
殖
し
、
冬
季
に
な
る
と
』
、
『
ア
フ
リ
カ
大
陸
な
ど

へ
南
下
し
』
、
『
越
冬
す
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
南
部
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
な
ど
で
は
周
年
生
息
す
る
。
日
本

で
は
、
亜
種
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
』 A

rd
ea

 p
u
rp

u
rea

 m
a
n

ilen
sis 

『
が
八
重
山
列
島
に
周
年
生
息
す
る
（
留
鳥
）

が
少
な
い
。
西
表
島
、
石
垣
島
で
繁
殖
記
録
が
あ
る
他
』
、
二
〇
〇
三
年
に
は
『
池
間
島
の
池
間
湿
原
で

繁
殖
が
記
録
さ
れ
た
』
、
『
ま
た
』
、
中
国
『
北
東
部
な
ど
で
繁
殖
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
春
・
秋

の
渡
り
の
時
期
に
、
主
に
西
日
本
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
』
。
全
長
は
七
十
八
～
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
翼
開
長
は
一
・
二
～
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
体
重
は
五
百
グ
ラ
ム
か
ら
一
・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
。

『
頭
頂
か
ら
後
頭
は
黒
い
羽
毛
で
被
わ
れ
、
後
頭
の
羽
毛
』
二
『
枚
が
伸
長
（
冠
羽
）
す
る
。
顔
や
頸
部
、

胸
部
は
褐
色
の
羽
毛
で
被
わ
れ
、
顔
か
ら
頸
部
に
か
け
て
黒
い
筋
模
様
が
入
る
。
頸
部
上
面
や
胴
体
上
面

は
灰
黒
色
の
羽
毛
で
被
わ
れ
る
。
ま
た
』
、
『
青
み
が
か
っ
た
灰
色
や
赤
褐
色
の
長
い
羽
毛
が
混
じ
り
、
紫

み
を
帯
び
る
。
体
側
面
や
脛
は
紫
が
か
っ
た
赤
褐
色
の
羽
毛
で
被
わ
れ
る
。
種
小
名

p
u
rp

u
rea

は
「
紫
の
」

の
意
で
、
和
名
や
英
名
と
同
義
。
腹
部
や
尾
羽
基
部
下
面
（
下
尾
筒
）
は
黒
い
羽
毛
で
被
わ
れ
る
。
雨
覆

の
色
彩
は
灰
褐
色
で
、
初
列
雨
覆
や
風
切
羽
上
面
の
色
彩
は
灰
黒
色
』
。
『
嘴
は
細
長
い
。
嘴
の
色
彩
は
黄

褐
色
で
、
上
嘴
は
黒
い
。
後
肢
は
や
や
短
い
。
後
肢
の
色
彩
は
黄
褐
色
で
、
趾
上
面
は
黒
い
』
。『
卵
は
長

径
約
』
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
『
短
径
約
』
四
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
『
幼
鳥
は
全
身
が
黄
褐
色
や

赤
褐
色
の
羽
毛
で
覆
わ
れ
る
。
後
頭
に
冠
羽
が
伸
長
せ
ず
、
顔
か
ら
頸
部
に
か
け
て
入
る
筋
模
様
が
不
明

瞭
』
と
あ
る
。
但
し
、
熊
楠
は
『
支
那
名
「
天
果
鳥
」
、
天
津
で
「
花
窪
子
」
』
と
記
す
が
、
検
索
を
か
け

て
も
、
こ
の
漢
名
は
今
に
生
き
て
い
な
い
。 

「
ペ
ル
セ
ア
樹
」
ク
ス
ノ
キ
目
ク
ス
ノ
キ
科
ワ
ニ
ナ
シ
属 P

ersea
 

が
あ
る
。
英
文
ウ
ィ
キ
の
「
ワ
ニ
ナ
シ

属 P
ersea

」
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
本
属
が
暁
新
世
の
西
ア
フ
リ
カ
に
起
源
を
持
つ
こ
と
、
今
日
で
も
多

く
の
種
が
ア
フ
リ
カ
に
生
き
残
っ
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
な
お
、

す
っ
か
り
本
邦
で
も
お
な
じ
み
と
な
っ
た
ア
ボ
ガ
ド
（ P

ersea
 a

m
erica

n
a
 

）
は
、
御
覧
の
通
り
、
本
属

で
あ
る
。 

「
金
色
の
雀
鷂

つ

み

」
タ
カ
目
タ
カ
科
ハ
イ
タ
カ
属
ツ
ミ A

ccip
iter g

u
la

ris 

。
本
邦
に
も
棲
息
す
る
猛
禽
類
で

あ
る
。
詳
し
く
は
当
該
ウ
ィ
キ
を
見
ら
れ
た
い
。］ 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A0%E3%83%A9%E3%82%B5%E3%82%AD%E3%82%B5%E3%82%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%84%E3%83%9F


 
次
に
、
鷲
、
子
を
產
ん
で
、
そ
の
子
、
日
を
視
て
、
目
が
く
ら
め
ば
、
鷲
の
生
活
に
適
せ
ず
、
と
し
て
、

自
ら
、
其
子
を
殺
す
、
と
い
う
話
は
、
西
曆
二
世
紀
に
書
い
た
エ
リ
ア
ヌ
ス
の
「
動
物
の
天
性
」
第
二
卷

二
六
章
に
出
づ
。 

 

成
る
程
、
か
く
列
し
來
れ
ば
、
鷲
と
、
日
、
又
、
火
を
連
ね
た
話
は
、
隨
分
多
い
樣
だ
が
、
是
は
、
故

さ
ら
に
、
鵜
の
目
鷹
の
目
で
、
大
穿
鑿
を
し
た
か
ら
で
、
凡
て
、
火
と
、
日
は
、
熱
の
根
本
で
、
熱
が
有

ゆ
る
動
植
物
の
生
存
に
、
必
要
、
大
な
れ
ば
、
何
の
生
物
で
も
探
索
す
れ
ば
、
必
ず
、
多
少
、
日
や
火
に

聯
ね
ら
れ
た
譚
は
、
あ
る
筈
。
而
し
て
、
日
や
火
に
、
尤
も
顯
著
な
關
係
あ
り
、
と
見
え
た
フ
ェ
ニ
ク
ス

が
、
デ
・
カ
イ
氏
の
所
見
と
違
ひ
、
全
く
、
鷲
で
な
い
こ
と
、
埃
及
學
專
門
の
大
先
生
共
の
口
か
ら
揚
つ

た
以
上
は
、
鷲
と
、
日
や
火
の
關
係
を
、
喋
々
し
て
、
鷲
石
の
諸
功
驗
を
、
日
や
火
に
歸
す
る
論
は
根
據

を
失
ふ
。
而
し
て
、
鷲
石
は
、
い
か
に
も
酸
化
鐵
よ
り
成
る
が
、
上
に
第
一
篇
に
引
い
た
ス
ブ
ラ
ン
と
チ

エ
ル
サ
ン
の
「
支
那
藥
材
篇
」
に
云
た
通
り
、
鷲
石
の
酸
化
鐵
は
、
「
沼
鐵
」
抔
い
ふ
水
酸
化
鐵
で
、
磁

石
如
き
純
酸
化
鐵
で
な
い
。
其
を
、
明
か
に
火
の
作
用
に
基
く
を
示
す
抔
い
ふ
は
、
輕
擧
も
、
又
、
甚
だ

し
い
。「
本
草
綱
目
」
十
に
、
時
珍
曰
、
按
别
錄
言
、
禹
餘
粮
生
二

東
海
池
澤
及
山
島
一

、
太
一
餘
粮
生
二

太

山
山
谷
一

、
石
中
黄
出
二

餘
粮
一

處
有
ㇾ
之
、
乃
殼
中
未
ㇾ
成
二

餘
粮
一

黄
濁
水
也
、
據
ㇾ
此
則
三
者
一
物
也
。

〔
時
珍
曰
は
く
、
按
ず
る
に
「
別
錄
」
に
言
ふ
、
『
禹
餘
粮
は
東
海
の
池
澤
及
び
山
島
に
生
ず
。
太
一
餘

糧
は
太
山
の
山
谷
に
生
ず
。
石
中
黃
は
餘
粮
を
出
だ
す
處
に
、
之
れ
、
有
り
、
乃

す
な
は

ち
、
殼
中
の
未
だ
餘
粮

と
成
ら
ざ
る
黃
濁
水
な
り
。』
と
。
之
れ
に
據
れ
ば
、
則
ち
、
三
者
は
一
物
な
り
。〕
三
物
、
み
な
、
鷲
石

だ
。
そ
し
て
、
海
・
池
澤
・
山
島
・
山
谷
、
黃
濁
水
、
何
れ
も
、
水
に
緣
な
き
は
、
な
し
。
「
大
英
百
科

全
書
」
十
一
板
第
十
六
卷
に
も
、
鷲
石
は
水
酸
化
鐵
の
由
、
見
ゆ
。
去
ば
、
鷲
と
、
日
や
、
火
を
連
ね
た

談
が
多
い
か
ら
と
て
（
和
漢
等
に
、
そ
ん
な
談
、
無
く
、
印
度
に
は
上
に
引
た
、
金
翅
鳥
王
が
日
神
の
馭

者
と
共
に
、
一
卵
よ
り
生
ま
れ
た
譚
あ
る
の
み
。
そ
れ
も
精
し
く
言
ば
、
金
翅
鳥
は
鳶
に
近
い
者
で
、
學

名
ハ
リ
ア
ス
ツ
ル
・
イ
ン
ヅ
ス
、
英
語
で
ブ
ラ
ー
ミ
ニ
・
カ
イ
ト
、
又
、
ボ
ン
ヂ
チ
ェ
リ
・
イ
ー
グ
ル
、

鷲
と
も
、
鳶
と
も
、
見
え
る
の
だ
。
眞
の
鷲
族
の
者
で
な
い
）
、
鷲
石
を
、『
鷲
が
日
か
ら
持
つ
て
き
た
と

古
人
が
信
じ
』
抔
は
、
丸
つ
き
り
の
妄
斷
ぢ
や
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
「
本
草
綱
目
」
十
』
は
、
「
禹
餘
粮
」
（
以
前
に
述
べ
た
通
り
、
「
粮
」
は
「
糧
」
に

同
じ
。
以
上
の
本
文
で
も
、
「
糧
」
で
は
な
く
、
同
書
原
本
の
表
記
で
示
し
た
）
の
項
で
は
な
く
、
そ
の

す
ぐ
後
に
続
い
て
載
る
「
太
一
餘
粮
」
の
項
の
「
集
解
」
の
一
部
で
あ
る
。
「
漢
籍
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ

ち
ら
の[0

3
2

-1
3
a]

の
影
印
画
像
で
校
合
し
た
。 

「
ハ
リ
ア
ス
ツ
ル
・
イ
ン
ヅ
ス
」
タ
カ
目
タ
カ
亜
目
タ
カ
上
科
タ
カ
科
ト
ビ
亜
科
シ
ロ
ガ
シ
ラ
ト
ビ

H
a
lia

stu
r in

d
u
s 

。
英
名B

rah
m

in
y
 k

ite

（
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
の
最
上
級
に
位
置
す
る
「
バ
ラ
モ
ン
階
級

所
縁
の
鷹
」
の
意
）
、
古
い
言
い
方
で

P
o
n
d
ich

erry
 eag

le

（
イ
ン
ド
南
部
の
地
方
「
ポ
ン
デ
ィ
チ
ェ
リ
の

鷲
」
の
意
）
も
英
文
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
。］ 

 

○
雄
鷲
石 

一
八
七
六
年
板
、
ワ
ー
タ
ー
編
纂
、
サ
ウ
ゼ
イ
の
『
隨
得
手
錄
』
第
一
輯
五
二
七
頁
に
、
チ

ャ
ー
レ
ス
一
世
（
十
七
世
紀
）
の
時
、
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
な
る
人
、
多
く
の
財
寶
を
抄
掠
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
略
奪
。
］
さ
れ
た
内
に
雄
鷲
石
一
つ
あ
り
。
曾
て
、
一
醫
士
、
三
十
金
を
以
て
之
を
買
ん
と
申
し
出

https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/032
https://www.kanripo.org/text/KR3e0079/032


た
、
と
あ
る
。
是
は
、
既
に
第
一
篇
の
初
め
に
述
た
如
く
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
が
鷲
石
は
每つ

ね

に
雌
雄
二
つ
揃
ふ

て
鷲
の
巢
に
あ
る
と
云
た
、
そ
の
二
つ
の
内
の
雄
石
だ
ろ
う
か
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
。
は
た
又
、

一
六
四
八
年
、
ボ
ノ
ニ
ア
板
、
ア
ル
ド
ロ
ヴ
ァ
ン
ジ
の
「
礦
物
集
覽
」
第
四
卷
五
八
章
に
み
ゆ
る
、
雄
鷲

の
體
内
よ
り
見
出
さ
れ
た
石
だ
ら
う
か
と
、
大
正
十
二
年
八
月
二
十
五
日
の
『
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー

リ
ス
』
一
五
五
頁
へ
質
問
を
の
せ
た
に
、
誰
も
答
ふ
る
者
が
今
日
迄
な
い
。 

○
僞
鷲
石 

一
七
四
六
年
板
、
ア
ス
ト
レ
イ
の
「
新
編
水
陸
紀
行
集
」
第
三
卷
三
七
三
頁
に
云
く
、
喜
望

峯
地
方
で
、
小
石
原
や
澤
邊
に
僞
鷲
石
あ
り
、
ほ
ゞ
圓
く
、
栗
の
大
さ
で
、
中
空
に
砂
等
を
滿
て
た
り
。

其
外
面
は
サ
ビ
で
被
は
る
。
此
物
を
大
奇
品
と
し
て
他
邦
人
に
贈
る
、
と
。
是
は
、
日
本
で
、
所
謂
、

「
饅
頭
石
」
の
如
く
、
石
の
中
に
、
土
砂
斗
り
藏
め
た
麁
末
な
品
で
、
日
本
で
所
謂
、
「
ス
ズ
イ
シ
」
程
、

石
中
の
石
が
堅
く
て
、
遊
離
し
居
る
も
の
を
、
「
眞
の
鷲
石
」
、
さ
も
な
い
者
を
、
「
僞
鷲
石
」
と
呼
ん
だ

の
だ
ろ
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］。（
大
正
十
五
年
九
月
十
九
日
朝
十
時
稿
成
る
。） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
に
私
は
所
持
し
て
い
る
「
南
方
熊
楠
を
知
る
事
典
」
（
一
九
九
三
年
講
談
社
現

代
新
書
刊
）
の
ウ
ェ
ヴ
・
サ
イ
ト
内
の
原
田
健
一
氏
の
「
鷲
石
考
／
孕
石
の
こ
と
」
の
記
事
を
リ
ン
ク
さ

せ
て
お
く
。］ 

    

南
方
熊
楠
「
鷲
石
考
」（「
續
南
方
隨
筆
」
所
収
・
正
規
表
現
版
）
藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

完 
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